















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「何かすれば、反応が返ってくる。何かを仕掛ければ、対応が行われる。図書館だろうと、それは同じじゃ」

　幼い、しかし年輪を感じさせる声が響きます。

「おや。うふふ。二度目じゃの、おぬし」

　声は嬉うれしそうに、愉たのしそうに語りかけてきます。

「どーこまで進んだっけのう。お、そうじゃそうじゃ、この辺」

　ぱらぱらと、本をめくるような音。

「守す砂さ尊たける。夢を失った若者が、迷宮がごとき奇妙で危険で奇書に満ちた図書館に迷い込み、仲間を束ね、探索し、諸もろ々もろの出来事を経て、己の根──『たどりつく』ということにもう一度向き合った、その辺り」

　思い起こさせるように、声は続けました。

「その若者は挫折に対し、他者を導くという喜びと、他者と共に進むという新たな視点を加えて再び立った。これは彼にとって己への対応と言えような」

　声は最初の言葉を思い出させるように、囁ささやきました。

「ならば、それを迎える迷宮のごとき図書館は？　そんな風に新たに現れた、己の腹を探る者に。何も対応せずにいるんじゃろうかな──？」




　宇う伊い豆ず学がく園えん付属図書館は、改築を繰り返されてはいるものの学園創立よりはるか以前、一説によれば平安の昔から存在するとも言われる歴史ある図書館である。学園創立当時の所有者が校舎を図書館の横に建てるなら、と提供を申し出たと言われるが真偽は定さだかではない。

　そのような経緯のため、開架書庫として地上四階・地下三階、中高一貫とはいえ学校図書館としては破格の規模を誇る。授業利用は勿もち論ろんのこと限定的な学外開放も行っており、一般利用者のみならず、時には許可を得た大学や研究機関の研究者が利用することすらある。しかし、地上部に比べても遥はるかに広大かつ深遠な『閉架』地下書庫の全容を知る者は皆無である。

　学園図書委員会探索委員に所属する有志面々は、今日も未知の蔵書を解き明かすため、地下へと挑む──。




　これは、奇妙な図書館と、そこに挑む図書委員達の物語。



















　中間試験を終えた帰路。幼おさな馴な染じみの天あま寺てら三み火かと別れて、守す砂さ尊たけるは自身の家の玄関に立つ。

　ポケットの中の鍵を指で弄び、しばし尊たけるは躊躇ためらった。

　顔を横に向けて、玄関横のポストを見る。昼間に入れられていた葉書やチラシが幾つかあり、その宛名に自分の名前が無いことを確認して、彼は安あん堵どの息を吐いた。

「今僕に来る手紙なんて、あの人は今的な取材とか、契約解除のお知らせとか、そういうのばっかだもんなー」

　昔冒険家で今は学生。それが守す砂さ尊たけるだ。

　ただ、今でもたまーにかつて出した本（とは言っても、尊たけるは大筋のチェックをしただけで書いたのはゴーストライターの作家さんである）の電子印税などが少額来るので、中身を無視するという訳にもいかない。

　そうして、背中にリュック、片手に葉書やチラシ、もう片方の手にようやっと鍵を握って、尊たけるは玄関を開けた。

　荷物を下ろし、チラシや葉書を両親用のＢＯＸに入れ、しばし尊たけるは居間を見回した。

（…………………………）

　尊たけるの両親は仕事の都合上、海外に行く事が多い。それでも、尊たけるの事故後はかなり長い間、二人とも家にいてくれた。「もう大丈夫だから」と、彼らを仕事に送り出したのは高校に入ってからだ。三人で暮らしていた家は、尊たける一人ではもてあます広さを持っている。実際、彼が今使うのは自室と居間と浴室・トイレくらいで、家の部屋の半分は月単位で戸すら開けていない。

　以前なら、ここで虚無感を抱いていた。

　薄笑いのままで授業を受け、部活もすること無く家に帰り、買って帰った夕食を食べ、学校の予習復習をし、もてあました時間で機械的にリハビリトレーニングをこなす。長すぎる、何に繫つながることもない一日を、機械的に繰り返す。

（それが今は、授業の後は図書館集合して地下で本探しながら斬ったり張ったり生きたり死んだり助けたり）

　時間など、いつも足りない。激変にもほどがある。

　その上で勉強はしなければならない。中間試験を終えた今、割と尊たけるの頭はへろへろだ。

「つかれたー……」

　いかんいかんと思いつつ、尊たけるは居間の中心にあるソファへ、背中から飛び込んだ。ああやってしまったと、全身の力を抜いた快感の中で苦く思う。

　家の前で躊躇ためらっていた原因。

　一人暮らしとなってしばし。帰宅して家に入ることには一種の億おつ劫くうさが伴うこととなる。

　寄り道だの幼おさな馴な染じみとの会話だのである種楽しい帰り道とは違い、家に入ってしまえば、

（手洗って、うがいして、着替えて、リュックの中身明日用にして、そしたら晩飯の準備して、筋トレして……風ふ呂ろはシャワーだけでいいか……あわわ）

　やることが多い。学業と委員活動を終えた学生の身に家事は大変な労働だ。

　そのまましばらく、尊たけるは自分の呼吸を聞いていた。

（……………………あ、やべ）

　呼吸が規則的になっているのが分かる。体が寝ようとしていた。抵抗しようとは思うものの、体はちっとも動こうとしない。

（なんか考えろー……あ、そうだ。こないだやった、あの飛び入りのレファ……）

　尊たけるの意識は、中間試験一週間前へと旅立っていく。

　それは睡眠への導入にしかならないと、かつての雪山経験で気付いてはいたのだが。

（まあいいか。遭難する訳でもあるまいし）
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「みンな、エキドナ討伐お疲れサマ！　でも……来週から中・間・試・験よ！」

　ばしーん、と。ホワイトボードを叩たたいて、長身かつ整った容姿に眼鏡を光らせた津つ久く澄づみ旭あさひが宣言した。

　ここは宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館の四階、各階にある会議室だ。予定の無い時には図書委員が使ってもいい一室である。そこに、宇う伊い豆ず図書館地下探索委員・守す砂さ隊の四人が座っている。

「うえー」「ぐえー」

　一年生の男女、大おお国ぐに八や治ちとエスキュナ＝コーナーが仲良く長机に突っ伏してうめく。

「そういや一年にとっては初めてのテストか。二人ともエスカレーターじゃないんだよね？」

　尊たけるが気付いて呼びかけて、一年組がこくこくと頷うなずいた。エスキュナは昨年末からの留学生、大おお国ぐには高校入学組だ。

「この学校二学期制だからね。試験範囲広いから頑張りなさいね」

　宇う伊い豆ず学がく園えんは七月末から夏休みの後、九月に期末試験、それが終われば一週間ほどの秋休みがあり、そこが学期の区切りとなっている。その分定期試験の範囲は広くなるという訳だ。そして赤点を取れば、

「追試と補習になるとその分地下に行けなくなるよ」

「「は～い……」」

　神妙な顔で後輩達が返事する。その余りのしょげっぷりに尊たけるが苦笑する。

「まあいよいよ困ったら言って。勉強見るくらいはするから」

「センパイ結構余裕っスね……」

「一年の時は勉強くらいしかやることなかったからねえ」

「津つ久く澄づみせんぱいは～？　三年の中間って重要じゃないの？」

　水を向けられ、津つ久く澄づみは眼鏡の奥の目をぱちりとやる。

「ああそうか、エスちゃん達はまだ知らないのね」

　とても迷宮書庫では壁役とは思えぬ、爪を整えられてすらりと伸びた指が一本、上を向いた。

「アタシ、というか探索委員やってるような三年組はね、大体市内にある附属の大学行くのよ。附属大学行くなら探索委員やってると内申にボーナスつくし、割と楽ちんなのよね」

「えー」「ずるくね？」

　進路未確定な一年組がぶうたれる。仲良し。

　ぱんぱんと尊たけるが手を打った。

「そんなわけだから勉強せいぜい頑張ろうな。んじゃ、帰るか。それとも勉強してくか？」

「明日からにしまーす……」

　へろへろ立ち上がるエスキュナに苦笑して、一同は会議室を後にする。話し声に気付いたのはその時であった。

「じゃ、近日中には難しいと？」

「レファレンスは受け付けておくがの。試験期間に入るとのう。手が足りんのよ」

「困りましたー」

　守す砂さ隊の面々は「？」と顔を見合わせて、こっそりと四階のカウンターを見る。四階は各種貴重書や白書などが収められた階で、一般利用者はあまり来ない場所だ。

　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館唯一の司書──一見小さな童女のようにしか見えないが──フブルが普段はここに詰めて、巨大な図書館の専門的作業をひたすらさばいている。

　カウンターにはそのフブルが難しげな顔をして腕を組んで座っており、その前にいて何事か訴えているのは、

「女の人、ですねえ」

　白衣を着て、簡素な踵かかと付きスリッパを履いた女性だ。長い黒髪は真まっ直すぐに伸ばされ、身長に比して小さな顔には眼鏡をかけている。
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「フブルさんに回ってくるレファってことは──」

「専門的な学術系かしらね」

「でも俺らとタメくらいじゃないスか？」

　こそこそと話していると、思案顔のフブルの目が突如ぎょろん！　と尊たける達を捉えた。

「うわ」

　思わず尊たけるの口から声が漏れる。思い出すのはいつかの地下エントランスでの出来事だ。彼女は迷宮書庫的な意味でもただ者では無いと、尊たけるは半ば確信している。

　彼女の大きな目が孤月を描いて、ちょいちょいと尊たける達を手招きする。守す砂さ隊は顔を見合わせて、渋々と言った体でカウンターへと向かった。無視などすれば後で何を言われるか分かったものではない。

「あら、学生さん……？」

　歩き来る尊たける達に、女性も振り向いた。

「図書委員じゃよ」フブルが女性に言い、そして尊たける達へ言った。「この利用者さんはレファレンスの用事じゃ」

　言葉とは別に、こっそりとフブルが指を下に向ける。地下。

「！」

　四人が目を見開く。尊たけるにとっては、初めて見る地下レファレンスの依頼者だ。レファレンス依頼はメールや電話の方が多いし、尊たける達も普段は依頼の表しか見ないので、こうしてレファレンスを申し込みに来る人物自体は珍しい。

「噂うわさには聞いていたけれど……本当に学生が仕事しているんですね」

　驚きに目を見張っていたのは女性も同じだった。

「守す砂さと言います。初めまして」

　尊たけるが軽く頭を下げると津つ久く澄づみが倣ならい、慌ててエスキュナと大おお国ぐにも追随する。

　女性は──一瞬、目を瞬しばたたかせた。たっぷり数秒も首を傾かしげてから、我に返ったように、

「──あ、あっ！　こちらこそ。私、紙かむ珠たまと言います。えーと日本用は……、あっ、これだ」

　紙玉と名乗った女性が名刺を取り出した。

（何か懐なつかしいな、こういうやりとり）

　冒険家時代を思い出して薄く笑い、尊たけるが代表して受け取る。

「ええと『エイルカム大学文学部民俗哲学科教授　紙かむ珠たま櫛くし子こ』……なるほど、アメリカの教授の方ですか……ん？」

　既視感を、尊たけるは覚えた。しかし、それは形にならない。

「えっすご」「俺らとそう変わらねえっスよね？」

　驚きの声が背後の後輩から漏れる。紙かむ珠たまは苦笑した。

「いえいえ。二十歳です。飛び級して民族哲学で教授をさせてもらってるんですよ。ふふん」

　ちょっぴり自慢げに胸を張る紙かむ珠たまさんであった。

（二十なのか……）（日本人ってほんと童顔なんだね）（タメ語聞かねえでよかった）

「はあ、アメリカさんは凄すごいものね。それで──」

　津つ久く澄づみの促す視線を受けて、フブルが頷うなずいた。

「紙かむ珠たま氏は地下書庫に収められた貴重書の貸出を希望しておる。守す砂さ、お主ら手が空いとったら引き受けてくれんか？」

　意味ありげな視線に、尊たけるは察する。要するに、迷宮書庫から取ってきてということだ。

　ぽくぽくと歩いてきたフブルに渡されたレファレンス依頼書を見て、尊たけるは頷うなずく。フブルにより検索されて、配架場所が追記してあった。地下六層、１６０番台書架。

「ああはい、ここなら……みんな、今日は書庫に本探しに行って大丈夫？」

　部外者紙珠がいるため、呼びかけを変えつつ聞けば、津つ久く澄づみは心得たもの、指でマルを作る。大おお国ぐには「？」という顔をしていたが、エスキュナに脇を突かれ、慌てて頷うなずいた。

「行きますか」「行きましょ」

　そういうことになったので、ぞろぞろと四人、エレベーターに入って一階を押した。

「地下書庫に、四人で……？」

「一年の研修も兼ねてです。非常に広くなっとりますからな」

　紙かむ珠たまの疑問とフブルの誤魔化しを上に置き去りにしつつ、エレベーターは下降を始めた。




　宇う伊い豆ず学がく園えん付属図書館は、改築を繰り返されてはいるものの学園創立よりはるか以前、一説によれば平安の昔から存在するとも言われる歴史ある図書館である。学園創立当時の所有者が校舎を図書館の横に建てるなら、と提供を申し出たと言われるが真偽は定さだかではない。

　そのような経緯のため、開架書庫として地上四階・地下二階、中高一貫とはいえ学校図書館としては破格の規模を誇る。授業利用は勿もち論ろんのこと限定的な学外開放も行っており、一般利用者のみならず、時には許可を得た大学や研究機関の研究者が利用することすらある。しかし、地上部に比べても遥はるかに広大かつ深遠な『閉架』地下書庫の全容を知る者は皆無である。

　学園図書委員会探索委員に所属する有志面々は、今日も未知の蔵書を解き明かすため、地下へと挑む──。




　エレベーターから階段に下降手段を切り替え、地下書庫二階の奥にある扉を開けば、その先にあるのは地上のそれよりさらに広いエントランスだ。

　地下三層から広がる地下閉架迷宮書庫、その入口である。

　おや、とでも言うように、カウンターで受付嬢が視線を守す砂さ隊の面々に向けている。試験期間直前にやってくる者がいるとは思っていなかったのかもしれない。

「守す砂さ隊です。『亡失迷宮』『長城記録』『英雄乃書』『原初競技』、貸出お願いします」

　尊たけるの要求に、慣れたように受付嬢は頷うなずき、大小四つの本を差し出してくる。

「んじゃ大おお国ぐに、エスキュナ。こないだ俺が渡したホルダーに挟んどいてくれ」

　顔から薄い笑みを消した尊たけるの指示に従い、各おの々おのが本を体にくくりつける。探索委員に迷宮書庫で調査する力を与えるのは、この魔書だ。落としたり無くしたりすれば洒しや落れにならない。

「わー、べんり」エスキュナは腰に、

「いいんスかこれ、もらっちまって」大おお国ぐには胸元へ。

　ベテランである津つ久く澄づみは自前の似たような道具を持っていたが、一年二人組はこれまで手で持ったりポケットに入れたりしていた。

「いいよ。家にあった予備のヤツだから」

　準備が整った下級生を見て、津つ久く澄づみが声を上げた。

「ンじゃあ、今日は六層ね。アタシ達まだここは探索し切れてないけれど……『母蛇の巣』よりは大分楽よ。場所も分かってるし、気負わず油断せず。行きましょうか」

「さくっと見つけて、試験勉強しなきゃですしね……嫌やですけど～」




　────だが。

「あったー？」「いや、ないっすね」「ほんとにここなんですか～？」

　地下六層。ＮＤＣ分類的には１００～１９９辺りの本が集中している階層で、哲学に宗教や神話の図書が収められている。風景も抱えている本の影響を受け、一方では連続した鳥居めいた通路が出来ているかと思えば、一方ではギリシャの神殿建築めいたフロア、巨大な蓮はすの花を渡って進む場所など変化に富んでいる。

　その、五層と繫つながる階段からほど近い場所。赤柱で構成された書架で、守す砂さ隊は目を眇すがめて首を捻ひねっていた。

　見張りをしている津つ久く澄づみが声を返す。

「場所はこの書架で間違いないはずよ。でも、三人分の目で探して無いとなると……」

　人間の目はいい加減なものだ。通常の図書を取りに行くことでも、そこにあるものをうっかり見過ごすことは日常茶飯事で、図書委員達でも、仮に本職の司書でもそれは変わらない。

「だから通常、三人の目で探してそれでも無けりゃ捜索対象扱いになるって話だが……」

　三人──守す砂さ、エスキュナ、大おお国ぐにが目を見合わせる。一応、ということで津つ久く澄づみも書架を見たが、結果は変わらずだ。

「なんでしたっけ？　探してる本」

「『無銘祭さい祀し書』。分類番号１６４、高さ二十五㎝。最後の持ち出しは二年前。その二週間後に返却済。ちなみにこれは魔ま導どう書しよって触れ込みだけれど、写本で魔力のある本じゃない」

「二年前、か。その返却の時に変な所に返しちゃったのかしら」

　警戒しつつ、通路を見据える津つ久く澄づみ。それに、大おお国ぐにが眉を歪ゆがめる。

「あら？　でも同じ場所に返るって話じゃ」

「それは迷宮書庫が産み出した本ね。迷宮書庫の実本は長期間外にあると暴れ出すけど、同じ階層にあれば……」

　解説に、苦い顔になるのはエスキュナだ。

「え、ええ……じゃ、じゃあ、六層のどこにあるかわかんないってことですか～？」

　四方を見渡す。六層はそこまで広い階層では無いが、それでも図書館地上一階並の平方面積はある。

　うへえ、という感じの呼気が一同の間に満ちる。

「誰だよテキトーに返したヤツはよ……」

「まあ、六層はまだ探索が浅いから、結局隅々まで行くには行くんだけども、な」

　本来六層は試験後に本格的に探索をしようとしていたことで、この依頼に手間取れば手間取るだけ試験勉強の時間が減る。

「あの教授さんも待ってるしねえ」

「仕方ない、やるか！　戦闘には注意することな。この階層の敵はまだ当たってないし」

　隊長の檄げきに、おう、と一同の返事。守す砂さ隊は六層を進み出した。




「……無いん！　ですけ！　ど!?」

　探し始めて一時間ほど後。早くもエスキュナが魔書生物のあごを蹴り飛ばしながら豪快に弱音を吐いた。

　六層に生息する魔書生物はラカンズ（雨あめ野の命名）といい、フロアの所々に点在する二ｍ余りの阿あ羅ら漢かん像や、ギリシャや日本神話にインド神話等々の神像が、図書委員を見つけ次第襲ってくる。

「これ倒すの罰当たりな気がするんだけど──っ、エスキュナ！　回避！」

　強さとしては『同サイズの巨漢が魔書による身体能力強化だけを受けた程度』と尊たけるは感じている。そのため、まともに戦うと結構強いが、前衛が戦闘用の記述を使える今の守す砂さ隊ならば互角以上に戦うことが可能だ。

　しかし。蹴り飛ばされたラカンズが、常よりも早く立ち直る。打撃の入りが浅かったのだ。

「えっ……おぶぅっ!?」

　木材めいた質感ながらも柔軟に動く魔書生物の腕が、反撃のボディブローを着地したばかりのエスキュナに炸さく裂れつさせた。

「あ、かっ……」

　目を見開いて、口から胃液を垂らしたエスキュナが尻もちをつく。本来、大きく吹き飛んだラカンズに大おお国ぐにの追撃で仕留めるはずだった。これまで三度ほどの戦闘で成立した流れだ。

「くそがっ！」

　追撃のためラカンズの背後に回りこんでいた大おお国ぐにが、一瞬視線を迷わせた。ラカンズの背後を襲うか、エスキュナを助けるか。

「大おお国ぐには攻撃！　津つ久く澄づみ先輩は挟撃！」

　即座に叫んで、尊たけるは駆けた。津つ久く澄づみは熟練の動きですぐさま応じる。盾役の背中に隠れるようにして、尊たけるはエスキュナを背中から抱える。

「下がるぞ」「はぃぃ」離脱。

「よくもやりゃあがったなオラァァ！」

　同時に、指示により迷いが消えた大おお国ぐにの怒りの連打が炸さく裂れつした。ラカンズは背後を津つ久く澄づみに作られた壁に挟まれる。逃げ場を失った魔書生物の木製めいた頭部が砕け、像の四肢が力を失い紙片となる。

　ラカンズはその見た目に反して、人間と同様の急所を破壊されれば倒れる。

「大丈夫か」

　それを見届けて、尊たけるはエスキュナの腹と肋あばらを軽く触る。

「うぇぇえ、なんとか……ってちゅおっぉとおぉぉ！　せんぱい、それセクハラ、セクハラ！」

「元気に叫ぶもんだ。よし、骨折とかは無いな」

　後輩の抗議を気にすることもなく、尊たけるは立ち上がる。

「ふぃー。おいエス公、疲れてきてんじゃねえのお前」

　戻ってくる大おお国ぐにに、元気娘は赤面したまま嘆息した。

「そうかも～。わたし達まだ魔書読める範囲少ないから、記述使わないと体格の分あっちのが強いしさあ」

　勝つことは出来るが、一戦ごとに確実に消耗する。限界はまだだが、心理的な疲労とミスが出た形だ。

「六層は珍しくヌシがいないのが特徴でね。今のアタシ達には助かるけれど」びりびりと紙片を破いて、津つ久く澄づみ。「流石さすがに全部チェックしながらは骨だわねえ」

　隊と隊の協力があまり無い探索委員とはいえ、迷宮書庫にある発見済の実本は位置を共有する。でなければ利用者のレファレンスにも支障が生じるためだ。

　現在、守す砂さ隊は六層のおよそ三割弱を踏破しているが、未いまだに目的の『無銘祭さい祀し書』は見つかっていない。

「魔書の力を考えると、全部棚見るのに三日ってとこかな？　試験勉強ちょいやばいなあ」

「それまでに見つかってほしいもンよね」

　自身の肩を揉もむ津つ久く澄づみも疲労は隠せない。彼がラカンズの攻撃の大半をさばいているからだ。

　尊たけるとて、新規の階層でミスをすれば死人も出る指示出しをこなし、不意打ちを警戒して『亡失迷宮』の半径五ｍの全てを感知する記述『自己拡大』も数回使っている。眉間を揉もんだ。

「ミスも出たし、今日はここが潮時か……」
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「すんません、明日また探します～」

　どちゃあ、という感じで上がってくる守す砂さ隊の面々。図書館の地上エントランス、他の参考資料で作業をしていた紙かむ珠たまは、彼かれ等らの様子に目を丸くした。

「ど、どうしたんです？　疲ひ労ろう困こん憊ぱいですけど……」

　彼女に付いていたフブルへ、尊たけるはアイコンタクトで問う。

（この人、迷宮書庫自体のことは知らないんですよね？）

（そーじゃよ）

　了解。と尊たけるは息を整えて続ける。

「どうも棚違いで返ってるらしくて。明日また探しますんで。すいません」

「あらま。そりゃいかんな。紙かむ珠たま氏、申し訳ないのう」

　二重の謝罪を受けて、紙かむ珠たまもんー、と思案する。

「いえ、こちらの資料でもそれなりに作業出来ました！」でも、と彼女は指を二本立てて付け足す。「私が日本に滞在出来るのは二週間ほどです。それまでには……」

　できそう？　とフブルが目で問う。尊たけるは頷うなずく。

「返却記録はありますし、一応ローラー作戦で見てるので、数日中には」

　流石さすがにフブルもすまなさそうに掌てのひらを立てた。と、閉館十分前の音楽が鳴り出す。午後七時だ。

「私は毎日来館させてもらいますので。よろしくお願いします」

　ぺこり、と頭を下げて、しかし紙かむ珠たまは疑問顔で言った。

「非公開なのは知ってますけど……そんなにお疲れになるなんて。宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館の地下書庫って、どんな所なんですか？」

　問われた尊たけるは──疲労に覆われた顔で軽く、しかし犬歯を見せて笑った。

「面白いとこですよ！」

　これに、守す砂さ隊の面々が顔を見合わせる。処置無し、と言う顔。もう痛まない腹を、思わずエスキュナがさする。

「行くだけで面白いのはせんぱいだけですよぉ……」
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　ふと、繫つながった感覚を尊たけるは得た。

「なので、ここで生まれた競技の精神が延々、時を流れて今回行われる──」

　翌日の、授業中だ。世界史の授業の中で、尊たけるは近くに迫ったスポーツの祭典について徐々に脱線していく──テスト前だというのに──教師の話を聞いていた。

（そんな時期か。前の時は僕、中学生だったからなあ）

　現役時代だ。世間が湧き立つそれに興味も無く、世界を飛び回っていた頃だった。

　説明が続く中、尊たけるのシャープペンシルを持つ手がふと止まる。

　教師の話と板書に筆記の音、そして内緒話の密ひそやかな声が、教室に満ちている。

　例えば、守す砂さ隊のエスキュナ＝コーナーの持つ魔書『原始競技』はこの世界規模のスポーツイベントの、大元になった出来事辺りの時代に書かれた書物とされている。

（大昔に行われたことが現代まで続いてる、んだよな）

　当たり前のことに、今更行き着く。それには、競技者や主催者達の努力の他に『原始競技』のように、記されたものがあったからだ。

　それらが受け継がれ、時には忘れられ、しかし発掘され、物事は続いていく。そして、求める者がいつか現れる。紙かむ珠たま教授のように。

（長い時間をかけて。すごいことだ）

　そのためにあるのが図書館なのだ、とふと思った。記録を見る者がいれば、甦よみがえる物がある。その瞬間のためにあるのが図書館だ。

　紙かむ珠たま教授の探す本もまた、それと同じだ。

「見つけないとなあ……」
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　そして三日後。

　紙かむ珠たまは四階から、吹き抜けの向こうに見える一階を見下ろす。正確には、そこから向かう地下書庫を。

　彼女がいる場所は四階の閲覧席だ。机上には沢山の研究資料が広げられ、また積まれている。そのどれもが専門書、しかも新しい海外の本もある。無論未翻訳だ。

（自由に閲覧出来る資料でも相当な……思った以上に充実した場所ですね、ここは。休暇足りなかったかも）

　哲学は他学問の祖とも言える。世界について自分たちの認識が『足りない』『間違っているのでは』という疑問を持つことこそが哲学の大元だ、と紙かむ珠たまは考えている。そこから、あらゆる事への学びが始まる。

　現在彼女が宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館に求めている『無銘祭さい祀し書』は一九世紀の本と伝えられるが、現在では失伝した伝承などが多く収録されているとされる。初版は所持する機関が絶対に公開せず、以後の版も全て当時発禁処分となっている。

（そこには今はいない民族の世界の捉え方──哲学がある。写本とは言え閲覧が可能なのは世界にここしかない）

　だがそれが、中々出てこない。

「守す砂さ尊たけるといういつも笑っている彼──四人で探してくれてるんだけど。今日も、地下書庫に入っていったけれど。どうしていつもあんなにへとへとになって……」

　四階カウンターではフブルが事務作業を凄すさまじい速度でこなしている。他に人はいない。

「…………………………」

　今日は時間に余裕はまだある。フブルが司書室へ物を取りに入ったことを機として紙かむ珠たまは立ち上がり、カウンターへと向かう。

「休憩に行ってきますねー」

　フブルへ声をかけて、彼女はカウンターの向こう、エレベーターに乗り込む。押すボタンは宣言通り、自販機コーナーが存在する一階だ。

　降り立った紙かむ珠たまはしかし、自販機を素通りして足を進める。目的地は階段だ。

（初日に見学したから、場所は確か……）

　専門書階の四階と違い、一階には学生や一般利用者の姿がある。図書委員の視線が外れた瞬間を見計らって、彼女は地下への階段に足を踏み入れた。

　図書委員に会えば間違えたとでも言えば良い。

（正直申し訳ないけれど……気にならないと言えば噓うそになっちゃいますよね）

　どれほど広い書庫なのか、期待がある。

　それと、さらに彼女の記憶にもう一つ。髪で目が隠れ気味な図書委員。守す砂さと名乗った男子。

「あの子は、もしかして──」
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　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館地下閉架迷宮書庫・六層。

「無いん！　です！　けどぉぉぉぉ!!」

　どがーん、と顎を蹴り上げられたラカンズがそのまま綺き麗れいな伸身で上に飛んで、最後は頭から落ちた。衝撃で首が折れ、そのまま紙片へと変わる。

「「「おおー」」」

　男三人、ぱちぱちと手を叩たたいてエスキュナの会心の一撃クリテイカルヒツトを称たたえる。

「拍手してる場合じゃ無いですよ！」びし、とエスキュナが男衆を指さしてくる。「テスト勉強出来てないんですよわたし迷宮書庫探索から帰るとご飯食べてお風ふ呂ろ入ってぐっすり寝ちゃうんですよ！」

「それはおめーのせいだろ……」

「とはいえ、困ったのは確かだな」

「見落としは無いと思うンだけどねえ」

　三人で首を傾かしげる。マップは九割方埋まりつつあり、書架は全て見て回ったと言っても良い。しかし、目的の本は見当たらない。

「二年前に返却記録はあるし以後は貸出記録も無い。迷宮書庫の本である以上は、外に出てないのは確かだ」

「迷宮書庫の本は所定の階層以外に長くあると影響が現れるわ。だからこの階層にあることもまた確かね」

「けど棚には見当たらねーってことも確かっスね……」

　尊たける達は口々に既知の要素を並べて、うーむともう一度首を傾かしげる。

「どこか物陰にあるんですかね？」

　閲覧席かのごとく設置されているギリシャ建築の四あず阿まや、その椅子の下を覗のぞき込むエスキュナ。当然無いのだが、同じようなスペースはいくつかある。

「考えにくいことではあるが……考慮に入れないといかんかなあ。今日はもういい時間だ。一旦戻ろう」

　捜索方針の再検討が必要だった。そもそもこれ以上探すかどうかの判断もある。試験勉強だって放り投げるわけにもいかない。

（フブルさんに回しちゃうべきか？）

　先日の決意を思いつつも、忸じく怩じたる思いで尊たけるは上階へと向かう。
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「なんでぇぇぇぇ？」

　ぱたぱたぱた、とスリッパの音を立てて、紙かむ珠たまが通路を走る。ただの通路では、無論無い。迷宮書庫の三層だ。

　彼女の後を、複数の影が追っている。空にモモンガ、地にネズミ。どれも地上の一般的な種を大きく越えるサイズと凶暴さを誇っている。

「夢だこれ絶対ゆめ……でも夢って哲学や神話的には重要な意味を……ひえっ！」

　現実逃避から我に返って、最も早はや突撃にも近いひねくれモモンガの滑空を、紙かむ珠たまはギリギリ頭を下げてかわす。

　ただそれで、前方への視界が消えた。ごづん、と音。彼女は書架に頭をぶつけて、真後ろへひっくり返る。

「ぅぎゅぅっ！」

　ばたばた、と書架から本が落ちる音を聞く。逆さまになり、眼鏡がズレて彩度がまだらになった視界で、紙かむ珠たまは走り来る異様に鋭い歯をぎらつかせたかじりネズミ達を見る。

（も、も、もうだめ！　故郷の国に帰って図書館でネズミに囓かじられて死ぬとは流石さすがに想像してませんでした!!）

　いくらなんでも目からやられるのは御免だ、と目を閉じた瞬間に。消えた視覚に入れ替わるように、聴覚が刺激を拾った。

「何してんだこら！」「アタシらン時はもうびびって出てこない癖に！」

　怒声。そして数回の打撃音。覚悟していた痛みは来ない。

「へ？」

　恐る恐る目を開けた紙かむ珠たまの視界に現れたのはネズミではなく、

「大丈夫か？　──間に合って良かった」

　犬歯を剝むき、野性的な笑みを見せて手を差し出す、守す砂さ尊たけるの姿だった。

「！」




　──紙かむ珠たまの脳裏に、ひとつの光景が思い浮かぶ。

　三年と少し前。南米の深い森林最さい奥おうにある、とある遺跡のフィールドワークに出向いた時。他の学者仲間からは奇特がられたものだが、そこにいた人々の世界の捉え方を考えるのに、実地へ行ってみるという行動は紙かむ珠たまにとって自然だったのだ。

　丁度そこを目指すという新進気鋭の冒険家の少年と同行することになり、道程の進行補助をしてもらった。

　森林は想像以上に過酷で、彼がいなければたどりつけたかは怪しかった。彼の手を取って、段差を引っ張り上げてもらいながら礼を言った紙かむ珠たまに、彼は言ったのだった。

「ハッ。俺もここにたどりつく許可のために、聞こえの良いい口実が欲しかったんだよ。互いに利用出来たんじゃないのか、先生サン」

　そう、ぎらぎらと瞳を輝かせて。犬歯を剝むいて野獣のように笑いながら。




　時を経て顔立ちは少し変わったが。その笑顔は──

「ふぁい」

　逆さまのまま、両手でその手を取った。にぎにぎ。

　夢ではない。




「アタシ達の様子が気になってこっそり入り込ンだ地下書庫で」

「俺ら探す内に迷宮書庫エントランスへの扉を見つけちまったと」

「はい……」

　周囲から魔書生物が消えた三層。簡単な迷宮書庫の説明を（納得してもらうまで少しかかったが）終え、紙かむ珠たまを囲んで軽い事情聴取中である。尊たけるが眉間を押さえた。

「そこで入っちゃうんだもんなあ……」

「どっかで覚えがある経緯ですよね……肝試しとかアホな理由で入った人もいたって聞いたことあるな～」

　エスキュナの冷たい視線が尊たけると大おお国ぐにに向き、彼らは口笛を吹いて視線を逸そらす。

「わ、私は学術的な興味ってことでセーフには」

「ならないですね」「司書と委員の目を盗ンでるのが悪質」

「仰おつしやる通りです……」

　しょぼん、となる紙かむ珠たま。尊たけるが嘆息する。

「とりあえず上に戻ろう。俺らが本を持って来れてない責任もちょっとあるわけだし」

「はい──っと、本を戻さないと……」

　紙かむ珠たまが、自身が衝突して落ちた本に目をやった。

　迷宮書庫が作り出した本は勝手に元に戻る。そう尊たけるが言おうとした時だ。

「ああ、始まるわね。説明に結構時間使ったから」

　ず、と。落ちた本が床を滑るように動いた。そのまま、

「うそ、書架を」

　ずずず、と書架を昇り、本は元の位置へと収まっていく。

「実際に戻るとこは俺も初めて見たなあ。物理的に行くのか」

「前は自分で戻したっスからね」

　ふと。尊たけるの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「津つ久く澄づみ先輩。これ、迷宮書庫が作った本を外に持ち出した場合は？」

「本が消えて、元の場所にスッと現れるわ。テレポねテレポ」

　外から戻る時は転移だが、中で戻る時は物理的。それは、迷宮なりの省エネなのだと推測されている。

「！　……っ、もしかして」

　尊たけるは思案から顔を上げる。

「紙かむ珠たま教授。悪いけど、エントランスでもう十五分くらい待っててもらえる？　軽い確認だけしてくる」

「え？　ええ、はい」

「せんぱい？」「もっかい行くんスか？」

　困惑する紙かむ珠たまと後輩組。津つ久く澄づみが眼鏡を押し上げた。

「何か思いついたのね？」

「ああ。多分……だけど」
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　再び地下六層。場所は降り口からほど近い書架だ。

「元々本があるってなってる場所ですね。でもここ、確認したんじゃ」

　エスキュナの疑問に尊たけるは頷うなずいて、書架の中間位置に立つ。ここならば、全ての書架を探索範囲に収められる。

「最初の用途がアレだったから、敵の探知にだけ使っちまってたけど……『自己拡大』」

　尊たけるの周囲五ｍへ不可視の感覚器が広がる。木の床、鳥居型をした赤柱の書架、多数の本、そして守す砂さ隊の隊員達。全てを感じて、尊たけるは一点を指さした。

「この背中合わせになってる書架と書架の間──、その床だ」

「床……」

　先刻も、エスキュナは椅子の陰などを探してみた訳だが。

「ここの書架は鳥居やら柱が変形してるみたいな形だから、棚の中、後ろの壁が無い段があるんだ。奥へ奥へ行ったら、本が落ちることがある」

「あー、迷宮書庫産の本なら勝手に戻るっスけど、実本は」

「それらしいモノ、あったわよ！」横から書架を覗のぞいていた津つ久く澄づみが声を跳ねさせる。「でもちょっとめンどいとこね……これは見えなくても仕方ないわね」

　津つ久く澄づみはこきこきと指を鳴らし、魔書『長城記録』を発動させる。

「二八頁ページ、小さめに老龍頭っと」

　少し太めの棒、といったレベルまで縮小した長壁を出した。それで床の本を押さえ付け、ずりずりと手元へと引き寄せる。

「器用ですねえ」

「慣れよ、慣れ……っと、取れた」ぱんぱんと本の表紙を払い、にっと笑う。「ビンゴ。『無銘祭さい祀し書』発見よ」

　わっと守す砂さ隊に喜色が湧いた。

「やっと見つけた！」

「これで試験勉強できるっス……ね……」

「だね……」

　しぼんだ。

「でも、どうして？　確かに上でもこういうの、稀まれにはあることだけど」

「想像でしかないけれど。前にこの本を返しに来た探索隊は、こうしてしまった」

　尊たけるが『無銘祭さい祀し書』を受け取り、書架に並ぶ本の上へ、横にして置く。この時点で、ぴくりと津つ久く澄づみだけが眼鏡の奥の目を眇すがめた。

「上だとたまになるやつっすね」「本がぎちぎちになって差し込めない時とかね」

「それか、返す委員やら読んだ人がめんどくさがった時だな。敵に襲われて忙しくしてたのかも……今回は、多分こっちの線かな」

　尊たけるが語り出し、守す砂さ隊の面々が聞き入った。

「二年前の探索委員が返却に来て、敵と戦って書架の本が落ちた。持ってる『無銘祭さい祀し書』をとりあえず横置きで置いて対処した。で、うっかりそのまま帰った。迷宮書庫産の本は、勝手に戻るから問題ない──と、彼だか彼女だかは思った」

　動作をトレースするように、尊たけるは棚から一冊の本を取り出した。横置きになっている『無銘祭さい祀し書』の下になっている本を。

　その本は、周囲より少し背が高い。それが取り出された分、他の本の背に合わせて、横置きの『無銘祭さい祀し書』は高さを下げる。

「これが落ちて」背の高い本を床に置く。「後で、自動で戻る。迷宮書庫の中だから、物理的に」

　背の高い本を動かして元あった場所に戻そうとする。

「当然、ひっかかるわね。周りの背の低い本の高さに、横置きの『無銘祭さい祀し書』があるンだもの」

「あー、なるほど」大おお国ぐにが納得の声を上げた。

「押し出されて、後ろにすとーん」

　エスキュナの言うところまでは再現せずに、尊たけるは『無銘祭さい祀し書』を再び手に取った。

「他にも理由は考えられる。所詮想像だし二年前のことだから、真実は闇の中だけど、な」

「本はちゃんと返さなきゃ駄目ですねえ、ほんと……」
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「助けてくれた御お礼れいとお詫わびと、本を見つけてくれたのでやっぱり御お礼れいです！」

　その夜。紙かむ珠たまが泊まるそこそこに良いいホテルのレストランに、彼女と守す砂さ隊の姿があった。

「わ～すご、景色きれー」「こんなとこ来んの初めてだな……」

「いいンです？　奢おごって貰もらっちゃって」

「いいのいいの、いっつも一人の食卓で寂しいったら！」ぱたぱたと紙かむ珠たまは手を振ってから、声を潜めた。「それに、生き返るとは言っても死にたくはないですからね～」

　守す砂さ隊、苦笑。彼女は上機嫌で続ける。

「いや実際のとこ、閲覧料お高いなあと思ってたんですけど。あんなとこにあるなら納得ですねえ。私にあそこ教えた先輩、知ってて黙ってたな、あれ」

「フブルさんが言ってました。あの場所を知る研究者の間では、知らない若い研究者に事実を隠して教えて、いつ本当のことを知るかを賭けるって」

「ひっど」

　尊たけるの補足にくすくすと紙かむ珠たまが笑い、ふと、心配げに聞いた。

「でも……生き返る、怪け我がが治るはいいんですが。それに慣れてしまうと、実生活に影響が出ませんか？　例えば──日常でも、死んでも平気って思っちゃうとか」

　四人は顔を見合わせる。言われてみればそんな弊害もありそうだが、尊たけると大おお国ぐにはまだ日が浅くそんな感覚は薄い。エスキュナは、

「ん～。えーとですね。むしろ地上に出ると急に能力元に戻っちゃうワケですよ」

「ふんふん」

「だからコワくて地下みたいな無茶する気は起きなくなっちゃうというか」

「その辺、バーチャルなゲームとは違ってこの身体からだ自体に変化が起こるから、って言われてるわ。迷宮書庫でのある種の全能感が消えちゃうのよね」

　補足したのは津つ久く澄づみだ。視線を受けて、続ける。

「アタシや高ランクの探索委員はもっとね。能力の上昇も大きいワケだから落差も激しい。それにね、迷宮書庫で死ねば死ぬほど、ふと寝る前とかに考えるのよ」

「何をです？」

「地上だと『死んだら終わり』って、ね。逆に慎重になる子もいるくらい」

　その答えに、尊たけると大おお国ぐにが揃そろって腕を組んで頷うなずいた。

「なるほど……」「上じゃあ残機ゼロなわけっスからねえ」

「──とはいっても、結局個人による、っていうのが大前提についちゃうんだけどね。感覚の濃い薄いはあるわよ……教授？」

　両掌てのひらを上にして肩をすくめた津つ久く澄づみが、正面の紙かむ珠たまを見て目を丸くした。彼女は必死にノートに書きつけている。

「あ、あはは。興味深くて、つい」

　照れたように笑って、彼女は運ばれてきた前菜を示す。

「さ、食べましょう！」




「哲学と神話は密接に関係しています。日本の図書分類上でも近い位置にありますね。神話に合理的必然性を求めて研究するのなら、それは哲学になります」

「逆に『神様が創ったンだから信じるしか無い』ってすると宗教、というか信条になる？」

　守す砂さ隊の中で最も明めい晰せきな津つ久く澄づみの疑問に、紙かむ珠たまは頷うなずいた。

「その通りです。そして神話はですね。新たな発見があった場合、起源が過去にさかのぼって更新されることもあり得るんです。アンテナを広く張って、情報は更新して、けれどそれで過去の資料に意味が薄いかと言えばそうではないんです」

　食事も中頃になり、紙かむ珠たまは自身の分野について聞かれ、話し始めていた。なお、後輩組は食事に視覚と味覚を奪われて、聴覚がおろそかになっているが。

「というと？」

　尊たけるが先を促す。

「新しい情報が入ったら、それによって変わった認識をかつての再話されたものと照らし合わせれば、それまでは見えてこなかった地域間の影響などが見えてくる。特に、滅多に読めないような珍しい神話にも、意外な他の民族との共通点が出ることもある。今回見つけてきてもらった本にはね、珍しい神様の記述がたくさんあるんですよ」

「ナルホド。聞くだけでも大変ね」

　切りが無い。無限に思えるほどに更新が続く学問だ。

「そう言った資料はとても貴重なんです。誰かが保存してくれなければ、商業上の利益にならないものはいずれどこかへ消えてしまう。……だから、図書館は大事なんです。研究者にとってはなおさら」

　尊たけるは足下を見る。図書館。過去を保存して今に繫つなぐ。

「地域ごとの精神性や文化性が現れるのが、神話であり、民族哲学なんです。とっても興味深くて、楽しい学問なんですよ」

　そこで、うっとりと紙かむ珠たまは尊たける達を見る。感謝の気持ちと、自分だけが知っている再会の気持ちを込めて。

　彼女は尊たける達に頭を下げた。

「だから、ありがとうございます。私を、あの本へたどりつかせてくれて」

　尊たけると津つ久く澄づみは少し驚き──笑って顔を見合わせた。後輩二人組も、遅れて照れ出す。四人の中に、確かな充足があった。普段は依頼の本をカウンターに預けて終わりで、中々地下レファレンスの依頼者と会う機会は無い。

「いやあ、なんか甲か斐いがあったっスね」

「ほんとほんと。これから急いで試験勉強しなきゃいけないけど～」

「お前それ言うなよ……」

　大おお国ぐにとエスキュナの漫才に尊たける達が苦笑する。それを見ていた紙かむ珠たまが、ぽんと手を打った。

「そうだ、それなら──」
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「ふんふんふ～ん」

　図書館四階への道を歩いているのは、図書委員三年の天あま寺てら三み火かだ。トレードマークとも言えるポニーテールが、足取りと共に機嫌良さげに揺れている。

「尊たけると試験勉強……教えてあげる私……ふふっ」

　彼女の上機嫌には理由があった。幼おさな馴な染じみである守す砂さ尊たけるが率いる隊が試験期間直前に入ったレファレンスに手間取り、慌てて試験勉強中だと、彼女は友人づてに聞いていた。

　英語以外の成績は、三み火かは尊たけるよりも上だ。一年前の内容でも問題はない。チャンスであった。

「ふふ……頼りになる私……尊たけるのお姉ちゃん力が高まる私……えへへ。四階でやってるって話だったよね……あ、いた。たけ……る……」

　手を振ろうとして、しかしその手は挙げた時点で止まっていた。彼女の視線の先では、

「ここはこの公式ですね」「わ～紙かむ珠たませんせーすごい」

「答えはこの辺りの文章から導き出すんですよ」「あ～、これスか？」

「遷移の各種概念はしっかり押さえておいた方がいいですよ」「頑張ります」

　そこで展開されていたのは、紙かむ珠たまによる臨時の試験勉強講座だ。彼女にとっては日本の高校の教科程度はなんの苦労もない。

「え……え……？　あのお方は、だれ？」

「アラ、おつかれ」

　戸惑う三み火か。そこへ、手洗いから帰った津つ久く澄づみが現れた。視線を辿たどって、頷うなずく。

「ああ、今回の依頼主よ。大学教授さん。アタシ達に悪かったからって、少し時間を取って試験勉強を見てくれてるのよね……って、あ」

　そこまで言って、津つ久く澄づみは気付く。三み火かが抱える文具と参考書、ここまで来た理由に。

「────一緒に参加する？」

「するぅ……」

「あースッサー達何してんの!?　勉強？　あたしに言えばみてあげるのにもー！」

　雨あめ野の（成績・可もなく不可もなく）までやって来て、さくっと輪の中に入っていく。

「うぎぎ」

　ちょっと泣きそうになっていた同級生に、津つ久く澄づみも流石さすがに同情せざるを得なかったとか、なんとか。







[image: 二章　図書委員は督促に赴く]

「紙かむ珠たま教授の協力のおかげで、みんなどうにかこうにか赤点セーフだったし。探索に支障は出なさそうでよかった……な」

　時と場所は戻って、守す砂さ邸だ。尊たけるも想起から現実に戻ってくる。守す砂さ家のソファでだらしなく体を投げ出している彼が、いよいよ意識を失おうとしたその時。

　ぽこぺこぺん、と腹の上に置いていたスマホがメッセージの着信を告げた。

「んおー……」

　ふにゃふにゃした目つき（地上にいるから余計にだ）で、尊たけるはスマホを確認し──小さく目を瞬しばたたかせた。

『みやび：尊たけるが見つけてくれた魔書で僕もテスト明けから探索委員デビューだよ～』

「……………………雅みやび？」

　クラス違いの友人のメッセージに眠気がすっと遠ざかる。

　八や十そ間ま雅みやび。中学時代からの親しい友人だ。彼もまた図書委員会に所属しており、地上の図書館で一緒に当番をしたこともある。

　尊たけるには思い当たる節があった。六月初めに攻略した五層隠しフロア『母蛇の巣』で発見した魔書は、加か来く隊で適合者が出たと聞いていた。守す砂さ隊が発見した魔書は現状それだけだ。

「そうか。雅みやび、あいつ加か来く隊に入ったのか」

　新事実に意識を覚醒させ、尊たけるは立ち上がって背筋を伸ばす。

　目指すはリビングの階段脇にある壁だ。二階へと繫つながるそこは、五ｍほどの位置まで壁が上へ伸びており、突起が複数取り付けられている。

　いわゆるボルダリングの設備に近い。現役時代、自宅トレーニングのために付けたものだ。

　軽くストレッチをして、幾つかの突起の内、右腕を伸ばして二ｍほどの高さにあるものを指で摑つかむ。

「よいしょっ……と」

　ぎしり、と尊たけるの身体からだが持ち上がる。指三本。それだけで自身の体を引き上げている。かつては世界中の岩壁で発揮されたものだ。この筋力だけは、現役を退いてから後も衰えさせたことはない。岩の間に差し込んで荷物を含めた全身の重量をホールドすることもある彼の指先は、薄い木の板ならば撃ち抜くことすら可能だ。

「ふっ……」

　そして今は、また別の目的のために鍛錬を続けている。

　加か来く隊は今年度より、今は守す砂さ隊にいる津つ久く澄づみが抜けたため、大幅な戦術の変更を迫られていた。

「隊員のスカウトや入れ替えもその一環かな。なんにしろ、これで上う手まく回るといいんだが」

　次いで左腕を伸ばし、離れた位置の突起を摑つかむ。

　探索委員トップクラスの盾役である津つ久く澄づみを引き抜いた形となってしまった尊たけるには、その点で少しだけ精神的負い目がある。友人である雅みやびが活躍してくれることを祈りつつ、彼は更に上へと己の体を持ち上げた。
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「ふうむ、なるほど……これは、中々……」

　翌日。土曜日の図書館だ。尊たけるは一冊の文庫本を閲覧机で熟読している。杉田久次郎氏著『天てん狗ぐ同心七色地獄編』だ。

　試験明けだし週末は探索も休みにしようと隊員に言っていた。というのになんとなくやってきてしまい、さてどうしたものかと思って書架を眺めていると、少し前に聞いた話が脳裏に浮かんだのであった。




　尊たけるの同学年の友人、日ひ史じ利り君曰いわく。

『時代文庫小説のコーナーあるだろ、あそこシリーズによっては結構エロいんだぜ……』

『なんだって』

『江戸の町にはびこる盗賊を成敗する天てん狗ぐ同心シリーズがおすすめだ』

『なんだって……！』




　誤解されやすいが、優先順位が異なるだけであって尊たけるとて一介の高二男子である。エロい小説が図書館にと聞いては黙ってはおられぬ。

「うーむ。何な故ぜか捕まえる盗賊が女の人ばかりな説明は特になかったが、よかった……」

　守す砂さ尊たける、充実した休日の午前中であった。

（今時ネットからもっと過激な画像がゲットできるが……プロの人が書く小説はひと味違うな。新しい気付きだった……）

　しかも年齢制限が無い。すごい。

「今日はもう読書の日ってことで、二冊目、行ってしまうか……!?」

　となったところで。

「ちょっと頼みがあるんじゃけど」

「えー」

　尊たけるはフブルに呼び止められていた。

　土日祝の図書館は、一般開館が無い上に学生も激減する（今は試験後のために余計だ）。昼食の後、なんやかやフブルに捕まって手伝いをさせられる羽目になってしまった。

「そう言うな。ちゃんと図書館の仕事じゃから。話だけでも聞いていけ。何事も経験よ経験」

　利用者は現在、無い。流れるように司書控室に入り、椅子と茶とキットガットを机に並べる司書に、尊たけるも薄く笑って着席した。

　しばし、昼下がりのお茶タイム。期間限定の菓子を尊たけるが美お味いしくいただいた辺りで、フブルが切り出した。

「明日なあ、もし空いとったら督促行ってくれんか？　行ってくれたら平日当番の予定を多少融通しちゃる」

「とくそく？」

　尊たけるは首を傾かしげる。聞き覚えはある言葉だが。

「あー、その辺まだやっとらんか。要はな、本を返さん不届き者への催促じゃよ」

　そこで気付いて、尊たけるはぽんと手を打った。

「ちょいちょい係の人が電話でやってるやつですね」

　貸出延滞は図書館の常だ。生徒にも多くやらかす者はいる。生徒や教員ならば呼び出せば済むが、学外利用者となるとまずは電話で連絡する。

「電話でも駄目なら電子メールじゃ。さらに駄目なら紙の手紙も出すが、その費用はこっち持ちなんじゃぞ。不届き者への対応にしちゃ、至れり尽くせりじゃな全くもう」

　これが公立の図書館であれば、一般利用者が桁違いとなるため、督促の電話代と葉書費用だけでもそこそこの額となってしまう。

「ウチは軽いモンじゃがな。それでもけしからん奴やつはおる。中には公立と勘違いして舐なめたことやらかすのもな」

「舐なめたこと、というと？」

「着拒」

「うわあ」

「無くしたのかパクってやろうとしてるのかは知らんが、そのまんまガン無視してのうのうと過ごそうとする奴やつはごく稀まれにおる」

「うわあ」

　延滞した側が悪いのにそこまでする？　と尊たけるが渋面したところに、フブルがにやりと笑う。

「公立の図書館ならば葉書以上はどうにもならん。だがな、ウチはそうではない。返さんようなら実力行使じゃ。これは利用規約書にもきっちり書いてあるからの」

「あ……つまり。…………うわあ」

　督促に『行く』。思い浮かんだのはＳ・キング『図書館警察』だ。がた、と尊たけるが立ち上がろうとするところに、しゅばーとフブルの体が滑るように机の下、さらには尊たけるの椅子の下をすり抜けて、妖怪じみて背後から尊たけるに抱き付いてくる。

（は、速い！　やっぱタダもんじゃないだろこの人！）

「待て～。ええのか～。本が返されずに、次の求める者へとたどりつかんでもええのんか～！」

「ぐぬっ……！」

　それを言われると尊たけるの信条的に弱い。しかもこの司書、確実にそれを分かって言っている。

（というか、背中だの足だのに当たってるんだけど）

　背後から尊たけるの首に腕を回し、足は尊たけるの足にタコの如ごとく絡からみついている。いかに小学生じみた体型とは言え、既婚者がやっていい体勢ではない。

「大丈夫大丈夫、すぐ終わるからの。それで放課後探索の自由度上がると思えば安いと思わんか？　の？」

「分かりましたから耳元で囁ささやくの止めて下さいよ……」

　尊たけるは諦め気味に答えて嘆息する。このまま駄々をこねられるよりは、勤労した方がマシであろう。そう思った時だ。

「な、な、な、なにを、してるの、で……？」

　司書控え室の戸口で、資料を持ったまま固まっている三み火かの姿があった。

「た、た、尊たけるがひ、人妻に言い寄られてる……？」

　盛大に妄想し出す幼おさな馴な染じみに頭痛を覚えつつ尊たけるは掌てのひらを出して待ったをかける。

「えー。うん。天あま寺てら先輩。説明する。するから」

「言い寄ってたっちゅうのは間違いじゃないのー」

「督促の強要をね！　降りてくださいよもういいから！」





○






「髪がくるくるする時期だなあ……」

　天然パーマの髪をつまみ、尊たけるは眉をハの字にした。

「いいじゃない。可愛いわよ」

「かわい……むぅ」

　翌日。制服を着て、ふたりはファイルを手に市内を歩いていた。

「でもミカ姉良かったの？　折角の日曜に。頼まれたのは僕なのに」

「むしろバッチコイってところね。この前は尊たけるに直接良いいとこ見せられなかったし」

　エキドナ戦のことだと思い至ったのか、尊たけるは苦笑した。

「大活躍だったって聞いてるよ。改めてお疲れ様」

　年下の幼おさな馴な染じみが肩に乗せてくる手に、三み火かの心臓は軽く跳ねる。

（こ、これはいける……!?　今日はカッコいいところ見せて、そしたら尊たけるも『ミカ姉素敵！　一生一緒にいて！』なんて）

　ほわほわと、都合の良いい妄想をしながら三み火かは歩く。

「うふ、えへへ……」
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「ミカ姉、こっちこっち。道違う。疲れてる？」

　尊たけるに手を繫つながれて進行方向を補正され、はっ、と正気に戻る。

「たったたっ、大したことないわ！　ほら、普通の委員会活動でも頼りになるとこ見せようかってね……そ、その、かわいい弟分にね！」

「あはは。お世話になります、姉御」

　この場に思おも兼かねがいれば「何でいらない付け足しをするのチキン」と額を押さえているところである。




「最初の人は──ここか。世よ路ろ地じ和なごみさんで借りてるのは『これで完ペキ！　社労士資格』と」

「次の人の予約が入ってるのね。困るやつ」

　アパートの一室の前で、尊たけるがチャイムを鳴らす。ややあって、眼鏡の男性が顔を出した。

「宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館の者ですがー」

「はい？　……あ、あ！　噓うそだろしまった！」

　三み火かと尊たけるの姿を見た彼は、一瞬で顔を青くする。見たことのある制服だったのだろう。

「しまったって」

　思わず呆あきれた声を尊たけるが出すが、三み火かとしてはこの手合いも初めてではない。

　間接的な督促はひたすら無視で通す。何度かスルーしていれば督促頻度も低くなってくる……という具合だ。直接訪問など想像の外であったということだ。

（とりあえずっと）

　後輩が反応する前に、つま先を差し込んだ。ドアの回転半径の内部へ、だ。

　直後、閉められかけたドアがローファーを挟んで止まる。

「……っ……あれ？」

　足先への衝撃は、三み火かが想定していたものより弱い。顔にかかる影に気付けば、尊たけるの指先が二本、ドアの縁を摑つかんでいた。凄すさまじい反応だ。

（おー。指先、ビクともしてない。やるわね）

　かつて世界の山を踏破してきた守す砂さ尊たけるの指先は、とてつもないピンチ力（つまむ力）を持つ。剣術で鍛えてきた三み火かですら、その点は一歩譲らざるをえないほどだ。一見細身にすら見える尊たけるの体が、一片の贅ぜい肉にくも無い強きよう靱じんな筋のみで出来ていることを、三み火かは知っている。

「うわっ……噓うそだろ、ぜん……っぜん動かない？」固定されたかのようなドアに、男性が怯ひるむ。「おいちょっとあんた……ら？」

「すいませんが。用件はお分かりですよね？」

　薄く笑う尊たけるの静かな声に、文句を言おうとした彼の目が見開かれる。

「貸出延滞の、督促です。手紙も、届いていますよね？」

　丁寧な、しかし有無を言わせぬオーラに。部屋の主はこくこくと頷うなずいた。

「あっはい……」

　結局のところ。世路地氏は資格勉強に熱が入りすぎた挙げ句、返すのも億おつ劫くうになり（予約が入っていれば次に借りられるのは二週間後だ）、無視作戦に出たということだ。

　落ち着けば素直に謝罪した世路地氏の延滞は初のため、罰金は無し。回収に成功した。

「尊たける、さっき、少し怒ってた……？」

　次の督促者へと道行く尊たけるが振り向く。その笑顔はいつもと変わらない。

「余計なお世話だったとは思うけどね。ミカ姉、女の人なのに。危ないって思って」

「はう……っ！」

　胸を押さえて、三み火かがしゃがみ込む。立っているのが難しいほどの強烈な一撃だった。

「あれ？　ミカ姉？」

（尊たけるやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしいやさしい）

「み、ミカ姉!?　どした？　やっぱ痛いの!?」

　というようなこともありながら。尊たけると三み火かは順調に督促を重ねていった。




case2.姪めい探偵コラン　86巻

「すいませんついつい手放すのが惜しくなってしまって……神か室むろ薫の特別カバー、初版だけなので……」

「分かりますけど～。今度からは一度返してからまた借りてくださいね。閲覧だけなら図書館に閲覧専用の複本がありますから」

「えっほんとですか！　次から行きます！」




case3.地球の走り方　パタゴニア

「申し訳ねえです。海外旅行に持って行ってて」

「延長の連絡を入れるか、旅程を期限内に収まるようにして下さいね……」

「はー面目ない。向こうの水があってしまってねえ、つい長期滞在を」

「お。何が良かったですか？」

「氷河がね！　ものすごかったんだよ！　もうデケーの！」

「おおー分かります分かります。滅め茶ちや苦く茶ちやすごいですよねあれ。俺も昔行ったんですよ」

「マジで!?　兄ちゃん若いのにやるねえ。いや奇遇だなあ。写真もたくさん撮ったんだよお」

「わーどれどれ「尊たける、次の予定あるから……」





○






　そんなこんなで、六件を越えた辺りで。

「ええと、最後はここか……結構なお家うちだね」

「でっかいねえ」

　市内でも富裕層が多い住宅地にたどりついた二人が見上げるのは、周囲の家々と比べてもさらに倍ほどの敷しき地ち面積がある邸宅だ。

「菅田喜三郎さん……借りてる本は『La cha……んん？　洋書、なのかな？」

　三み火かの持つファイルを尊たけるも覗のぞき込む。書誌データを見た尊たけるが眉を上げた。

「フランス語だね」

「はあ。凄すごいとこに住んでる人は、借りる本もなんか上品なのかしら」

「延滞してるんだけどね。それに、ミカ姉の家も結構大きいでしょ」

「あれほとんど道場だもの。我が家は慎つつましいのが基本ですよー」

　軽く談笑しつつ、二人は開いていた門から玄関へと至る。

「ん？　インターフォンに反応無いな……」

「玄関に在宅の札かかってるのにね？　忘れて出かけたのかしら」

「門を大開きで？　車もあるみたいだけど。トイレにでも入ってて応答出来ないとか」

　一応念のため、と尊たけるは玄関ドアのノブを手に取り、押してみる。

　がちゃり、とドアが奥へ開いた。

「あれ、開いちゃった？」

「えっちょっと、尊たける……え!?」

　止めようとした三み火かの目が大きく見開かれる。それは尊たけるも同様だ。何な故ぜなら。

　洋館風のエントランスから続く、白亜の内装。絨じゆう毯たんが敷かれた廊下は明らかに邸宅の敷しき地ちを越えて長く、さらに枝分かれして幾つかの階段へと至り、迷路のような様相を呈していた。内部から望む天井の高さもまた、家の頂点を明らかに越えている。

「……………………」

　ぱたり、と尊たけるは玄関を閉める。

　もう一度、開ける。先ほどと同じ光景が見える。三み火かと顔を見合わせた。閉める。

「迷宮化してるわね」

「マジで」うへえ、と言う顔の尊たける。ファイルの書名をもう一度見る。「えーじゃあ、これ迷宮書庫の本ってこと？」

「手違いで通常資料督促に混じっちゃったのね。急ぎましょう」

　図書館へ、ということだ。頷うなずいて二人は走り出す。尊たけるは地上では全力疾走が出来ないため、途中でレンタサイクルを借りた。

「あれどうなるの!?」

「貸出者が中に取り込まれてるかも。自力脱出は厳しいだろうから、私達が行かないと」

　平然とした顔で自転車に併走する三み火かが答える。

　地下閉架迷宮書庫の本の貸出は一部書籍に限定されており、安くはない料金がかかる。さらに、一ヶ月以上外に出ていると迷宮書庫からの干渉を受け、周囲に魔力を染しみ出ださせ始める。そのため、貸出期間は猶予を考えて二週間が絶対のルールだ。

「一ヶ月以上借りちゃってたってことか」

「そうなるね。あーもう、滅多にないのよこんなこと。督促係一回引き締めなきゃ」

　菅田氏の邸宅は学園からそこまで離れていない。ほどなく到着し、二人は図書館地下エントランスへと駆け込む。

「ん？　これ……」エントランスカウンターで、受付嬢の前にあるのは書き置きだ。




『チェック漏れがあったわいごめんネ。地下レファ扱いにしとくからよろしくの♡』




「フブル先生……ったく」

　ふたり、同じ人物を脳裏に浮かべてがっくりと肩を落とせば、感じるのは受付嬢の無言の視線だ。どうするんじゃい、という意思を感じる。

「ええと──『妖刀図録』、お願いします」「『亡失迷宮』を」

　受付嬢から魔書を受け取り、ふたりはホルダーなどの探索用装備を数点身に着ける。

「今回は臨時チームね」嬉うれしそうに笑んでから、三み火かは続けた。「隊長は尊たけるよ。指示お願いね」

「えっマジで。今回一緒だしミ……天あま寺てら先輩に頼もうかと思ってたのに」

　探索モードになった尊たけるはぎょっと振り向く。三み火かが呆あきれたように腰に手をやった。

「だーめ。私はそもそも隊長経験なんてそんなに無いし、尊たけるはもう一人前の隊長なんだから。何でもお姉ちゃんに頼らないの」

　お説教してから、楽しそうに三み火かは幼おさな馴な染じみ男子の鼻先を指先で弄いじる。慌てたのは尊たけるだ。

「ちょっ、と、やめ、ほら、周り！」

「え？」

「……………………」

　受付嬢のいつもより冷ためな沈黙と注視が、三み火かへと向いていた。尊たけるは顔を掌てのひらで覆っている。

（せっかく呼び方変えたのに）

「……あれ？　……えと………………あっ!?」

　ぼふ、と三み火かの顔が紅あかくなる。態度の切り替えをミスった。

　付き合っとれんわ、とでも言うような様子で、受付嬢は軽い嘆息と共に視線を外す。

「あああああああああ～……」

　これでも周囲には隠しているつもりの天あま寺てら三み火かさんである。隠れるように頭を押さえて、しゃがみ込む。

「えー。そんじゃ、行くか……」力なく呟つぶやく尊たける。そこで、ふと気付いた。「そういえば、延滞者の家は迷宮書庫じゃないわけだけど。魔書の力って効くのか？」

「うう……迷宮書庫ではないけど、迷宮書庫なの。菅田氏の家がどうして変異したかっていうと、迷宮書庫が本を取り戻そうとして、自分の蔵書である実本から魔力を発しているのね」

　どうにか立ち直った三み火かの説明に、尊たけるがふむふむと頷うなずく。

「あそこは小規模な迷宮書庫になってる……だから、侵入も菅田邸まで行く必要はないの。ここから行けちゃうの」

「えっ？」

　三み火かの指さす先を見て、尊たけるは驚きの声を上げる。迷宮書庫の扉。

「何層の本なの？」

　呼びかけられた受付嬢が、無言で共有の実本配架図を差し出した。

「八層か。……迷宮書庫の本が外部で暴走した場合、本来の配架地点に入口が出来るの。書庫が『戻ってこい』って言ってるわけ」

　迷宮書庫のデタラメぶりに呆あきれる思いはさっさと仕舞い、尊たけるは探索検討に入る。

「八層、か……まだ行けてないな」

　守す砂さ隊の探索範囲は現状六層だ。七層への階段は見つけているとはいえ、一層飛ばして下へと向かう行動にはかなりの危険がある。しかも、今は二人だ。

　しかし、三み火かが軽く首を振った。

「ううん尊たける。七層を探索する必要はないわ。七層には降りた近くに、八層階段へのショートカット──隠し扉があるから」

「そんなのが？」

　尊たけるの驚きに三み火かは立てた指をくるくると回す。

「本来はね、かなり回り道してからじゃないとその隠し扉は見つからないようになってるの。六層から降りてすぐの壁なんだけど、そこらだと一見何の変哲もない壁にしか見えない」

　三み火かは元々十層よりもさらに深層を潜っているのだ。持っていて当然の知識である。

「私が先導するから、七層はまず戦闘無しで八層に入れるし──」三み火かが実本配架を指し示す。「延滞本がある位置も、階段からすぐ。ほとんど苦労は無いわよ」

「むう……」

　しかし。尊たけるは腕を組んで目を閉じ眉間にしわを寄せて、頭を傾けていた。三み火かは彼の苦渋に気付いて、こめかみに指をあてる。

「そういえば、こういう子だった……」

（隠し扉を人に教えて貰もらって通過……んぐぐ……んいい……探索の醍だい醐ご味みが……ぐぐぐ、しかし人の安全がかかってるかもだし……七層はほとんど探索しないと思えばまだ楽しみは残る……残るから……）

　幼おさな馴な染じみの理解ある生なま温ぬるい視線を振り切るように。守す砂さはがば、と気合と共に顔を上げる。

「いや、大丈夫、行こう！」

「尊たける、えらい！」

　三み火かは軽く拍手して、迷宮書庫への扉に向き直る。

「さて、それじゃ直行して直帰ね。外で現れた迷宮には当然、実本も無いから。延滞した人も心配だし、手早く済ませましょう」

　そうして。扉を開いてから、七層まで。最短ルートと言うことを差し引いても凄すさまじい速度でふたりは下っていく。

（速い……俺の指示もほとんど必要ない。最短ルートが完全に頭に入ってるのか）

　尊たけるが内心舌を巻くほどだ。また戦闘においても、探索委員全員の中でもトップクラスの攻撃役アタツカーの三み火か。一桁台階層の魔書生物など相手になる訳もなかった。

「！　っふ！」

　だん！　という凄すさまじい踏み込みの音と、澄んだ閃せん音おん。尊たけるが気付けば、三み火かは既に宙から一回転して着地していた。本棚の陰で崩れるモノがある。六層の魔書生物、ラカンズだ。

「うわ、角の出会い頭でラカンズ飛び越えながら首一撃で斬り飛ばした……のか？」

　戦慄する尊たける。彼には三み火かが何をしたのかは見えていなかった。すべて終わった後から推察しただけだ。反応速度どうなってんの、などと思う。

　ふたりは全く足踏みすること無く、六層の下り階段までたどりつく。尊たける達も見つけていたものの、降りるのは初めてだ。

（出会う全部の魔書生物を一人で倒して、あっという間に……これがトップの攻撃役、か）

　凄すさまじい力量に、尊たけるは息を吞のむ思いだ。階段を注意深く降りて、七層。

　辺りを見る間も無く、先導する三み火かが階段すぐの壁を指さす。そして、思い切り掌てのひらで突いた。

　ぐるん、と忍者屋や敷しきの仕掛けのように壁がひっくり返る。

「おおう」感嘆の声が漏れる。

　割れた壁扉を進めば、果たしてその先はすぐに下り階段だ。

「確かに、こりゃ楽だな……」

　やや残念そうな尊たけるの声音に、三み火かは苦笑しながら。

「さ、すぐに降りましょう。八層よ」

　結局、風景をほとんど目にすることも無く、両名は七層を頭上に置いて階段を降りた。

「これは………………なんとも、まともな」

　尊たけるの第一声はこのようなものだった。地下閉架迷宮書庫第八層。そこは、整然とした雰囲気で飾り気の無い書架と収められた本が立ち並ぶ、まるで地上階にある、正常まともな図書館の如ごとき様相だ。

「八層は９類……いわゆる物語が多数あるわ。人気の階層だよ」

　歩きながら、三み火かが一点を指さした。僅かに通路を進んだ先だ。

「あそこ。本棚に、扉が出来ているでしょ？　あれが、延滞になってる本が元々あった場所」

「菅田家に繫つながってる……わけか」

　超常現象以外の何ものでもないが、迷宮書庫においては今更な上に躊ちゆう躇ちよしている暇もない。すぐに扉まで行き、尊たけるは取っ手を押し開いた。

「本当にあの空間だ……」

　眼前に広がった風景は、白亜の洋館じみた内装の迷宮である。先刻、外から来て開けた玄関の位置が東方面にあると、脳内地図が見せてくる。

「よし。ここでも『亡失迷宮』は効いてる」

「わ、ありがたいね」

　尊たけるは内心安あん堵どしている。これまでの道中何もしていないに等しい上に、『亡失迷宮』の力が無ければ、自分は単なるお荷物に近い。三み火かへ振り向き、確認する。

「今回の探索目的は菅田喜三郎氏の保護、もしくは発見と実本の回収。菅田氏はどちらにせよ、連れ帰ること……と、そういえば」

　自分で言った言葉の意味を察した尊たけるが問いを発した。

「ミカ姉、こういう、延滞本で出来ちゃった迷宮で死んじゃったらどうなるの？」

「安心して。迷宮書庫の中扱いだから。エントランスまで連れ帰れば復元よ」

「じゃあ、命の心配はそこまでないってこと？」

「無事な可能性は高い、はずなんだけど……そもそも魔力が強い本は、基本的に貸出が出来ないか、信頼出来るような機関がお金をかけて管理された場所で使うものなの」

　言いい淀よどむ三み火かの意図を察して、尊たけるが継いだ。

「図書館の方から、わざわざ外で本を暴走させるような実験をする訳はない。つまり実際のところは分からないから、さっさと探した方がいい」

「そゆこと」

（てことは、隅から隅まで歩いている余裕はない……か。残念だけど）

　自身の嗜し好こうを押し殺して、尊たけるは指示を出した。動き出す。

　複数ある階段を一つ一つ、行き止まりまで潰す。上がっては戻り、下がっては戻り。

　だが──

「行き止まりばかり、ね」

「結局隅から隅まで回っちゃったな」

　探索を始めてから一時間ほど。一階にあたる中央通路で、尊たけると三み火かは顔を突き合わせた。

　階段は上下合わせて五つ。そのどれもが、昇った後しばらく行った先で行き止まりとなっていた。念のため行き止まりで尊たけるの『自己拡大』を使っても、

「……どう？」

　三み火かの問いに尊たけるは首を振る。他に通路はもう無く、脳内地図上でも行けるところは行っている。その全てが行き止まりだ。

「仮に菅田氏が玄関も閉めず車も置いて外出していたとしても。家がこうなっているわけだから、本は無いとおかしい」

　そこまで自分で言って、尊たけるは思う。となれば、隠し通路だ。

「『自己拡大』だっけ？　その記述、あと何回使えそう？」

　三み火かが心配顔で聞いた。魔書の魔力量だ。

「それぞれの階段先の行き止まりで使ったから……あと五回か、無理して六回」

「とても全てをカバーするには足りないか」

　三み火かが周囲を見回して言う。中央通路の四隅を含め、単なる通路の行き止まりも多い。

　さりとて、延滞者の無事を考えれば後日また、という手段は選びたくはない。

　尊たけるが思案する。相手──迷宮の仕組みを読む。

（この空間は、迷宮書庫が本を失ったことに気付いて、空間を繫つないで取り戻そうとしていることで成り立っている。持って行かれた場所自体を迷宮書庫にすること、でだ）

　つま先で床を叩たたく。考え込みながら歩いて、また叩たたく。

「……尊たける？」

（そして。迷宮書庫の基本方針は、明らかに探お索れ委た員ちに本を持ち去られたくない、だ。小こ賢ざかしい迷宮に、魔書生物──ふざけやがって）

　唇が釣り上がり、犬歯が覗のぞく。ここで隠れ潜む魔の本に対し、踏破し、暴き出すための闘志が湧いてくる。

「こら」

　こつん、と軽い衝撃が尊たけるの額に当たる。顔を上げれば、少し怒った顔の幼おさな馴な染じみがいる。

「悪～い顔してたよ」

「────うん、ごめん」

　しゅん、と毒気を抜いて、尊たけるは首を振った。一同に呼びかける。

「ちょっと確かめたいことがある。ミカ姉、『妖刀図録』って、打撃系のもんってある？」

「うん？　あるけど。でも魔書生物なんて……」

「いや。叩たたいて欲しいの、床だから」

　気付き半分、疑問半分という顔を、三み火かはした。

「地下室……ってこと？」

「ここはあくまで急造の迷宮だ。──本来の家の構造があるなら、使うんじゃないかって思って。そんで、外から見たこの家の規模なら、地下室があっておかしくないんじゃないか」

「確かに、お金持ちって地下室作りそうな感じするわね」やや偏見気味に言いながら、三み火かが頷うなずいた。「わかった。──『妖刀図録』八七頁ページ、大石刀」

　ずるり、とばかりに彼女の魔書から現れたのは、長大な石の刀だ。重さからすれば、常人にはまず扱いきれるものではない。魔書の適応者でなければ、振ることは不可能である。考古学的には祭礼用に使われたとされるものだ。

「お、おおう……んじゃざっくりと。この辺、お願い」

　尊たけるが指示した場所から少し離れてしゃがみ込み、地面に手をついた。脳内地図も合わせて、意識を集中する。

（以前に壁を壊した時……脳内地図もそれを反映した。衝撃で僅かでも変化があれば──）

「行くよ……っ！」

　石刀が振り下ろされる。ずごお！　と尋常でない衝撃が地面を撃った。

　尊たけるは腕に伝わる衝撃に顔をしかめ、気合で踏ん張りながら脳内地図をにらむ。

「……！」

　振動は床どころか家全体を揺らす。激震が収まっても未いまだ、屋内にくまなく行き渡る力が、音なき音を響かせるようであった。

　──ややあって、尊たけるが立ち上がった。

「ど、どうだった？　別のとこ、叩たたく？」

　巨大な石刀を持った三み火かの問いに首を振って、尊たけるが数歩移動する。そこにしゃがみこんで、

「この辺りが、他より余計に歪ゆがんだ。『自己拡大』」

　彼の周囲五ｍに感覚が広がっていく。それは地下方向にもだ。

「……一発ビンゴだ。この下に空間がある。絨じゆう毯たん、剝がそう」

　三み火かの顔に驚きと喜びが広がった。ふたりで一帯の床を調べ始める。ややあって、

「取っ手みつけた！」

　三み火かの明るい声が響く。ふたりで確認すれば、それは白亜の床に溶け込むような大きな地下扉だ。扉の左右の端に、これまた目立たないように取っ手がついている。

「こりゃパッと見じゃわかんないね」

　感心したように言う三み火か。ふんと尊たけるは鼻息を吐いた。

「小こ賢ざかしい真ま似ねしやがって。今暴いてやる……ミカ姉、俺が開けるんで、入り口からの警戒を」

　長いまつ毛の奥にある目がぴくりと動く。

「何か、いそう？」

「分かんない。けど、この下に本がある、もしくは菅田氏がいる可能性は高い。彼が自分の意志で地下に籠もってるならいいが、違う場合は──」

「魔書生物がいるかもしれない、か。ここまで出てこなかったのは暴走の結果で出来た場所だから、と思っていたけれど」

　三み火かの推測にも頷うなずいて、尊たける達は両端に付いた取っ手を摑つかむ。

「よっこい、しょ！」

　ごばあ、と音を立てて。地下への入口が開いた。

「魔書生物の影は無い……入れそうね」

「つっても、重ったいなくそ！　つっかえ棒とかも無いし！」

　腕をぷるぷるさせる尊たける。手を離せば扉が落ちてしまう。

「尊たける、あと五秒保持して？　それで急いで横に退いて」

　三み火かが言って石刀を構える。そして、調息。

「……信頼が重いな～もう！」

　ぎり、と歯を食い縛り、かつて幾多の岩山を摑つかんできた彼の指はそれに耐える。

「手を離して扉から離れて！　怪け我がするわよ！」

「っ！」

　そして有無を言わさぬ号令。慌てて手を離した尊たけるが横へ飛び込んだ瞬間である。

　扉正面から飛び込んだ三み火かが、下段から石刀で地下扉を撃打した。

「ィアアアアアアァアァッ！」

　再び迷宮中を震わせるような、絶叫じみた掛け声。そして衝突の轟ごう音おん。蝶ちよう番つがいを破壊して、大きな扉が反対側へと吹き飛んで、再びの轟ごう音おんを響かせる。

　三み火かはと言えば、その動きは正反対とでもいうべき優雅さだ。反動を利用して、くるくると回転して地下への階段、その中ほどに着地する。

「石刀、出したままにしておいて丁度良かったわ」

　トップチームの攻撃役アタツカー、その圧倒的な力に尊たけるは感嘆する他無い。

「ひゃぁ～……ミカ姉、お見事」

「尊たけるもね。ご苦労様」

　三み火かが石刀を『妖刀図録』へ納めて笑う。尊たけるも頷うなずいて、ふたりは階段を降りていく。

「なんだこれ？」

　階段は数ｍを降りて終わった。壁へ等間隔に設置された照明による薄明かりの中、真まっ直すぐ続く通路の左右に部屋があるという構造だ。

　ただ、尊たけるが声を上げた理由は。

　外から丸見えの部屋。あるものは裸電球に机、椅子、棚、ゴミ箱、トイレ。そして廊下と部屋を遮るのは、鉄てつ格ごう子しだ。格こう子しには扉部分が作られ、それらは開かれてきいきいと音を立てている。

「左右の部屋……これって」「牢ろう屋や、よね。監獄？」

　推察して、先頭を行く三み火かが油断無く左右と前方を警戒する。

「魔書生物は見たところいないわね……」

「でも外見と中の広さ違うし、どこまで続いてるかは分からないよね？」

　言い置いて、尊たけるは三み火かへと呼びかける。

「一応牢ろう屋やの中も調べよう。ここに来たような隠し部屋の可能性もある。菅田さんの痕跡があるかもしれない。……ミカ姉は通路中央で前後を警戒。俺が左右を潰していくから」

「もう一人いるなら、それは妥当な指示だけど」

　すっ、と。三み火かが尊たけるの横に移動する。

「……………………」

　沈黙。彼女は軽く咳せき払ばらいをした。両手が大きな胸の前でろくろを回し出す。

「その、直接戦闘力だと尊たけるはまだ低いから……万が一を考えた場合、固まって一緒に牢ろう屋やを探した方がいいと思うの」

　中央廊下の先は分からないが、牢ろう屋やの中には魔書生物の姿も、気配も無い。のだが。

（過保護というかなんというか）尊たけるは眉間を押さえつつ、「んじゃ、それで行こう」

　チェック開始。廊下が奥に続き、部屋数も片側だけでも五部屋を越えているため、『自己拡大』は回数的に厳しい。温存して目と手で確認する。

「ねえ、尊たける」

「なーにー」

　手を動かしながら、三み火かの呼びかけに尊たけるが答える。

「災難だったね。押しつけられた督促仕事がこんなことになって。──私はいいけど」

「結果的に俺らしかいなかったわけだし。放っておく訳にもいかないし」笑う。「来てみたらこんなとこ探検だし。俺は結構楽しんでるよ」

「得な性格してるわね、ほんと。督促でこんなことになっちゃったらキレる人いるよ」

「キレそうな人って？」

　ん～、と三み火かはしばし人差し指を唇に当てて思案。

「まず加か来く君はキレるわね」

「あー。わかる」

「あと違反に厳しい八や呼こは静かにキレると思う」

「怒った思おも兼かね先輩か。ちょっと怖そ……」

「それと雨あめ野のもいつだったか愚痴ってたことあるわねえ。割とみんな、延滞督促の仕事は表情が死んでいくから……」

「うへえ、そんなに」

「話が成立する相手は全然いい方でね。電話に出ない人、何度言っても延滞する人、こっそり引っ越す人……」

　良いいながら三み火かの目も濁っていく。延滞督促、中々に高校生がやるには闇が多い。

　でも、と取り直して彼女は続けた。

「今回ね、こんな予定外のことになっちゃったけど。貴方あなたと一緒に探索出来て、ちょっと嬉うれしいのよね、私。ほら、この前だと隊自体は別だったし」

　染しみ入いるような声に、探検モードの尊たけるといえど、少し照れざるを得ない。

「ええと、その……俺もだよ。ミカ姉と探検出来て、楽しい」

　息を詰めるような気配。喜色が溢あふれた声が戻ってくる。

「何かいても任せてね。今日は私、守す砂さ隊臨時隊員の天あま寺てら三み火かだから。頑張っちゃうから」

「出来れば俺より先に菅田さんを守って欲しいけどね」

　弾む幼おさな馴な染じみの声に尊たけるは苦笑する。

「善処はするわ。善処は。どうしても元々は延滞してた人だと思うと、好感度がね……」

「それでもだよ。ミカ姉」

　視線が自分の方を向いたことを尊たけるは感じ取る。牢ろう屋や内を探る手と目は止めないまま、言う。

「それでも助けよう。たとえ生き返るにしても、死なせずにちゃんと助けて、連れて帰ろう。俺達は図書委員だし、ミカ姉も──今だけは守す砂さ隊だっていうなら。俺の方針に従ってくれ」

「はうっ」

　がた、と音がして、尊たけるが流石さすがに振り向けば三み火かは壁に手をついて荒い息をしている。

「ミカ姉どしたの？　大丈夫？」

「へ、平気……ふぅふぅ、尊たけるに命令されるのが新鮮で」

「いや、命令じゃ無くて指示なんだけど……そんなに弟分から言われんの嫌？」

「嫌じゃないよ嫌じゃないよどんどん命令して。どんどん」

　ぶんぶんと紅潮させた顔を左右に振る三み火かである。

「だから指示なんだけど……まあ、いいか」

　そんな寸劇はともあれ、この牢ろう屋や内には何も見つからない。家探しにかこつけた会話も終わりとふたりは頷うなずいた。

「次行こう」

　以降は無言でそれを繰り返して、三部屋目。変わり映えのしない時間が続いた。

「んー。ここも何も無さそうね……先に奥行っちゃう、尊たける？」

　嘆息する三み火か。だが、屈かがみ込む尊たけるの手が何かを取った。

「いや待ってミカ姉……丸めた紙？」

　部屋の隅、机の脚に隠れる形で落ちていた。開いてみる。それは、

「原稿用紙？」「作文とかに使うやつよね」

　世間の使用頻度は減ったものの、まだまだ学校では現役の代物だ。尊たける達にとっては授業や宿題で見慣れたそれに、途中までなにやら書き込まれている。しかし用紙全体にかかるように大きく×印が付けられ、丸められたようだった。

「これは……悪筆ね。×印のせいもあって、何が書かれてるのかわからない」

　解読をはじめかけた三み火かへ、黙って見ていた尊たけるが原稿用紙を持ち上げた。

「重要なのはそこじゃないんだ」

　びり、と紙の端を破く。そしてそれをひらひらと振ったり、紙にくっつけたりする。

「？　尊たける、何して……あ！　消えたり治ったりしない」

　三み火かが気付き、尊たけるが頷うなずいた。迷宮書庫であれば、崩れたものは放っておいても治る上、元の場所に破片を戻せば、その場で修復していく。

「これは迷宮書庫のものじゃない。実際の紙だ。ということは」

「これを書いた人が、この中にいる？」

　応じた三み火かの発言で、両者の間に緊張が走った。尊たけるが推測する。

「延滞してる菅田さんかな？」

「とりあえずは、そう考えて良さそう……なんだけど。問題は、こんなとこに好き好んでこもる人がいるかってことよね」

　三み火かの検討を受けて、尊たけるは指を二本立てた。

「家の中大リフォームされてるからね。普通は逃げる──から、可能性は二つ。地下室にいたところ迷宮への変化が起きて、地下扉が重くなって出られなくなった。もしくは」

　両の視線が通路の奥へと向けられる。

「何者かにここに閉じ込められているかだ」

　全体の警戒感が一段上がる。

「いるかもしれないのね、魔書生物」

「延滞本自体も魔力持ちの本……か」

「私達が使えるタイプの、魔書ではない──それなら、エントランスで確保してるはずだから──けれど、単体で魔書生物を生み出すような本。本当にいるなら結構手て強ごわそうね」

　三み火かの雰囲気に、尊たけるが軽く唾を飲む。

「未踏地強化は効いてる。ミカ姉、前衛任せていい？」

「そのために私来たのよ。頼りになる幼おさな馴な染じみに任せなさい」

　妖刀図録を手でなぞり、三み火かが笑う。尊たけるも頷うなずいた。

「魔書生物はともかく。菅田さんがいる可能性は高くなった。ここからは彼の安全確保が優先。左右の牢ろう屋やは目視だけにする。奥に急ごう」

　そこからの前進は早い。ほどなく尊たけると三み火かは数十ｍの先に木製の扉を見み出いだした。

「あれだけ鉄てつ格ごう子しじゃないっていうのは明らかに怪しいわね」

「ああ。ミカ姉、戦闘準備」

　たどりついた尊たけるが、扉に手をかける。

「『自己拡大』──」

　彼の認識が、周囲五ｍに広がっていく。扉の先にもだ。

「どう？」

「扉の先五ｍ以内に人はいない。ついでに壁も無い。構造としては結構長い部屋だ」

　つまり開けても即座の危険は無い。押し開こうとして──止まった。

「閉まってるか」

　ち、と尊たけるが舌を打つ。木の扉はそこそこに丈夫な作りだ。重量もある。

「急いだのが仇あだになったか？　左右の部屋のどっかに鍵あったりするのか？」

「退いて、尊たける。『妖刀図録』六六頁ページ、鉄砲切」

「えっちょっ……うわ！」

　三み火かが歩み出ると共に唱えた名に、慌てて尊たけるが横へと退く。瞬間、剣けん閃せんが走った。

　ぱちり、と取り出した刀を三み火かが鞘さやに納める。しかし、扉はそのままだ。

「……斬れて、ない？」

「いえ。ちょっと張り切り過ぎちゃった。蹴り飛ばしてもらえる？」

「え？　マジか。……てりゃ」

　げし、という感じで尊たけるが前蹴りを加える。他人の家では本来とても褒められた行いではないが、そもそも家探し中だ。扉に加わった衝撃により、三み火かによる剣けん閃せんが扉に現れる。真横と、交差する斜め二つの三さん閃せんだ。

（うわあ……剣が余りに速くって、斬れてもハマったまんまだったわけか。こっわ）

　心の中で肝を冷やして悲鳴を上げる尊たける。口に出すと三み火かが傷つくかも知れないからだ。

　元からの開閉部である縦線を加えて八つに分かたれた扉が、床にがらがらと散らばった。

「あれは」

　扉から見える、細長い部屋──作り自体は広さを除けば牢ろう屋やと大差ない──の、最も奥。そこに座ってこちらを振り向いている人物がいる。眼鏡に白髪の混じった男性だ。

「あれがそうか？　菅田さん！　菅田さんですか!?」

　距離は十ｍもない。尊たけるの呼びかけが届いていないはずはなかった。しかし、男性はふいと顔を机上に戻した。

「あら？　菅田さーん！」

　尊たけるよりも声量を上げた三み火かの声にも反応はない。

「ちょっと、もう──「待って」

　部屋に突入しようとする幼おさな馴な染じみを、尊たけるが制した。

「ふたりで行こう」

「あっ……う、うん！」

　嬉うれし気に返事する三み火かが、部屋の内部、尊たけるの手元、そして背後を見てから頷うなずいた。ふたりで部屋へと踏み入る。菅田氏（推定）への距離は概算八ｍ。

「動かないね、あの人……」

　部屋を半ばまで進んでも菅田は反応を示さない。尊たけるが胸ホルダーの『亡失迷宮』を押さえた。小声で、発動させる。

「一五頁ページ、自己拡大」

　そのまま。座る男性を注視したままで尊たけるが叫ぶ。

「ミカ姉、上！」

「はいっ！」

　尊たけるの頭上を、返事と剣けん閃せんが稜りよう線せんのように横切る。直後、打撃音が響いた。上を見る。

「いたな」

　冷酷に告げる。その視線の先で、天井と一体化していた女性型の魔書生物が悔しそうに表情を歪ゆがませていた。

「あれが魔書生物ね……物騒な腕してる」

　三み火かの嘆息。魔書生物の手は、薬指から外側が斧おの状の刃物となっていた。さらにその体色が壁と同色の白色から、徐々に黒服をまとった体へと変わっていく。長い金髪を振り乱す、美しい女性のような魔書生物。ただ、その表情は現在、怒りに歪ゆがんでいる。

　魔書生物が潜んでいる可能性があった。

（なら、護衛役と踏み込んで『自己拡大』を使い、手を出させる）

　三み火かに任せてあえて尊たけるは上を見ず、先制を誘ったのだ。

「これで相手の隠れ身は割れた！　いくぞ……ん!?」

　戦闘指揮を取りかけて、しかし尊たけるは戸惑う。女性型の魔書生物は、菅田の傍かたわらへと着地したのだ。

（人質……？　魔書生物にそんな知能がある？）

　考えながら対たい峙じした、その瞬間。

「出しなさぁい！」

　魔書生物が明瞭な言葉を叫んだ。意外に思わずつぶやいた。

「しゃべった……」

「それは喋しやべる魔書生物もいるわよ。でも知能があっても、魔書生物は己に刻まれた本の内容をなぞることしか出来ないわ」

「わ、わかった、ミザル」

　命令された菅田が、慌てて机の中から取り出して渡したものは、なんとライフルだ。銃口がふたつ。ウィンチェスターと呼ばれる、二発の大型弾や散弾を撃てるものだ。

（従わされている!?）

　魔書生物に従わされる人間、という迷宮書庫では経験のない光景に、尊たけるも三み火かも反応が遅れた。その間かん隙げきに。ミザルと呼ばれた魔書生物は、手の半分が斧おのでありながら即座に構え、発砲する。

「っ！」

　刀を構えて飛びかかろうとし──そして予想外の事態に止まっていた三み火かへ、その弾丸はぶち当たる。

「ひぃっ！」

　惨劇を予想した菅田氏の悲鳴。かん高い金属音と同時に、彼女が大きく後ろに下がりながらたたらを踏んだ。高位の魔書適合者である彼女をして吹き飛ばす威力は、散弾ではなく大弾頭──スラグ弾と呼ばれるものと尊たけるは察する。

「ミカ姉っ！」

　刀で受けている。超人的なその反応を称たたえる暇も無く、さらなる轟ごう砲ほう音おんと、ほんのわずか遅れ、そして重なる金属音。間髪入れぬ第二射だ。

「くそっ！」

　尊たけるは舌を打つ。発砲される経験は初めてではなかったのに、出遅れた。

　しかし二発目の弾丸すら、三み火かは受けていた。後ろに下がる自分の動きに逆らわず、バックステップ。わずかに距離を稼ぎながら完全に反応して防いでいる。

　既に彼女の目は反撃の意思を灯ともしていた。

「おのれ────！」

　しかし、後ろに飛んだ代償に、彼女の身体からだはさらに後方へと吹き飛んだ。空中で一回転し、着地。部屋の入り口近くまで下がらされた。

「尊たける！　今行くか──」

　尊たけるの後方になってしまった三み火かの声。だが。

　ミザル、とそう菅田氏に呼ばれた魔書生物は、弾を切らしたライフルを捨て、斧おの手を前に向ける。

　がしゃん、と言う音が連続した。鉄てつ格ごう子しが三重に、尊たけるの背後に、そして三み火かの眼前に降りている。

「んなっ、なにこれ！　ちょっと！　開けなさい！」

　三み火かの焦燥を背後に聞きながら尊たけるは気付く。鉄てつ格ごう子しによって分割された部屋は、これまで通路の左右に見えていた部屋とほぼ同じ広さだ。

（これは……細長い部屋、じゃないのか！　あの小部屋が三つ！　連なっていたんだ。この『牢ろう屋や』が、基準ってことなのか？　牢ろう屋やの記述！）

　分断された。それを否いや応おうなく認識する。

　冒険家時代の経験から咄とつ嗟さに身を伏せていた尊たけるは、立ち上がってミザルに相対する。

（銃は無くなったが、武器持ってる魔書生物と一対一か……！）

　尊たけるの魔書は基本、探索用に特化している。戦闘能力は大したことはない。死の予感がちらつくが、それも初めてではない。

「やるだけやるか……！」

　自分を𠮟しつ咤たするつもりで口に出し、早速振り下ろされた斧おのを後ろに跳ねて避ける。

（ぎ、ギリギリ！　つっても俺の身体能力じゃジリ貧だぞ……どうする。本体をなんとかすれば、いけるか？）

　多くの場合、迷宮書庫に魔書生物を発生させる魔力を持った本それ自体は、発生する階層よりも地下深くに存在する。だがこの場所にある本は菅田氏の借りたものだけだ。彼が本を持っているならば、そこまで到達できれば。

「渡さない……渡さない」

　狂的なミザルの声は、尊たけると菅田氏の中間で発せられている。彼を守っている。そのことも、尊たけるの判断理由のひとつになった。

「とはいえしんどい！」

　さらに避ける。危ういタイミングが何度かあり、幾筋かの赤い線が尊たけるの肌に走る。振り回される斧おのは侵入者をどんどん部屋の端に追いやって、菅田氏との距離は離れるばかりだ。

（何かないか、何か！　棒とか箒ほうきとか、武器になるもんとか！）

　視線を左右に振る。目に入るのはミザルと、その向こうにいる菅田氏と机、そして壁かべ際ぎわにひとつだけある引出し付きの棚だ。

（今はここを切り抜けにゃ！）

　尊たけるは部屋の隅へと追い詰められていた。ミザルが両の斧おの手を振りかぶる。

「ここから、失うせなさぁぁぁい！」

　身体能力では負けている。後ろに逃げる隙間もない。先読みが要る。尊たけるは賭に出た。

「『亡失迷宮』一五頁ページ、自己拡大！」

　周囲五ｍへと尊たけるの感知が広がる。それは背後の壁も、部屋の空間も、右方向にある棚の中身も、眼前の相手がしならせる腕の筋肉も。

（予兆さえ、分かれば！）

　賭けの分も良くなる。尊たけるは膝を抜き、自分の尻を床に落とした。直後、立ったままならば胸を裂いていたであろう横薙なぎが壁を削る。

「よいしょぉ！」

　さらに横へ転がって、直後に振り下ろされたもう片方の斧おの手による唐竹割りを回避。おまけに跳ねて、到達した場所は棚の前だ。引出しの戸を摑つかむ。

「中身は、さっき見た……！」

　怒りに狂相をさらに歪ゆがませて追いかけて来るミザルの前へ、引出しの中身をぶちまけた。何百枚もの紙が舞う。四百字詰めの、文字で埋められた原稿用紙だ。

「!!」

　尊たけるとしては目くらましにでもなればと思った一手だったが、魔書生物の反応は劇的だった。

「あ、あ、ああああああ！」

　叫んで、宙に舞う原稿用紙を斧おのの手で摑つかもうとする。錯乱している。

（なんだ──かは分からんが、とにかくこの間に！）

　駆け出した。目的はもちろん、菅田氏だ。彼の座る机へと走り込む。

「菅田さん！」

「き、君達は……宇う伊い豆ず学がく園えんの？」

　間近にたどりついた尊たけるへ、戸惑うような表情。超常現象に巻き込まれ、監禁されたところに学生だ。無理も無いことではある。

「いいから！　立ってください！　本は……!?」

　尊たけるの目が見開かれた。座り、伸ばされている彼の足には、分厚くギプスめいた厚さで包帯が巻かれている。

（足が折れ……いや、折られたのか！）

　きっ、と尊たけるは背後のミザルをにらむ。

「スガタ様から離れろォォォオオ！」

　憤ふん怒ぬの感情は魔書生物も同様だった。目を釣り上げて威嚇してくる。

（飛びかかって、こない？　様？　ヤツは菅田さんに執着している……のか？）

　違和感が走る。ミザルは原稿用紙をひとまずまとめて、こちらに向かおうとしていた──が、その動きに躊躇ためらいがあった。まるで、大切なものを人質に取られたような。

「どういう……ぐっ!?」

　その瞬間。腹筋へ走った熱さに、尊たけるは覚えがある。

　刺された時、こうなる。

　顔をしかめて視線を下に戻せば、血走った目の菅田、そして。

「痛っ、ぅ！」

　彼の持つペーパーナイフが、尊たけるの腹に刺さっている。

「か、彼女を持って行かれてたまるか……！」

　菅田が叫ぶ。常軌を逸した視線のまま、そのままペーパーナイフをさらに突き入れようとする。しかし。

「なんなんだ、ふんっ……！」

　かつて幾つもの土地を飛び回った尊たけるの反応が上回った。

「か、硬い!?」

　尊たけるは思い切り腹筋を締めた。元からガチガチに鍛えており、かつ魔書の力で強化された今の尊たけるの腹筋は、素しろ人うとの文具による刺し突とつで深々差し込まれるほど柔では無い。

　が、と菅田の腕を取り押さえる。『亡失迷宮』が戦闘向きの魔書ではないとはいえ、膂りよ力りよく自体は常人と今の尊たけるでは雲うん泥でいの差さだ。

「う、うああぁっ」

「くそっ、つっ、痛ぇ～！　一体どうなって」

　相手を床に組み伏せ、そこまで愚痴ってから、は、と気付く。ミザルは。

　尊たけるが視線を上げれば、ミザルは天井の隅まで跳び上がっていた。その足が、壁を蹴って加速しようとしていた。

「……！」

　その血走った女怪の凶きよう眼がんが、こちらを睨にらんでいた。今、尊たけるは菅田氏を押さえて上に伸しかかっており、つまり彼を盾に出来る状態ではない。

　要救助者を置いて下がることへの躊ちゆう躇ちよ、腹の痛み、菅田の行動への戸惑い。

　複数の要因が、尊たけるをして一瞬判断を鈍らせ、反応を遅らせた。

「スガタ様を、離せェェェェエエエッ!!」

　尊たけるの視界がスローモーションと化す。天井を蹴って、ミザルが突っ込んでくる。斧おの手を振りかぶって。

（あ、いかんこれは！　前一回あったやつ！）

　既に射程に捉えられている。今から手を離しても、十全の防御は間に合わない。

　死の記憶が頭をよぎって──

「──シィェェェエアアアァァァァアアアアッ!!」

　魔書生物の叫びも、死の予感も。全てを横から断ち斬ったのは、超高速で飛び来たった黒と刃銀の閃せん光こうだ。

　そこからは、迅はやすぎて視覚よりも音の方が明瞭だった。

　ざぎぐんっ！　と骨肉を断つ音。どがぁ、と地面に叩たたき付つけられる二つに分かれた何か。どおん！　と壁を蹴って跳ね返り、腰の布を翻ひるがえして着地する黒い何か。それは。

「ミカ姉！」

　鉄てつ格ごう子しで隔てられていたはずの幼おさな馴な染じみだ。彼女が来た方を尊たけるが見れば、落ちている多数の鉄棒がある。

（き、斬って来たのか、鉄てつ格ごう子し……！　いやそりゃ『鉄砲斬』って言ってたけどさ！　鉄砲って鉄の棒だけどさ!?）

「────────」

　一方三み火かは尊たけるの驚きよう愕がくを余よ所そにして、二つに分かれたもの──両断され地に落ちたミザルを、残心のまま見つめている。

「あ、が、ガ……スガタ、様、……」

「み、ミザルっ！　ああ……」

　ミザルは。上半身だけで辛かろうじて這はい進すすむ姿を見せたものの、ほどなく黒い塵ちりと化した。跡には、一冊の本が落ちている。

　がくり、と尊たけるが取り押さえている菅田の体から力が抜けた。

（この人は……もしかして、魔書生物と？）

　尊たけるはふと考えこみそうになって、

「！」

　降りかかる殺気の波に、固まった。

「──────────────────」

　全く緊張を解いていない三み火かが、抜き身の冷たい刀を下げたまま、温度を感じさせない瞳で尊たけると菅田を見下ろしている。

　正確には、尊たけるの腹の傷を見ている。

「尊たける、その傷、誰に？」

「……そこまでたいしたことじゃないよ？」

「見れば分かるわ。内臓には達してない。それよりも答えて。誰にやられたの」

　緊張感が場に満ちる。尊たけるは、今は自分の下に庇かばう菅田氏の恐怖を感じ取りながら、慎重に言葉を選ぶ。

「やったのは菅田さんだよ。理由は分からんけど」

「そう」

　かちゃり、と三み火かの手元の刀が刃を返した。

「駄目だよ、ミカ姉」

「……っ、別に殺したりなんかしない。でも、その人……！」

　三み火かが眉をひそめて抗議する。視線を受けて、尊たけるは少しだけ、目の力を強くする。

「隊長として指示する。駄目だ」

「ぐ……」

「約束したよね？」

　牢ろう屋や内での会話を思い出したのか、三み火かが目を瞬しばたたく。ここが先途と、尊たけるは逆に問い返す。

「答えて。ミカ姉。今のミカ姉は何？　臨時とは言え、誰の隊員？　自分で言ったよね」

「……う…………た」

「た？」

「尊たける、の、守す砂さ隊の、隊員です……」

　赤面して、下を向いて三み火かが言う。

「だったら、最優先は？　ちゃんと話したよね？」

「え、延滞者でも、ちゃんと守って……」

「声が小さいよ」

　しかしさらに押す。尊たけるは冒険家としての経験上、こういう諍いさかいの際には、きっちり上下を決めておかねばならないと知っている。他意はない。

（ないったらない。ちょっと楽しくなって来てなんてないぞ）

「守って、連れて帰ることですっ！　ごめんなさい、ごめんなさい、尊たける隊長……！　今、手当するから！」

　ついに宣言して、三み火かが刀を『妖刀図録』へと納めて消し、慌てて尊たけるの横へ屈かがみ込む。

「つ、疲れた……でもありがとね、ミカ姉……助かった」

　大体傷も浅いとはいえ、痛いことは痛いのだ。どはあ、と尊たけるは重たい息を吐いた。





○






　そうして、今回の顚てん末まつであるが。翌日の昼、地上階の図書館である。

「え？　菅田喜三郎さんって、作家の杉田久次郎先生だったんですか？」

「そうらしいわよ。スガタキサブロウ、スギタクジロウ。一文字ずらしと、『三さぶ郎ろう』と『次じ郎ろう』。まあちょっと本名捻ひねった変名ってとこよね。作家って、いるところにはいるのねえ。びっくりしちゃった」

　津つ久く澄づみの解説に、尊たけるは驚きつつ。先日読んでいた『天てん狗ぐ同心』シリーズを思い出す。

（助け出せてよかった）

　ちょっとだけ赤面しつつ、うむ、と頷うなずく。

「杉田久次郎って、最近は中々新刊を出せてなかったみたいね。ネタ切れって悩んでた状態だったって聞いたわ」

「作家の悩みってヤツですか。それで、なんで魔書生物とあんな風に？」

「あの本の内容が関係していたのかもね。アナタなら少しは読めたンじゃない？」

　ふむ、と尊たけるは記憶を探る。あの日、取り戻した本を戻す前にぱらぱらと眺めてはみた。

『La Chaste interdite』は、数百年前のフランスの恋愛小説であるらしい。

　近代小説の隆盛は十七～十八位世紀ごろと言われ、当時のフランスでは百ひやつ花か繚りよう乱らんの小説ブームがあった、その中でエロチックな作品もまた多く存在している。

（てなわけで、これ、恋愛小説っても内容は中々過激だったんだよなあ……）

　なおかつ当時の倫理観は現代とは少々異なる。

「主人公は、ある日人妻であるヒロインのミザルと恋に落ちるが、狂気的な愛情を彼に抱くようになったミザルに監禁され、逃げられないようにされて彼女の愛と称する行為を受け続けた……なるほど」

　作中には、ヒロインと主人公の濡ぬれ場ばも多く描写がある。これもまた、国も時代も違うため、誤解を恐れず言えば中々に変態的な行為も含まれている。

「菅田さんは、スランプに陥った自分にアイデアと刺激を与えるために、思い切り過去の小説を参考にしようとした、と」

「数百年前のフランス語で書かれた原著だからねえ。読み進めるのに苦労してたみたいよ」

「ああ、本人言ってました。ただ、逆に菅田さんには新鮮に映ったようで。物語に熱中してしまって、そうこうしている内に貸出期限を過ぎてしまっていたと」

　気付けば家の中は変異し、傍かたわらには自分の世話をする美女が現れていた。

「逃げようとする菅田氏に対し、当然そういう本から現れた魔書生物であるミザルは監禁という行動に出た。彼の足を折ってまで」

　魔書生物は、記述に縛られる存在だ。そうして、監禁生活が始まった。

「ストックホルム症候群ってやつですかね」

　被害者が、長い間加害者と一緒にいることで発生してしまう同情・同属意識のことだ。

　菅田は魔書生物・ミザルに足を折られて監禁、原稿を強要されながらも、

「献身的に自分の世話をしてくれて、作品を喜ぶ女性、か。作家には理想の存在かもね」

「とはいえ、世話されないといけないようになったの、そいつのせいなんですけどね」

　ここ最近の不調も手伝って、いつの間にかミザルへ歪ゆがんだ形の親愛を覚えるようになってしまっていた。ある種、洗脳にも近かったと言える。

　と。津つ久く澄づみが少しだけ嘆息した。

「──魔書生物はね、繰り返し言うけど基本的に本の内容に沿った行動を取るわ。今回みたいな知能があるような存在でもね。ただ、魔書生物はそうでも、その標的になった人物が、物語の主人公と同じ行動を取るかは分からない」

『La Chaste interdite』の主人公は、ヒロインが異常な執着を表して以降はヒロインへの恐怖にかられ、ひたすらに逃れようとしていた。

　ただ、菅田氏は。尊たけるは無意識に、今は傷も無い脇腹をさすっていた。

「魔書生物の心なンて──そもそも感情めいたものがあるかも知らないケド。そのミザルって女は、どう思ったのかしらね」

　尊たけるは首を振った。正気に戻り、平謝りに謝ってきた菅田氏の様子を思い出す。個人的にちょっとファンになった作家でもあるし、対応が甘くなる。

「本人も被害者ですよ。謝罪もあったし罰金も払ってもらったし。それ以上のお咎とがめは無しってことでいいんじゃないですか」

　何かを察したか、津つ久く澄づみは肩をすくめて苦笑した。

「アナタがそう言うンなら、それでいいケド」





○






　同時刻。地下閉架迷宮書庫、八層。

　棚に収まっているとある実本を、天あま寺てら三み火かが見ている。

　題名は『La Chaste interdite』。

「天あま寺てらさん？　今日の目的はその本ではないですよ」

　御み高たかが呼びかける。本日の御み高たか隊の目的はもっと下、十八層にある本の閲覧依頼だ。

「わ、わかってるわかってる」

　慌てて、三み火かは本から視線を逸そらして隊へと合流する。

　本の内容は、尊たけるから三み火かも漏れ聞いていた。彼は言葉を濁してはいたものの、三み火かとて子供ではない。多少は伝わるものもある。

（こ、今度、辞書片手に読んでみようかしら……）





・『La Chaste interdite』

　十六世紀頃フランスの恋愛小説。恋愛、とは言っても退廃的、背徳的な要素を多分に含み、かなりエロティックで過激な内容となっている。

　魔力を帯びた本ではあるがいわゆる魔書では無く、図書委員が装備しても特に効果は無い。

　一定の状況下でのみミザルと名乗る特殊な女性型の魔書生物を発生させ、周囲を牢ろう獄ごくのような空間に造り替える。









[image: 間章　六月隊長会議]

　中間試験の結果発表なども終わり、六月末。尊たけるは宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館の会議室にいた。

「皆さん揃そろいましたね。それでは六月の図書探索委員、隊長会議を行います」

　御み高たかが宣言する。月末定例の会議だ。尊たけるも三度目となり、居並ぶ面々も知った顔が多くなってきた。

「柵さく隊、六月は特に報告すべきことはないです。レファレンス少しだけやってました」「宗むな高たか隊も同じく」「うちは新規実本一冊────────」

　六月は通常、中間試験があるためにそこまで大きな動きはない、というのが通例だ。しかし今回は、

「それでは、残り八隊の報告は月前半に参加した合同隊の成果報告で代えさせていただきます」

　これがある。六月初週に行った、五層の隠しフロア『母蛇の巣』の合同隊攻略。これに参加せず、成功したとだけ聞いていた隊長たちがざわめきだす。

「お、待ってました」「それそれ。どーなったん？」「俺らも参加しときゃ良かったな～」「魔書出たんだって？」

「こほん」

　御み高たかの端正な咳せき払ばらいに、場が静まる。彼は手に持ったプリント束を示した。

「攻略経緯や細かな発見資料などは配布したプリントを見て下さい。これは合同隊長を務めた守す砂さ尊たける君の意向で、地図含めデータを公開しています。以降このフロアにある本へのレファレンスが入った場合は参考にして下さい」

　おお～、と声があがり、十数の隊長がレジュメを眺め出す。

（いやあ、照れるなあ）

　その様子を満足げに尊たけるが眺めていると、立っている御み高たかが軽く目配せを送ってくる。

「では守す砂さ君、所感をお願いします」

「えっ……あ、はい」

　突然話を振られ、少々慌てて尊たけるは立ち上がる。

（しまった。あんまり考えてない）

　だが、予想していてしかるべきではあった。合同隊攻略の発案も、隊長も尊たけるなのだ。

「あー、えと……そうですね」

　尊たけるは少し、宙へ視線をやる。どこか懐なつかしいなと冒険家時代のことを思う。当時はあれやこれや会見させられたものだった。

「今回の探索は協力してくれた委員の力が無ければ不可能なことでした。まずは御お礼れいを言わせてもらいます。ありがとうございました」

　頭を下げる。軽く拍手が起こり、この隙に尊たけるは言うことを考える。

「『母蛇の巣』のようなフロアが、ごく稀まれとは言えこの先出てこないとは限りません。もし、単一の隊では難しい難所があれば、今回のように協力することも考えに入れておいてもらえたらと思います」

　もう一度、礼。これに、今回参加しなかった隊長達の間でも検討の空気が広がった。尊たけるは内心でひと息つく。このくさびを探索委員の意識に打ち込んでおくのは、会議での目標だった。

　御み高たかが微笑しながら頷うなずく。この辺りの尊たけるの目もく論ろ見みは、当然この委員長は見抜いているだろう。そういった顔だと尊たけるは思いつつ、着席した。

「では、プリントにも記載はありますが。見つかった魔書について。加か来くくん、よろしくお願いします」

「はい」

　続いて立ち上がったのは加か来く隊の隊長、加か来く槌つち彦ひこだ。『母蛇の巣』攻略以降、尊たけるへつっかかってくることは少なくなったものの、別に仲は良くなっていない。

「今回見つかった魔書についてと、新規隊員が一人追加です。魔書のタイトルは、あーと、訳すると『百獣母蛇』。ざっと千五百年ほど前の本になります」

　再び、おお～、と声が上がる。

「千五百年！」「ひっさしぶりの大物だな」「普通の本なら完全に重要文化財だよねえ」「無くすなよ～」

「で、これなんで俺が説明しているかというと、今月から入れた新隊員の八や十そ間まが適応しました。以降、メインとしては彼が使うことになります」

（雅みやび……メッセージの件はこれか）

　尊たけるは少し前に友人から連絡されたことを思い出す。

　他にも適応した探索委員はいるが、元々の魔書の方が合っているということで辞退した、と尊たけるは聞いている。

　以上、と加か来くが腰を下ろす。

「合同隊。合同隊な。むふふ」

　一通りの報告が終わることを、待っていたかのように。幼童の声音が差し込まれた。

　隊長達の視線が一斉に向く。そこにいるのは、この図書館の地上部分における、実質の支配者だ。

「どうかされましたか、フブル司書」

　御み高たかの問いにも、にまにまとフブルは笑って、指を一本立てた。

「こういうことはな、一度見つかると続くもんじゃよ」

「ふ、不吉な……」

　露骨に加か来くが嫌な顔をする。それを意地悪げにフブルは見やって、

「かかか。迷宮書庫は常識では計れんのは、お主らがよく知っておるじゃろう。隠されておる場所ならば、隠されておるほどに。その場所の異常さは増す」最後に、彼女は視線を尊たけるに向けた。「のう？」

　蠱こ惑わく的な声に、尊たけるは軽い苦笑を返す。

　先日のような隠された場所が、この先もないとは限らない。いや、確実にある。

　それを見つけろと、フブルは言っている。
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「随分挑発したものですね」

　隊長会議が終わった後の会議室である。残るはフブルと御み高たかのみだ。

「ん～なんのこと～？」

　幼児じみてとぼける司書の後頭部を、委員長は見る。

「報告、見ましたよ。延滞督促の件。迷宮書庫のものが紛れこんでいたことを、分かっていながら放置して、彼にやらせましたね？」

　声に少々棘とげが混じるのを、我ながら珍しいと御み高たかは思った。続ける。

「変わったことをしているからと言って、無理をさせていいわけではないでしょう」

　フブルは批難もどこ吹く風というように、背を向けて作業を続けている。御み高たかが嘆息した時に、返事は来た。

「あれにはな、様々な仕事と状況に慣れてもらわねばならん。いつ何時、迷宮書庫に襲われるかも知れん故に」

「襲われる……」

　御み高たかの声に緊張が含まれる。

「あれの本性は全てを暴あばく征服者じゃ。それが迷宮書庫にとって不都合となるならば、今までには無い機構が稼か働どうする可能性もある」

「特殊な条件を達成することによる迷宮書庫の罠わな、のようなものですか？　確かに数例、記録はありますが」

　さて、とフブルは作業から顔を上げて眉間をつまんだ。

「四月に守す砂さ隊が結成してより、明らかに探索の深度──踏み込み、のようなものじゃな。それが一段上がっておるからの。迷宮書庫の上層において動きがあるとすれば、近かろうよ」







[image: 三章　図書委員は猥本も求める]

「なあなあ、図書館ってエロい本とかあんの？」

　──隊長会議を終えて、七月。テストも終わり、後は夏休みに向けてもうひと頑張り、という時期だ。

　昼休みに三み火か作の弁当（試作品、ということらしい）を食べ終えたタイミングでかけられたクラスメイトの声に、尊たけるはぱちくりと目を瞬しばたたいた。

「いや流石さすがにそういうのは──」言いかけて。

　尊たけるは思い出す。先日読んでいた杉田久次郎『天てん狗ぐ同心』シリーズのことを。作品の内容にエロチックな描写が含まれる、と言う程度ならば結構あるし、写真集や絵画集に裸婦などがある本は確かに所蔵がある（多くは普通の地下書庫にあるが）。

　図書館というものは、理念としては本の性質で収集に差は付けない。この国における図書館の最上位ともいえる国立国会図書館においては、建前上は出版された全ての本が所蔵されることとなっている。つまり、いわゆる成人向けと呼ばれる本の数々も所蔵されている。

　閑話休題。

「カメラ雑誌がヌード特集号とか、小説や漫画の中に濡ぬれ場ばがあるとかじゃなくて？」

「えっそういうのもあんの？　すげえ」

　いらん知識を与えてしまったか、と尊たけるは思いつつ、

「公共図書館の雑誌って、よく切り抜きとかページ破りとかする人いるって図書委員会の先輩に聞いたことあるよ」

「マジかー。そりゃ悪い奴やつがいるもんだな。恥ずかしくないのかね？」

「だよねえ。その人、これから先どんなにエラくなっても『昔図書館のエッチなページ盗んだ人』だもんね」

「すげえしょうもない十字架背負ってんな、そいつ……」

　そんな風に談笑して昼休みを終えて、しかし午後の授業中、尊たけるは考える。先ほどクラスメイトの彼には話さなかったが、

（エロ本、ねえ。地上の図書館としては集めてはないだろうけど）

　思い返すのは先日、督促で回収した迷宮書庫の実本だ。

（あの場所──地下閉架迷宮書庫が、ジャンルで集める本を区別しているわけはないよなあ）

　ならばもしかして。そういう本を集めたフロアがあったりするのではないか。

　かかっ、かっかっ。板書の音で、彼は空想から現実世界に帰ってくる。黒板にはまたどこで脱線したのか、インドにおける宗教分派の流れが書いてある。

（……なんてね、はは）

　そこまで考えて、尊たけるは心中で苦笑する。

（アホなこと言ってないで、六層をさっさと完全攻略しないとな）

　それ以前に授業を真面目に聞くべきである。
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「こないだの督促の報酬じゃがな」

「？」

　放課後。三階で図書当番しているところにちょろちょろとやってきたフブルに、尊たけるはこてんと首を傾けた。

「あれじゃないですか？　この前書庫の督促で大変な目にあったって」

　横から助言したのは、フブルについて降りてきた紙かむ珠たま櫛くし子こである。

「紙かむ珠たま教授。今日もお疲れ様です。まだこっちに？」

「はい。この図書館は本当に蔵書が充実しているので。休みを延長したんです。閲覧依頼で持ってきてもらった本も、もう少し読み込んでおきたいところですし。今はちょっと休憩に降りようと……」

「お主に用事って降りようとしたら付いてこられてのう」

「ちょっ」

　図書館なので無言で手指をつつき合ってやりあう紙かむ珠たま教授とフブル。

（ここ何日かですっかり仲良くなってるな～）

　ほわわと眺める尊たけるであるが、思い返して話を戻した。

「ええと、督促って……あっそうか。菅田さんの。でも報酬はもう──」

「副賞っちゅうかな、オマケじゃ。お主にゃこっちのがメインになるかもの」

　フブルが差し出したのは、一封の封筒だ。さらに、彼女は尊たけるの耳元に顔を近付けた。

「中身は地図じゃ。とある隠し通路の場所じゃよ」

「！」

「さらにの……」

　おまけに、さらにこしょこしょと囁ささやいた。用事は終えたとばかり、彼女と紙かむ珠たまはつつき合いながら一階へと降りていく。後には、呆ぼう然ぜんとする尊たけるが残される。

「……マジか……っと。ごめん、騒がせて」

　本日の図書当番の相方である図書委員の女子、長なが沼ぬま──探索委員ではない──に謝る。

　何な故ぜかと言えば、彼女の視線がやや冷たかったからだが、

「守す砂さって……さっきの人もだけど」

　長沼の視線は謝罪にもかかわらず温度が低い。尊たけるは薄く笑って誤魔化すように聞く。

「な、何？」

「天あま寺てら先輩とも仲良いし、雨あめ野の先輩も今狙ってるって聞くし。……チャラ男？　タラシ？」

「ち、ちがっ」

　反論も虚むなしく。自身の両肩を抱いて、がろろー、とキャスター付き椅子を滑らせて離れていく図書委員女子であった。
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「隠し部屋？　またなの？」

　小会議室で、津つ久く澄づみが意外の声を発する。

　フブルから渡された封筒に入っていた情報は、

「『特設コーナー』ってのがあるらしいんです。七層の入口近くに」

「あー、上にも色々あるっスね。月替わりで」

「あれ天あま寺てらせんぱいが主担当なんだよー。企画部長だから」

　図書館において季節ごとのイベントやコーナーは欠かせない存在だ。公共図書館では無い宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館でも、程度の差はあれど学生達の読書欲を高めるためにあれやこれやの特設コーナーが存在する。

　だが。

「問題はこれが、迷宮書庫の特設コーナー、ってことよねえ」

「ですねぇ」

　しばし、一同が不吉な想像を頭に巡らせる。そんな中で、首をひねったのは大おお国ぐにだ。

「しっかし、これどういうことなんスか？」

「なにがー？」

　エスキュナが脳天気に聞き返すと、彼は呆あきれたように答える。

「あのよ、よく考えろや。情報があるっつーことは前に誰かが見つけたってことだろ？」

「あっそっか。もう登録されてる本しかないってこと？」

　後輩二人の言葉に、しかし尊たけるは首を振った。

「フブルさんの話だとね、昔の探索委員の隊が、ここを見つけたはいいけど、何な故ぜか結局探索自体はせずに解散しちゃったみたいなんだ。で、他の隊に取られないように情報自体は自分たちで持ってたんだけど」

「解散にあたってフブル司書に預けた、と。はぁ～、それが仕事の報酬ね。人助けってするものねえ」

「この前の、ケッコー危なかったって話だったっスもんね。さすがセンパイだ」

「え？　じゃあ総取りってことですか？　すぐ行きます？　すぐ？　ごったごー？」

　現金な後輩女子がぐいぐい来る。ちなみに前回の『母蛇の巣』や紙かむ珠たま教授の件でもらった報酬は、すぐにガチャと最新鋭ゲーム等々に化けたというエスキュナさんである。

「んんー。紙かむ珠たま教授の件で六層は大分埋まってるんだけど……まだ完璧ではないんだよな」

「でもほとんど埋まってるっちゃ埋まってるっスね。まっ、どっちでも俺はセンパイに付き合うっスよ」

　守す砂さ隊の六層地図と共用の七層地図を見比べて、津つ久く澄づみが思案する。

「ふうン。でもまあ、隠し通路の位置は割と近いわけだし。六層の敵には大分苦戦もしなくなってきたし、七層のここだけ先に探索ってのもアリだとは思うわよ」

「そうそう！　いきましょうよう」

「隠し部屋で、特設コーナー。敵が普通の七層と違う可能性も大いにあるから、そこは注意だけどネ？」

　通常の七層に現れる敵のひとつ、影シヤドウは既に戦闘経験があり、対処が可能だ。

　探索する水準としては不可能では無く、賛成二票である。尊たけるはふむ、と頷うなずく。

「とりあえず入口だけでも発見しておくか。仮に俺らじゃ全然敵かなわないようなら、他の隊にやってもらうってのもアリだしな」
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　宇う伊い豆ず学がく園えん附属図書館地下閉架迷宮書庫、地下七層。

　先だって突入した時には、ゆっくり見る暇もなかった階層だ。

　床はひとつひとつ色違いの二ｍ四方のマス目で区切られ、書架は一つたりとて素直に真まっ直すぐな棚は無く、パズルの如ごとく複雑な組み方で本が差し込まれている。扉にはことごとく、細かな彫刻が彫られている。

「おお、これはすごいな……」

　いわゆるＮＤＣにおける７類……芸術、スポーツ、遊戯等などの中でも、遊戯分野の資料が収められた階層である。

「エス公好きそうだなこういうの」

「んー、アナログゲームは範囲外なのわたし」

「ああ、誘ってくれる奴やついねえの？」

「いるし！　こないだ自習の時教室でクラブラしてたし！」

「勉強をしなさいよ、アナタ達……」

　七層の主な魔書生物──影は、その名の通りに物や人の影に潜んで突如襲ってくる厄介極まりない相手だ。しかし、守す砂さ隊ならば尊たけるの『自己拡大』によって逆に先手を取れる。二回ほど打ち倒し、目的地へと歩を進めた。

　果たして、隠し部屋はそんな七層の中、渡された情報通りの場所にあった。降り階段近くの壁かべ際ぎわ、書架が並ぶ場所。

「なんで他の隊に見つかってないのかと思ってたけど」

　尊たけるが呆あきれたというように眉をハの字にして、書架の間に触れる。

「よっ……と！」

　ぴっちりと左右に壁を埋めて並んでいた書架が、噓うそのように横へとズレた。

「どうなってるのこれ。棚が横の棚にめり込んでるんですけど」

「あらかじめ知ってねえとわかんねっすよこんなの」

「八層へのショートカットも絵で分かンなくなってたけど。この開く書架の左右、とンでもないレベルの立体風壁画、なのね……影まで計算されて描かれてる」

　一旦書架を元に戻してみても、その壁画書架の存在感は、横にある本物の書架と全く劣らない。厚さすらも錯覚するように描かれている。

「『これが絵だ』って分かっていて見ても騙だまされる。迷宮書庫の薄暗さじゃあ、間近で見ても難しいわね」

　眼鏡をつまんで壁画を見る津つ久く澄づみが、ほう、と感嘆の息を吐く。

「不意打ちヤローの魔書生物警戒しながら、こんなの探すのは厳しいわな」

　隊員の驚きを聞きながら、尊たけるは再び書架を動かし、その奥を見る。一見ただの壁だが、

「これも壁画か。昔遊んだな、騙だまし絵の本」

　間違い探しや物探し系の本も、挑みかかるように遊んで見つけ倒した幼少時代を思い出す。

　実際に触り回してみれば、僅かに窪くぼんだ取っ手部分がある。

「横開きの扉だ。津つ久く澄づみ先輩」

　呼びかけに応えて、盾役である津つ久く澄づみが扉を開ける構えを見せる。

「影相手にも使ったし『自己拡大』は温存しとく？　何かいても、アタシが記述準備しといて防ぐわ」

　提案を受け入れて、津つ久く澄づみにより扉が開かれる。ごくり、と誰かが唾を吞のんだ。

「……………………通路ね」

「ですね。割と普通の」

　扉の先には、マス目ではない、石畳めいた通路が続いている。

「この通路には本棚無いんですねえ」「どっかに続くだけの道ってコトか？」

「よし。とりあえず進むぞ。もし津つ久く澄づみ先輩にも未知の敵が出たら一旦撤退だ」

　尊たけるの号令に一同頷うなずく。津つ久く澄づみを先頭として踏み込んだ。続いて大おお国ぐに、そして尊たける、最後にエスキュナが入ろうとして──

「ふぎゃっ」

　変な悲鳴に通路内の男衆三人が振り返る。通路の前で、エスキュナが鼻を押さえていた。

「何してんの？」

　尊たけるの問いに、エスキュナはわけがわからないと言った様子で、目の前に手をやっている。

「あれ？　なに？　おっかしーな？」

　首をひねって、今度は少し助走を取った。

「おいおい、何してんだエス公」

　呆あきれた様子で大おお国ぐにがこいこいと手招きする。しかし、エスキュナは駆け出して、

「ゴッタゴー！　でやー！」

「うわ!?」

　尊たけるが慌てた。彼女は飛び蹴り一いつ閃せん。通路にいる尊たける達向けて蹴り込もうとして──

「ぎゅわぁー!!」

　再びの珍妙な悲鳴。隠し扉から通路の境目で、ばいーん、と吹っ飛ばされた。景気よくごろごろ転がって、書架にぶつかって止まる後輩女子。

「エスキュナ!?　おい、大丈夫か！」

「きゅ～～……」

　慌てて尊たけるが戻る。助け起こせば、すっかり目を回している。

　なんだなんだ、と他の二人も通路から出てくる。

「これは……もしかして」

　津つ久く澄づみが注意深く、通路の入口を手で探る。なんの抵抗もない。

「ン～これは……アタシの迂う闊かつだったかも。守す砂さチャン、ちょっとここ『自己拡大』お願い」

「え？　ああ、了解」

　エスキュナを大おお国ぐにに渡し、尊たけるは通路へ戻って『自己拡大』を発動させる。

「む！」

　拡大された尊たけるの感覚が、触覚でも視覚でも捉えられなかったものを感知した。それは隠し扉の場所に、扉が開いた後もそこを覆うように存在している。

「何かあるんスか、そこ？」

「見えない壁がある。俺達には反応しなくて、エスキュナにだけ反応した壁が」

　大おお国ぐにに答えながら、尊たけるは彼に背負われたエスキュナを見る。

「何らかの条件で、迷宮書庫が通る者を選別してる？　たまにある仕掛けね。魔書の系統とか」

　津つ久く澄づみが推測を語り、守す砂さ隊はそれぞれの顔を見回す。

「俺らがＯＫでエス公がダメっつーことは、と」大おお国ぐにが単純に、差異を示した。「男か女かってことスかね？」
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「ビンゴだったよ～」

「やっぱり」

　尊たけるは図書館のカウンターで、地下から上がってきた先輩を迎えた。ゆるくウェーブをかけた金髪、夏季に入りセーターを脱いだ姿は軽く焼いた肌を目立たせている。雨あめ野の朱あけ見みである。

　通路の通過条件を男女差と推定した尊たける達は一旦退却し、隊員が全て女性で構成されており、丁度エントランスへ来ていた雨あめ野の隊に確認を求めたのであった。

「いやほんと通れなくてウケる。攻撃の記述使っても無駄だったよ」

　時間が遅くなり、残っている守す砂さ隊は尊たけるだけだ。カウンター業務をして待っていた。

「すいません、変なこと頼んでしまって。このことはどーか、ご内密に。後で埋め合わせは」

　雨あめ野のは上機嫌に尊たけるの隣の椅子に座る。

「いーよいーよおっけおっけ。探索のついでだったし、この前の隠しフロアの件じゃか～なり美お味いしい思いさせてもらったかんね」

　ひらひらと手を振る雨あめ野のに、地上の尊たけるは恐縮してしまう。

「いやでもですね、使い走りみたいなことさせて流石さすがに先輩に悪いって言うか」

　くるくるとキャスター付椅子を回転させていた雨あめ野のが、ぴたりと動きを止めて、意地悪げに笑った。

「そお～？　じゃあスッサー、今度一緒にゴハン食べよ」

「あ、はい。そんくらいなら」

「うわ軽っる。でも約束だかんね～」

　満面の笑顔になるギャル先輩に尊たけるも薄く笑って、当番作業に戻る。内心で作戦を考えながら。

（男限定の隠し部屋、か）




「尊たける、また何か新しいところ行こうとしてるの……？」

　カウンターから、数ｍ先の本棚に隠れて。天あま寺てら三み火かが一連の話を聞いている。

　どこからか？　無論、頭からだ。なんなら尊たけるの隣に座るタイミングを見み出いだしあぐねている間に雨あめ野のが来ている。

「七層か……」
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「……マジスか」

「大マジ」

　翌日の昼休み。学食内の隅にある机で、尊たけるは図書委員会の後輩、大おお国ぐに八や治ちと相談していた。

「え、だって地下書庫にエロ本フロアって……」

「ちょちょ、声が大きい」

「す、すんません」

　注意深く周囲を見回す尊たける。うっかり余計な奴やつに聞かれる訳にはいかない。

　だが、そう。そういう本のフロア、である。

（まさかあんな友達との馬鹿話が真になるとは）

　尊たけるには、まだ隊員に話していなかったことがある。フブルから隠し通路の地図を渡された時、こっそりと耳元で伝えられたこと。




『この隠し部屋の先にあるフロアは、長く図書館にあると思われながら、見つかっていない分野の特設コーナーという可能性が高いんじゃ。具体的には、医学以外の性的な分野を扱った資料……つまるところ、娯楽としての性的資料じゃな』

　さらに、

『そしてな。新規発見資料の発見者には優先的な閲覧権や登録作業をする仕事が希望すれば与えられる。この意味が分かるか、お主』




　正直半信半疑だったので、一旦尊たけるはそのことは置いておいて探索に行ったのであった。

「……でも、あそこは野郎しか入れねえとこだった」

「そう。一気に信しん憑ぴよう性上がっちゃった。……そんで、フブルさんによれば、だ。資料の中には魔法の力だか古代技術だかによる映像資料に、媚び薬やくの調合書、性の魔ま導どう書しよ・秘伝書、その他た諸もろ々もろ──あらゆる分野のエロ資料が収められた秘宝の倉庫、らしいんだな」

　ごくり、と八や治ちがうどんを飲み込んだ。重々しく、口を開く。

「すいません、食ってからでいいスか。下の話聞きながら飯って結構辛つらいんで」

「うん、そうだね。マジごめん」

　謝りつつ、尊たけるも唐揚げ定食をもそもそ食い始めた。しばししてから、両者箸を置く。

「ちなみに、センパイそういうの好きっスか」

「そりゃまあ、僕も一応健康な男子高校生だよ。好きに決まってる」

　尊たけるとて、たまには離れた書店に私服で行って、のれんの向こうの場所で長く悩むこともある。

　ふたり、頷うなずく。

「センパイ今一人暮らしだって言ってましたっけ？　俺すぐオカンが部屋掃除しやがるんで、隠し場所が……」

「いやいや。僕だって昔は長く家離れることあったからね。その間に掃除されるんだよ……悩んだもんだ」

　ふたり、（再び）頷うなずく。

　握手もした。




「で、どうするつもりなんスか？」

　昼食後である。どうにか大おお国ぐにの探索参加を取り付けて、連れ立って人気のない廊下を歩く。

　話題は探索メンバーのことだ。

「エスキュナは隠し通路に入れないから数に入れられない。加えて、当然ながら中身を女子に知られたくはない」

　大おお国ぐにがそれに頷うなずく。

「女子連中に知られたら、コーナーごと封鎖されかねねえっすね」

　そこまでは考えすぎとしても、閲覧権の行使などが白い目で見られるのは確実だ。

（正直ここは、雨あめ野の先輩に検証を頼んだのはまずったかなって感じなんだが……勘付かれる前に終わらせたいな）

　司書のフブル側としては、蔵書の解明はされればされるだけ有あり難がたい。

　ということで『隠し通路を見つけること自体が利益になる』尊たけるにこの情報を流したのだろう、と彼自身も思っている。

「津つ久く澄づみセンパイがいるとしても三人だとツラいかもしんねえっスね。まあ、守す砂さセンパイが行けっつうなら俺は行きますけど」

　後輩の気持ちはありがたいものの、未知のフロアに三人で挑むというのは自殺行為に近い。それゆえに、

「合同隊をまた作ろうかと思ってさ」

「あー、先月のアレっスか」

　大おお国ぐにが納得、と言う感じで口を開ける。

　とはいえ今回、条件は前回よりも厳しい。何な故ぜならば。

「第一に、女子に知られたくないから大っぴらに委員会全体で募集が出来ない」

「個人的に当たるしかねーっつうことっスね」

「第二に、誘った相手が所属する隊の探索スケジュールを縫って計画しなきゃならない」

「そ、そっか。あんま時間はかけらんねえ」

「それが第三でもある。可能なら一日で決めたいから、可能なら二隊分くらいの人数を集めたい。男子だけで」

　中々にハードルが高いのである。ただ、のんびりもしてはいられない。

「とりあえず俺があれこれ誘ってみる。大おお国ぐにも、心当たりを当たってみてくれるか？」

「うっス」

「頼む。行こう」

　そうして、ふたりは別々の方向へ歩き出した。ただひとつの目的エロ本のために。
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「断る」

　校舎中庭のベンチに座る加か来く槌つち彦ひこの開口一番、尊たけるに声をかけられた直後の反応がこれだった。

「僕まだ挨拶しかしてないんだけど。そう言わずに、話だけでも聞いてよ」

「嫌だ」

　簡潔。尊たけるには一いち瞥べつも寄越さず、加か来くは開いた本を読み続けている。だが、尊たけるもここまでの反応は予想していた。

　加か来く槌つち彦ひこ──。図書委員会探索委員随一のアタッカーと言われる、炎を発する魔書『火の聖性と蛮性』を所持する二年生である。尊たけるとは考え方の違いからあまり馬が合わず、本来なら共同作戦への参加などは到底望めない。

「じゃあほら、僕勝手に話すから。興味なけりゃ無視してて」

　煩わしげな表情を隠そうともせず、加か来くは嘆息する。

　尊たけるはここから彼を反応させねばならない。少しでも下手なことを言えば加か来くは席を立つ。

（ならば、まず選ぶ言葉は……）

　セレクト。出力した。




「加か来く……君さ、おっぱい好きか」




　加か来くがベンチから腰を上げた。

（間違えた!?　おっかしいなあ！　高校生男子がおっぱいの話題に食いつかないだと!?）

　慌てて止める。

「ちょっと待ってちょっと待って」

「何の冗談だ、守す砂さ。俺とお前はそういう話題を交わす様な仲か？」

「いやまあ、これを機に仲良くなれたらいいなっていうね？」

「悪い冗談だな。一昨日来い。ここに」

「一昨日は土曜でしょ」

「無人の中庭で言ってろってことだよ。言わせるな面倒くさい」

「容赦ないなあ」

　流石さすがに尊たけるも眉をハの字にして弱る。これは早々に本題に入る方が得策、と判断する。

「話ってのは図書探索さ。しかもフロアレベルでの」

　ぴくり、と加か来くの眉が動いた。

「なんだと……？　前回のことに続いて？」

「ちょいとラッキーでね。もう通路自体は見つけてるけど、その先が守す砂さ隊だけだと手に余る感じでさ」

「待て、その話の流れは──」

　あからさまに嫌そうな顔をする加か来くへ、続けて言った。

「また臨時の合同隊をね」

「……どういう理由だ」

　忌いま々いましげに眉根をよせながらも、加か来くは返事をした。

（──釣れた）尊たけるは心の中で拳をグッと握る。

「単純に言うと、侵入制限がかかってる」

「ああ、その手か……基本的に進行に支障が無いなら無視するからな、俺達は」

　流石さすがに十層以降を攻める隊の長である加か来くだ。心当たりがあるように顎に手をやった。

「しかし、その話の流れでなんでおっぱ……胸の話で始めようとしたんだお前」

「ま、座ってよ文学少年。詳しく話すから」

　内心の笑みを表に出さないように苦心しつつ、尊たけるはベンチへと促すのであった。




「…………アホらしい。本当にアホらしい」

　数分後、加か来くが呟つぶやきながら頭を抱えていた。一連のいきさつ（エロ本フロア可能性含む）を聞いた反応がこれだ。

「けどれっきとした図書でしょ？」

「下心丸出しで、よくも言う……だがまあ、お前が本気だと言うことは理解した」

　お、と安心しかけた尊たけるを、しかし加か来くは顔を上げて睨にらむ。

「が、そのこととまたぞろ合同隊なんていう真ま似ねをすることとは話が別だぞ。こないだは御み高たか委員長に加えて雨あめ野の先輩や思おも兼かね先輩の後押しがあったが、今回はどうする気だ。空中分解する計算の方が高いと思うがな」

「エロは全ての男達を真実の絆きずなで繫つなげる──」

「俺は別に今すぐ委員会の女子に全部打ち明けてもいいんだがな」

　加か来くがスマホを取り出した。

「うわわわわステイ！　待てしてくれ！　マジで洒しや落れにならないから！」

「ええい離さんか！　何がステイだ犬はお前だろうこの発情期が！　そんな理由で統制が取れるかもわからん合同隊を承知出来るわけがないだろうが！　付き合ってられるか！」

（か、頑かたくなだなあ！　さっきので納得する流れじゃないの？）

　尊たけるは必死に頭を回転させる。一応男子合同隊でやるしかない理由はあるのだ。

「探す図書の内容がこんなだからさ。チェックはフロア全部、探索する奴やつ等らでするしかない。女子にこれ系させるのは気が咎とがめるでしょ？　セクハラだよ」

　これがまず一つ。なお、何な故ぜ男性向けに限定されているのかと言えば、それは単純に時代性だ、とフブルは語った。地下閉架迷宮書庫が出来上がった時には、今のような男女平等の思想は影も形も無い。

「でも守す砂さ隊だけじゃちょいと手が足りない。それに、そんな何日も複数隊から人数を借りる訳にもいかないでしょ」

　大おお国ぐににした説明を繰り返す。加か来くは実に嫌そうな顔をした。

「つまり、参加者に登録も協力させると？」

　今回の場合、その作業自体が報酬にもなるという理屈だ。本の登録に一旦持って帰ったり、写真や動画を撮るのもこっそりやるのまでは止めはしない。

「もちろん図書館から出される報酬も山分けで。これは先月の通りだよ」

「参加者も無駄に争いや裏切りを行う意味は無いと言う事か……」

　一応の納得の様子を見せる加か来く。

（これは、通ったかな──？）

　だが、加か来くはふんと鼻をならす。

「まあ理屈は解わかった。だがな、それに俺が乗らなきゃならん理由が何ど処こにある？」

「ええー……。ここまで聞いといて断る流れ？」

「お前のように見境無く探索するワケじゃないんだよ、俺は。……ふ、大体聞いてみれば下らん理由だ。そんな下心含みで内密に探索を行おうとはな。全く呆あきれ返かえるね」

「そう正論を言われると辛つらいんだけど、えーと、そんじゃ、加か来くは……」

「断らせてもらう。せいぜいくだらん同好の士を見つけることだな。それと、俺の隊の人間は誘うなよ」

「んー、そうか……じゃあ、しょうがないかな……」

　尊たけるは肩をすくめ、軽く首を振った。仕方が無い、という様子。

「……随分、あっさりと諦めるじゃないか」

　すんなりと聞き入れた尊たけるに、怪け訝げんそうに問うてくる加か来く。

「え？　ああ、いやいや……こうなったらもう仕方ないだろ。潔いさぎよく諦めるよ」

「そうか、諦めるか。まあそれが賢明だ」

「──普通に頼むのは」

「そうだな、こんなことを頼むのはそもそも──何？」

　発した言葉に、加か来くの眉がはね上がった。

　そう、諦める。素直に頼んで協力してもらうのは、諦める。

（仕方がないから、ここからは利益ぶら下げての交渉だ──）

　言った。

「金髪」

「？」

「巨乳」

「なに？」

「洋物」

「お、おい……」

　加か来くが反応する。尊たけるの発した単語──いや、「属性」の群れに。

「ていうか一昨日夜八時のレンタルショップ『アルオン』２Ｆ」

「…………！」

　加か来くが絶句した。

「随分と『海外コーナー』にご執心だったようで」

「お、お前……！　いたのか、あそこに！」

「僕今一人暮らしだからさ。居間の大型テレビで見られるんだよね」

　市郊外にある大型レンタルショップ『アルオン』。宇う伊い豆ず学がく園えんからは離れていることもあって、学園生の利用者はほとんど見かけることはない。大体の生徒は、学園の近場にある書店に併設されたレンタルショップを利用している。

　さて、大き目の店舗を構える『アルオン』──その２Ｆはまあ、その、丸ごとオトナのフロアである。

「あそこはいいよね……、ジャンルもレーベルも豊富だし。大学生が主な客層だから、私服着てりゃ見み咎とがめられることもないし」

「ぬ、ぐ……」

「知り合いを見ることも、滅多にないし」

　まあ、見たのだけれど。

　そういった場所に集う紳士の基本として、尊たけるもその時は見て見ぬ振りをしたが、まさかそれがここで役に立つとは思わない。

「だ、だがそれでどうなるというんだ。その程度のことで」

　歯は嚙がみしながらも加か来くが言い返してくる。

　まあそれはそうで、尊たけるとて別に自分の好みを知られてもあまり困りはしない。……あんまり特殊な好みも（今のところ）ない。

　加か来くとて、洋物好きなことがバレた程度ではさほどのこともありはしない。

（と思う。……あ、エスキュナとは気まずくなるかも）

　それはともかく、尊たけるとてそんな脅迫めいた真ま似ねは元から頭にない。そんなものは交渉とは呼ばない。以前雨あめ野のにも提案したように、相手に利益があってこその交渉だ。

　薄く笑いを浮かべて交渉に入る。

「いや、僕もわざわざ人の好みを吹聴したりしない。むしろ、歩み寄れると思ってさ」

「歩み寄れる、だと？」

　尊たけるは続けた。今こそ切り札の切り時、と言う奴やつだ。

「解わからないか？　君も知ってるように、地下書庫の本は東西問わない種類が眠ってる。例のエロ──聞こえが悪いな。えーと、秘宝フロアにも、『向こうの』ブツはあるだろうね……。いや、大昔の本の分布傾向からすれば、むしろそっちの方が多いかも」

「……！」

　思い至った、と言った感じで加か来くがのけぞった。たたみ掛ける。

「僕達だって協力者への個別報酬は考えてる」

「個別報酬、だと」

「洋物系のブツは、君に登録処理を優先的に任せてもいい」

「む、う？」

「何も悪いことじゃないし、図書委員会の理念にも反しない。そして僕達は秘宝の数々をその目にすることが出来る。誰も不幸にならない。ウィン・ウィンの関係だ」

「それは……そうだが」

　もう一押し、か。そう判断した尊たけるは交渉の方向性を変える。

「本ってのは人に読まれてこそだろう？」

　悩みきった表情のまま、加か来くは眉を上げた。

「総出で見つければ、当然中身が中身だ。君の言う通り、帯出禁止の閲覧禁止で入室禁止になるかもしれん。何百年、もしかすると何千年と眠ってた本に対して、それはあんまりじゃない？　隠し部屋なんかにしまわれて、長々と眠らされたと思ったら、今度は封印だなんて」

　徐々に尊たけるの口調は熱を帯びていた。加か来くを言い包くるめる口車のつもりが、いつの間にか言い募る彼の心には使命感にも似た何かが湧き上がって来ている。

　せっかくたどりついたのに。

「本に対して、資料に対して、それは不実以外の何もんでもないでしょ……。ずっと地下書庫の奥深くで眠ってた秘宝達に、本来の役割を久しぶりに果たさせてやるのが、僕ら図書委員探索係の本分ってもんじゃないのか？」

「はっ……！」

　何やら打たれたような表情で加か来くがうめく。

「解わかるか、加か来く！　そしてそれが出来るのは今、僕達しかいないんだ……よ？」

　言葉の最中、すっ、と目の前に上げられた手のひらに尊たけるの言葉が止まった。加か来くは顔を下に向けて、押し黙っている。

「加か来く……？」

「……わかっ、た」

「！」

　手のひらの向こうの加か来くは、顔を上げていた。

「協力、しよう。いや、させてもらおう。その探索を」

「加か来く……！」

　加か来くの手を両手でつかむ。普段の確執を越えた男同士の約束がそこにあった。
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「なんであの時納得したんだかなあ……」

「おい加か来く、今更ダメとか言わないでくれよ」

　数日後。言葉巧みにさらに数人を引き込んだ尊たけると大おお国ぐに、そして秘密合同隊メンバー、合計六人が迷宮書庫エントランスにいた。

「大おお国ぐにもおつかれさま」

「あざっス！　ま、タイミング合う奴やつがけっこー少なかったんですけどね」

「今日と明日だけだもんなあ。津つ久く澄づみ先輩が参加出来ないのはちと痛い」

　メンバーは尊たける・大おお国ぐに・加か来く、それに加えて先月の『母蛇の巣』攻略にも参加した皆みな戸とと小お山やま津づ、そして、

「八や十そ間まが来てしまうとは」

「つれないね、尊たける。加か来くを呼んでおいて僕に声かけないなんて」

　セミロングの髪をした美少年が、にっこり朗らかに笑う。彼こそが、加か来く隊の一員であり、守す砂さ尊たけるの友人でもある八や十そ間ま雅みやびだ。

「お前新しい魔書で探索委員入りしたばっかりって言ってたから……」

「向いてるかも知れんと思ってな。経験積むのも兼ねて俺が呼んだ」

　加か来くが二人の横に立った。

「向いてるってのは？」

「合同隊を組むから教えるが、八や十そ間まが適合した『百獣母蛇』の魔書能力は頭数を増やせる。言うことを聞く手下だな」

「おお」ぽん、と尊たけるが手を叩たたいた。「集まったのが六人で、二隊を組むにはちと足りない。そりゃありがたいな」

「じゃあ、隊分けどうすんだ？　合同隊長さん」

　皆みな戸とが面長の顔をだらしなくにやけさせながら聞いてくる。彼は今回の誘いに二つ返事で参加表明をしている。

「加か来くもこう言ってることだし、加か来くと八や十そ間まで一隊、そんでそれ以外でいいのでは？」

　提案に、皆が頷うなずく。戦力としては加か来くと皆みな戸と、そして三年生である小お山やま津づが他三人より二段ほど高い。後は同じ隊である尊たけると大おお国ぐに、加か来くと八や十そ間まを組ませれば、

「そうなるか。じゃあ攻略プランは？」

　試験官のように聞いてくるのは大仏顔な小お山やま津づだ。

　──実際のところ、尊たけるを値踏みしている。先月のことも含めて、ベテラン探索委員には尊たけるに注目する向きが僅かだが、ある。

「俺──守す砂さ隊側がまず迷宮フロアの大枠を見て回る。それでしんどそうなところを記録して、道筋付けたら加か来く隊の出番だ。守す砂さ隊でその時余裕ある奴やつがいたらそっちにも参加する」

　黙って聞いていた加か来くが、鼻から息を抜いた。その口から文句は出ない。

「加か来くは火力がすごいけど持久力はイマイチだもんねえ」

「あ、そーいや谷たにセンパイもそんなこと言ってたよな」

　八や十そ間まと大おお国ぐにの混ぜ返しをにらみ付けて黙らせ、加か来くは親指を迷宮書庫への扉へと向けた。

「行くぞ、さっさと」

　苦笑して尊たけるは頷うなずいて、

「作戦開始」

　男達が行く。

　エロ本を探しに。

　受付嬢の視線が冷たく感じたのは、おそらく錯覚であろう。
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「ぶー、ぶーぶー……」

　地上、宇う伊い豆ず学がく園えん学食。午後はカフェ営業もしている店内で、エスキュナがオレンジジュースのストローを嚙かみ、見事にぶうたれていた。

「もーエスキュー、なんて顔と声出してんの、女の子が」

　やや引き気味に言いながら対面に座ったのは三年のややギャル探索委員・雨あめ野のだ。

　ケーキセットをスマホでパシャリ、対面のエスキュナの手元をついでに収めて意味深にＳＮＳにアップしつつ、食べ始める。

「あー雨あめ野のせんぱい……いいんです今日のわたしは豚ちゃんです……ぶーぶー」

　オレンジジュースに泡までぽこぽこ立て始める様子に、先輩は流石さすがに苦笑する。

「あーもーあーもー。かまってオーラ出しおってからに。いーよ。あたしんとこも今日は探索休みだし。言ってみ？　ほれ」

「ぶー……あのですねー……」




「はあなーるほど。男子限定フロア……あれかあ」

「そーなんですよ！　それでね、せんぱいとバカヤチ、わたし置いて他の男子誘って行っちゃってんですよ！　ぶーぶー！」

「泣かない泣かない。そっかースッサーに置いてかれちゃったか～。さみしいのう」

　雨あめ野のはケーキを一欠片かけら、きゃんきゃん泣く小動物の口に入れる。

「うう……おいちい」むぐむぐしている間は泣なき止やむ。

「男子と言えば、含めていいか分かんないけどツクヅミンは？」

「津つ久く澄づみせんぱいはなんかお家うちの用事らしいです。『ごめンね～』って言ってました」

「ツクヅミンがいないのに行っちゃうのね。何があんのかねえ」

「それも教えてくれないんですよ～。津つ久く澄づみせんぱいも『許したげなさい』ってしか言わないし。ひどくないです？」

　べちゃー、とテーブルに上体を突っ伏すエスキュナである。完全に遊びに置いて行かれた猫か何かだ。

「ふーむ……まあスッサーは探検すること自体好きなんだろうけど。って、なんだなんだ、サッキーからもＬＵＩＮ来てんじゃん」

「サッキー……柵さく隊の隊長さんですか？　なんです？」

「隊員の男子が捕まんないんだって。えー、柵さく隊だと……皆みな戸とか」

「あ、それなら」

　合同隊にも参加していた名前を聞いて、エスキュナがひょいと手を挙げる。

「守す砂させんぱいと一緒に地下行ってましたよ。あと加か来くせんぱいも」

「あ、そーなの？　ほんじゃ教えとくべ」

　すいすいと入力してから、雨あめ野のは首を傾かしげた。

「しかし、カグッチが？　あの子スッサー嫌いじゃなかったっけ？」

「ですよね！　まーこの前は助けてくれましたけどお。あんまり仲良しじゃないのに一緒だったから、あれーって」

　スマホを、雨あめ野のが形良いいあごに当てる。先月の合同隊のことを彼女は思い出す。

（スッサーからのフツーのお願いじゃカグッチは聞かんでしょ。……でも、スッサーは利益で他人を動かそうとするフシあんよね）

　皆みな戸とも含めて守す砂さに協力するとなると、

（共通して釣れる利益がある……隠しフロアの先にある本の種類の、検討がついてる？　じゃあそれは何？）

　彼女の目が細まった。リップ煌きらめく口を開く。

「エスキュー、ちょっと連絡回すべ。今日地下行ってない隊で、男子がいないとこない？　って」

　エスキュナが首をこてんと傾かしげつつも、かまってくれるのが嬉うれしいのでスマホを操作しだす。

「ところで、なんで皆みな戸とセンパイには愛称つけてないんです？」

「あいつエロ野郎でさ～。こないだ一緒に潜った時セクハラしやがった。ゆるさん」

　眉を立てて言いながら、ふと雨あめ野のは自分の発言に目を瞬しばたたいた。

　エロ。男子。

「……ふむ？　と、なると？」
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「こ、これは……」

「うわ～、こりゃまた」

「なんとまあ、あからさまな」

　迷宮書庫、七層隠しフロア。通路へ入り込んだ守す砂さ達四人は、驚きよう愕がくの声を上げた。

　通路の壁からところどころ浮かんでいるのは、女体を模したマネキンめいた彫像だ。

　胸を突き出した胸像がある。尻と太ふと股もものみの像もある。大股を開いた下半身の像もある。

　そういったものが、壁一杯に無数に並んで通路の左右を彩いろどっている。

　そして色は全体的にピンクだ。

　赤裸々な様子に、一同喜んだり恥ずかしがったりするよりは、気け圧おされる感が強い。

「ひゅーう。熱海あたみでこういうの見たなあ、前」

　その中で、皆みな戸とが口笛を吹きながら感嘆する。

「え、なんスかそれ」

「秘宝館って言ってさ、エロいもんの博物館……みたいな？　年ごまかして入っちゃった」

「行ってみてえー……と、ちょっと待て」

　談笑を打ち切って、先頭の小お山やま津づが左腕を横に広げた。

　彼かれ等らの行く先に、人影がある。

「守す砂さ。どうだ」

　数秒前とはがらりと変わって低い声色で、先輩探索委員が問う。彼は守す砂さの能力を先月の一件で知っている。

　尊たけるの脳内地図の中、視線の先の存在を示すマークは無い。

「ヌシではない。……けど、ここに俺達以外の探索委員がいる道理はない」

　つまり、魔書生物だ。

　ざ、と一同が構えを取る。守す砂さを最後尾に、前衛が小お山やま津づと大おお国ぐに、中衛が皆みな戸とだ。

「初めての相手だとすれば戦力が分かんねーからな。俺が飛び道具で一発入れて探る」

　皆みな戸との発言に頷うなずく探索委員の顔には先ほどまでの緩みは無い。

「小手調べだ。『水門築伝』一五頁ページ──祇ぎ園おん、放水！」

　片手に魔書を持ち、片手を前に突き出した皆みな戸との掌てのひらから、放水車を思わせる勢いの水流が吹き出した。暴徒鎮圧に使うような勢いを更に上回る速度と圧力で、水流が人影へと向かう。

　着弾。

「あンっ」

「「「「？」」」」

　声が。どう聞いても人間の女性のそれであった。水圧に押された彼女（？）は、一旦吹き飛びながらも、起き上がって再び歩みを再開する。

「手応えの感じ、ダメージはあるはずだが……」

「次は殴り組がいってみっか。──『英雄乃書』一〇頁ページ、オノマストス！」

　怪け訝げんそうな皆みな戸とと、魔書記述を発動させて拳を掌てのひらで叩たたく大おお国ぐに。出方を窺うかがう体勢になる。

　だが。ぴちゃぴちゃと水を滴したたらせて歩いてくる人影の細部が明らかになるにつれ、彼かれ等らの口があんぐりと開く。

　黒髪。胸と腰に申し訳程度の薄布だか水着だか分からないレベルの衣服。背中から一対の蝙こう蝠もりめいた翼が生えてはいるが、

「は、半裸の」「バインバイン美女……」「なんだあのおっぱいは」「う、うわ。水で透けてっぞ、おい」

　大おお国ぐにの狼ろう狽ばいした声を聞きながら、

（こないだのミザルとか言う奴やつより、さらに……あんな人間みたいな魔書生物もいるのか？　いや、本から現れるなら十分あり得るか！）

　戦闘からはほど遠い容姿に、流石さすがの守す砂さも戸惑いがある。だが、とにかく今は確認だ。

「大おお国ぐに、小お山やま津づ先輩、一発殴ってこようか」

「ええ!?　あ、アレをっすか！　む、胸こぼれちまいますよ!?」

「人間じゃないんだし、まあそこは頑張って」

　言われてなお戸惑う大おお国ぐにの前に出る影がある。

「ふっ……ウブな新人は後ろで待っていろ」

　小お山やま津づだ。三年のベテラン探索委員。歩きつつ魔書を取り出し、

「『山怪奇章』三〇頁ページ──霧む中ちゆう乃の影かげ」

　ぶわ、と踏み出す彼の周囲数ｍに、言葉通りに霧のようなものが発生した。

「小お山やま津づ先輩の記述の一つだ。あの霧の中だと、相手には小お山やま津づ先輩が何人もいるように見える。俺らも突っ込むと同士討ちになりかねねーぞ」

　皆みな戸とが解説し、美女型の魔書生物へ突っ込んでいく小お山やま津づを三人で見守る形になる。

「うおおおお、おっぱい！」

　飛びかかるかけ声が何かおかしかった。

「「「いやちょっと待て────────！」」」

　三人の止める声も虚むなしく、小お山やま津づと女性型魔書生物が霧の中に消える。彼かれ等らに聞こえるのは切れ切れに霧の中から響く、小お山やま津づの声のみだ。

「こっこれは……！」「や、柔らかぁい」「あっいやそんなことまで……？」「いいんですか！　いいんですか！」

　その内容に、三人は困った感じで互いを見る。皆みな戸とが呆あきれ半分、羨ましい半分という感じで頭をかいた。

「どうすんだ、これ。明らかに何かされてんだろ」

「前に俺も食らった魅了ってやつかな……俺らは平気だから、近くに行くとまずいみたいな」

「あっ！　霧晴れてきたっスよ！」

　見れば、晴れた霧の合間から、半裸になった挙げ句体中にキスマークを付けて倒れている小お山やま津づが現れた。女性型魔書生物は、それに添い寝しながら長い舌を出し、食たべ滓かすを掃除するように口の周りを舐なめている。

「やられてるっス」

「見りゃ分かるっつの！　ぬう、小お山やま津づ先輩が隠しフロアとはいえ七層でやられるとは」

　小お山やま津づはエキドナの討伐隊にも参加した実力者だ。隊員としては十層以降で活躍している。よって、単なる実力で負けたとは考えにくい。

　サキュバスは立ち上がり、次の獲物を見定めて再び近付いてくる。

「強烈っぽいなあ、魅了。近付かんとこ」

　うんざりした様子で尊たけるが言って、皆みな戸とを見た。

「あー、分かってるよ。くそっ、俺も一回くらい体験したかったが……」

　意を察した皆みな戸とが無念そうにしつつも再び手を突き出す。男が近付けば高位の魔書適合者でも問答無用でやられてしまう。であれば。

「祇ぎ園おん、放水！」

　その後、三回の攻撃により女性型魔書生物は倒れた。




「何をやってるんだ、お前らは」

　迷宮書庫エントランス。

　すぐにトンボ帰りしてきた守す砂さ達へ、呆あきれたような声を出す加か来くである。通路へ入ってすぐということもあり、小お山やま津づの蘇そ生せいに一旦退却を選んだのだ。

「いやそれがかくかくしかじかでな──」

　説明を受けて、八や十そ間まが頷うなずいた。

「初見の相手にやられちゃったのはしょうがないし、敵のネタが割れたのは大きいよね」

　プランを組み直す。具体的には、今日いっぱいを使ってマッピングすることは変わらない。

　ただ、魔書生物と遭遇した場合は基本的に間接攻撃が出来る者の担当となる。今のメンバーで言えば、加か来く、皆みな戸と、八や十そ間まだ。

　尊たけるが合同隊の面々を見回す。

「組み直そうか。探索隊が俺、皆みな戸と、雅みやびに大おお国ぐに」

「強敵撃破隊が俺と小お山やま津づ先輩、か」

　加か来くが嘆息する。多くの魔書生物と会う探索隊の側に遠隔攻撃手段を増やすのは利にかなっている。

「八や十そ間まの手て札を他隊に晒さらすのは気が引けるが……仕方ないか。俺にも護衛役が欲しいのは確かだ」

　まとまった。そこで、八や十そ間まが手を挙げた。

「そういえば、出てくる魔書生物ってなんて言うの？」

　一同、この中で最も深くまで潜った経験のある小お山やま津づを見る。だが彼は軽く肩をすくめた。

「知ってたらやられないって。新種じゃないか？」

「あー、じゃあ名前は──、雨あめ野の先輩いないけど、やってくること的に仮にサキュバスと名付けておくか」

　異議無し、と言った具合に全員頷うなずく。




　探索隊が再び旅立って。エントランスでなんとなく加か来くは小お山やま津づへと聞いた。

「……ところで、その仮称サキュバスに何をされたのか、は」

「覚えてないんだよクソッ！　くそお!!」

　血涙を流さんばかりに悔しがる小お山やま津づ先輩であった。
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「行けっ！　『百獣母蛇』三頁ページ、ケルベロス！」

　再び、七層隠しフロア。通路を駆け抜ける一頭の魔犬がいる。その頭部は、三つの首を備えていた。先月『母蛇の巣』で守す砂さ隊を苦しめたヌシの一体、ケルベロスだ。

「んあああぁっ！」

　魔書から呼び出されたケルベロスには魅了が通じないようであり、サキュバスは多少の反撃はするものの嚙かみ裂かれる。

「んもうっ！」

　背中の羽根をはばたかせ、飛び上がる。しかし、

「ほい撃墜っと」

　皆みな戸との放水。床に落ちたサキュバスはさらにケルベロスの攻撃を受け、ほどなく倒れた。紙片に変換される。

「おおー、こりゃすごい。便利だ。……美人がやられてくのはちょっとげんなりすっけど」

　皆みな戸とが感嘆の声を上げ、大おお国ぐには軽く首を捻ひねる。

「あれ？　俺らが戦ったのもっと大きかったっすよね？」

「そうだな。雅みやびのケルベロスは柴しば犬けんよりちょいでかいくらいか？」

　戦闘した記憶ではライオン以上の大きさがあったはずだ、と尊たけるは思い出す。

「まだ僕が熟練度低いからだと思うよ。もっと経験積んだら大きく、強くなるはずさ。今低層を中心に歩き回ってるところだから。……少しダメージ受けちゃったな」

　八や十そ間まは戻ってきたケルベロスを撫なでて労ねぎらい、魔書へと戻す。

「出せる魔書生物って、戻しても傷は蓄積しちゃうのか？」

「うん。扱いは普通の魔書と同じだね。倒されても、一晩休ませれば大体全快してるよ」

　なるほど、と尊たけるは八や十そ間まの戦力を換算する。現在出せるのはケルベロスのみということで、倒されてしまえば後は肉弾戦しか出来なくなる。

「分かった。初手を放水とケルベロスの同時攻撃にすれば、もっと被弾は減らせそうだな」

　撃破パターンを見つけ、さらに最適化させる。迷宮書庫の戦闘はこれの繰り返しだ。

　探索隊は危なげなくサキュバスを排除しながら、七層隠しフロアの探索を進めていった。

　七層の隠しフロアは単純な構造だった。最初と同じような通路が、幾つかの曲がり角を経て延々続いている。壁に時折書架はあるものの、現状実本は無い。

「しかしなあ」

　皆みな戸とがお尻書架の図書をぱらぱらとめくり（海外の官能小説だった）、頭を振って本を戻した。

「どしたんすか」

　大おお国ぐにが聞き返す。彼は現状の戦術においてはセーフティの役割を負っている。近い距離で突然サキュバスとの遭遇戦になった場合、魅了を覚悟で突っ込み、その隙に八や十そ間まと皆みな戸とに距離を取らせる、という仕事だ。

　特に危険そうな場所は尊たけるの『自己拡大』で警戒する上、現状不意打ちの回数も少ないのでどうにか戦闘不能には至っていない。

「サキュバス、エロいよな」

「あ、あー、まあ、そっすね」

　軽く赤面しつつ、大おお国ぐに。彼にはまだちょっと、触れる生の存在としてのサキュバスの露出度は刺激が強い。魅了されている時の記憶は無くても、生々しい感触がいくらか彼の触覚には残っている。

「俺らエロ本探しに来てるんだよな……？　それなのにエロいおねーさん倒してエロ本探すってなんかこれおかしくね？　おかしくね？」

「気付いてしまったか……」

　尊たけるが嘆息し、八や十そ間まが苦笑してなだめる。

「でもしょうがないでしょ、あれとエッチなことしたら死んじゃうんだよ？」

「ぶっちゃけアレといたせるなら一回くらい死んでも……連れて帰ってくんない？」

「やだ」「めんどい」「そういうのはナシでしょ」

「はぁい……」しょんぼりと項うな垂だれる皆みな戸と。「くそう、なんか想像と違っ……いや違っては無いんだが、想定外の……ん？」

　その顔がぱっと上がった。口角も上がっている。

「守す砂さ」

「ああ。今日の内に着けるとは、ツイてるな」

　幾度目かの角を曲がった先。大きな扉がある。

「あそこがゴールなんすか？」

　大おお国ぐにの声に尊たけるはこくりと頷うなずく。彼の脳内地図における今回の隠しフロアは、通路が内へ渦を描くような軌跡を作っている。

「その内側にある部屋……空間的な余裕も考えるとたぶん、終点だ」

　ヒュー、と皆みな戸との口笛。

「でも、あれをどうにかしなきゃなんだよね」

　八や十そ間まが通路の先を指さした。扉の前には、計六体のサキュバスが陣取っている。

「ここまでは一体ずつ出てきたっつうのに」

「一匹相手してる内に近付かれてやられちまうっスね」

　ケルベロスを向かわせても、数の力で倒されることは想像に難かたくない。

「近接が全部ダメなのがツラいな。やらしい配置だ」

「いっそ俺が囮おとりになってる間に、ケルベロスと皆みな戸とセンパイになんとか倒してもらうとか」

「いや、ちょっとそれでも手数が足りないな──」

　この難所を、知恵を絞って突破せねばならない。

　……本来ならば、そうなのであるが。
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「守す砂さ～って、もう行っちゃったか」

　迷宮書庫エントランス。受付嬢が静かに声の方へ視線を向けている。そこには、入ってきた図書委員会探索委員・谷たに九く郎ろうがいる。

　彼は加か来く隊の隊員であるが、尊たける達とも個人的な親交がある。今回のエロ本探索の誘いも当然受けていたのであるが、彼は彼女持ちの身だ。一度は断っていた。

「でも結局来てしまった煩ぼん悩のうに弱い俺……しかし遅かったかあ」

　見回すが、エントランスには受付嬢と、谷たにしかいない。

　どうしたものかな、と彼は腕を組む。最短ルートを行ったとしても、一人で七層までというのはそこそこ危険だ。

「まあ、待ってりゃ戻ってくるか？　登録には人出がいるだろうし、手伝いとかさせてもらえりゃ……うひひ」

　都合の良いい想像を谷たにが働かせたその時だ。背後のエントランス入口扉が開く音がした。

「あら、谷たに君ね────」

　静かな、しかし地から響くような声がした。

「尊たける達、知らない？」
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「『火の蛮性と聖性』三〇頁ページ、劫ごう火か」

　ずぼお、と通路の横幅と天井、全てを炎が埋めた。無論、扉の前でたむろするサキュバス達に避ける術は無い。まとめて焼かれていく。

「もう一発だ。消えろ」

　重ねて、猛炎が襲う。生き残っていたサキュバス達も倒れ伏し、紙片へと変わっていく。

「おおー」「やっぱ火力すごいなあ」

　ぱちぱちと、八や十そ間まと尊たけるの拍手。

「ふん。本来こんな雑ざ魚こに使う記述じゃないんだ。ありがたく思え」

「エロ本のためだもんな」

「やかましい！」

　そう。知恵を絞る前に、この合同隊には加か来く槌つち彦ひこがいる。魔書『火の蛮性と聖性』を持ち、範囲攻撃を得意とする殲せん滅めつ役。燃費は著しく悪いものの、攻撃力は折り紙付きだ。

　尊たける達はいったん戻り、メンバーを編成し直してやってきたのであった。

「小難しいこと言ってないでぶっ飛ばす、が出来ちまうならそれに越したことは無いわな」

　小お山やま津づが苦笑して、扉前を見やった。そこには一体のサキュバスが残っているが、ほぼ焼け焦げて消滅手前だ。

「念のために紙片になってから行こ──」

　そう、尊たけるが呼びかけた時だ。ふるふるとわななく細い指が、彼を指した。

「………………マエ、ヲ」

「？」

　声。サキュバスである。これまで女性型とはいえ叫び声程度しか発していなかった魔書生物が、言葉を発している。




「　オ　マ　エ　ヲ　ミ　テ　イ　ル　ゾ　」




　辛かろうじて、尊たけるにはそう聞き取れた。サキュバスの腕が床に落ち、彼女は紙片へと変わる。

「あれ？　何か言ってた？」

「………………」

　快かい哉さいを上げていた八や十そ間まが聞いてくるが、尊たけるは答えを返すことができない。

（本から出て、決まった行動を取るだけの魔書生物が、意志を伝えてくるだと？　しかも、この戦闘じゃ見ていただけの俺に）

　疑問が湧く。指の先は、ひょっとすれば尊たけるでは無かった可能性はあるが。

「たまにあることだ。特にホラー系の奴やつはな。こいつもその手だろう」

　尊たけるの疑問に割り込むように、紙片を破りながらそう解説したのは倒した当人である加か来くだ。

　軽く鼓動を速めた心臓を意識しながら、尊たけるは考える。

　怪奇存在が、意味不明な宣言を与えてくる。確かに、恐怖・心霊小説では良くある手法だ。

　既に声の主であるサキュバスは跡形もない。

「あいつがラス１だったみたいだしな」

　問題が起きたならばその時はその時だ、と尊たけるは切り替える。

　現在、人数集中による迷宮の過剰反応を警戒して、皆みな戸とと大おお国ぐにが隠しフロアの入口近くまで戻っている。一本道なので魔書生物はもういないために安全であり、彼かれ等らの好みの図書登録作業は残しておくという条件だ。後で交代する予定である。

「んじゃまあ、暴きますか」

　掌てのひらを擦り合わせ、尊たけるが扉に手をかけ、

（『亡失迷宮』一五頁ページ、自己拡大──室内に魔書生物はいない……よし！）

　確認して頷うなずき、開く。




　楽園が、そこにあった。
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　かつ、かつと。五つの足音が、階段を降りている。

「色々聞いてみて分かったんだよね～何かスッサーが変な計画練ってるってコト」

　雨あめ野のが唄うように言った。

「だ、誰に聞いたんです？」

　おそるおそる問うのは、先頭を行く谷たにだ。道案内を頼まれている。

「それは言えないかな。あたしらに脅されて、さらに男子からもウラギリモノって責められちゃカワイソーっしょ？」

　言葉の内容に、ごくりと谷たには唾を飲む。後ろにいるメンバーからの脅し──

（いや、拷問に近いだろーな……守す砂さ達を売りやがったな、そいつ……）

　そして彼も他ひ人と事ごとでは無い。

「九く郎ろうも、知ってたんだよね？」

　背後からの声へ、谷たには慌てて取り繕う。

「い、いやまてヒサ！　俺は断ったよ勿もち論ろん！　ほんとに！」

「ふうん……」

　いまいち疑わしげな顔をしているのは谷たにの彼女である久く恵え久ひさ子こだ。一行は他に、

「仲間はずれにしたせんぱいを許すなー！　ごったごー！」

　両手を挙げて私し怨えんで何やら意気込んでいるエスキュナと──あと、ひとり。
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「────ッし！」

　ぐ、と尊たけるがガッツポーズを取る。また一つ、彼はたどりついたのだ。

「しかし──すごいな、これ全部そういう本か？」

　尊たけるの声が室内に響いたが、答える者はいない。全員が、そこにあるものを熟読、あるいはガン見しているからだ。

　七層隠しフロアの最さい奥おう。そこには、楽園と呼ぶべき空間があった。

　円形に作られた部屋の壁には一面、天井までびっしりと書架が並び、

「うお、何か惚ほれ薬の作り方が詳細に書いてあんだけど。マジなの？　これ。…………どこに生えてんのよアンブロシア」

「こっちは男女の写真、なのか？　何か動いているが。あっあっ……おっ始めてしまった」

「こりゃ江戸時代かなんかのか。タコに巻き付かれてる女の人……昔から触手プレイってあったんだなあ」

「おお、ビデオもあるのか……しかしデッキって今どこにあんの？」

「うわこれ、昔のＰＬＡＹＢＯＹ？　アメリカのやつ？」

「カーマ・スートラに写真付けたやつ、か。うわーモロだ。モロすぎる」

　洋の東西を問わず写真、絵画、様々なその手の資料が収められている。

　道中の書架にも本はあったのだが、そちらは文字媒体がほとんどであった。この室内には、絵画や写真など、いわゆるモロな資料が多い。

「ちょ、ちょっとトイレに……」

「いやいや」「迷宮書庫にあるんですか、トイレ」

　小お山やま津づの冗談に苦笑混じりの突っ込みが返る。仮にここにトイレなどあれば、果たして本来の目的で使われたものかどうか定さだかでは無い。

「こりゃ確認だけで一苦労だな」

　尊たけるとて十七歳の男子高校生だ。好みを探してあれこれと開き見る。

「そういえば、守す砂さ。人の好みをあれこれ言ってきたが」

　状況のせいか、ほんの少し上機嫌（に見える）な加か来くが珍しく尊たけるへ話題を振ってくる。

「どんなのが好みなんだ、お前」

　場の視線がなんとなく集まった。尊たけるは嘆息しつつ、

「いやまあ、隠すようなもんでもないけど。……そうだな」

　脳裏に浮かぶものを、やや照れつつ申告する。

「髪はまあ、黒で長いのが良いいかな」

「ふむ。まあ金もいいが黒も悪くはないな」加か来くが頷うなずく。

「身長は小さいよりも高い方が良くて」

「へー。尊たけるはそうなんだね。僕は自分より低いのが好きかなあ」八や十そ間まが笑う。

「胸と尻とかはまあ……大きい方が」

「分かるぞ守す砂さ。おっぱいは大きければ大きいほど良いい」小お山やま津づが理解を示す。

「後は、何より意志の強い人がいいかなあ。我ながら好みがうるさいけども」

　言い終えた尊たける以外の三人は、腕を組んで目を閉じた。冒険馬鹿理想の女子が脳裏に浮かぶ。

　黒髪ロング、長身、巨乳、意志の強い性格。

（（（ああー……）））

「なんだよ、その呆あきれたよーな目は」

「うーん、えーとね」

　少し悩んだように眉間を揉もんでから、八や十そ間まが聞いた。

「尊たけるさ、その、天あま寺てら先輩とは端から見ても良い感じだと思うんだけど。告白したりしないの？」

　これに、尊たけるは深く嘆息した。

「えーと。あの人、弟扱いがすごくてな……もうちょい男として見られないと無理かなあって」

　全員が天を仰いだ。

（（（ああー……）））

「だからなんだよその呆あきれたよーな目は」

　そんな寸劇はさておき。

　本来は実本のみを探せばいいのであるが、誰もそれを言い出さず、しばし物色タイムが過ぎていき──

「いやあ、これ最高だなおい！　っと、とりあえず登録作業中にやむなく家に持ち帰る第一候補を見繕って、控え組に交代しないとな。皆みな戸ととかうるさそうだし……ん？」

　大仏顔をさらに慈愛に満ちた顔にした（その理由は煩ぼん悩のうまみれだが）小お山やま津づが振り返る。

「どうした？」

「いや、何か物音がしたような」

　視線が部屋の扉へと向けられる。こつこつ、と控えめな音が鳴った。

「ノック？」「皆みな戸とと大おお国ぐにが我慢しきれなくなったか？」

　尊たけるが扉を開ける。男子しか入れない上に道中の魔書生物は始末したので、彼をして警戒は薄い。しかし立っていたのは、

「谷たに？　お前、来ないって……」

　彼女持ちの探索委員男子の姿がそこにあった。

「──俺はメッセンジャーだ、守す砂さ」

　端的に、そして気まずそうに。彼はそう自分の役割を告げた。疑問顔になる室内の四人。

「『私達はエロ本探索の話は既に摑つかんでいる』」

「「「「！」」」」

　合同隊に戦慄が走った。情報が、漏れている。

「『全員、即座に実本のみ持って上がって、フブル司書に一冊残らず引き渡して封ふう印いんせよ』だとさ。大おお国ぐにと皆みな戸とはもう降伏した」

「誰だ、俺達にそんなことを言う奴やつは」

　加か来くが鼻で笑う。

「まず雨あめ野の先輩」

「む」

　返答に彼の眉が動く。雨あめ野のはかなりの実力者だ。

「ていうか、雨あめ野の先輩にバレたらそりゃ拡散されるよね」

　八や十そ間まが両手を挙げて天を仰いだ。

「そんでエスキュナと、その──久く恵え」

　これには話している谷たに自身が苦い顔をしている。小お山やま津づが肩をすくめた。

「彼女に詰められたってのは、気の毒にと言うべきか幸せ者と言うべきか……」

「後は、まあ」

　一ひと際きわ気まずげに、谷たには尊たけるを見て、思い出しながら、その名を告げた。





◇






　七層隠し通路前。罪人の如ごとく大おお国ぐにと皆みな戸とが座している。

「君達の意見は分かった。いやまあね。あたしはいいけど」

　そう言う雨あめ野のが後ろを振り返る。女子探索委員を背後に従え、刀を床に突き立てて仁王立ちする、その人物。

「でも──ＡＭＡＴＥＲＡはなんて言うかな？」





◇






「加か来く、交渉頼む」

　尊たけるは即答した。





◇






「何な故ぜ俺が……」

　十分後。

　協議の結果交渉代表となった加か来くが、相談した反論内容を伝えるため、谷たにと共に隠し通路入口に立った。

　そこには、見えない障壁を境目にするように女性陣が立っている。前面に出た雨あめ野のが告げた。

「返事は？」

「我々は徹底抗戦を唱える」

　びし、と加か来くは宣言する。

　こそり、と背後から谷たにが付け加えるように言ってくる。

「ちなみに、降伏したとは言ったが、皆みな戸とは反抗して雨あめ野の先輩に即沈められた」

「ぬ」

　加か来くがうめいて、隠し通路から出たあたりをよく見る。そこには、尻を上に突き出して倒れている皆みな戸とと、エスキュナにつつかれながら正座する大おお国ぐにがいる。

（愚かな……通路から出るとは）

　女性陣とはいえ、探索委員の中でも『荒天女』と呼ばれる雨あめ野のがおり、『剣魔』と畏れられる天あま寺てらも控えている。直接対決は無謀である。

「遙はるか昔から残る貴重な資料を俺達は世に啓ひらく義務がある、俺達は探索委員としての仕事をしているだけです」

　加か来く槌つち彦ひこは臨機応変な男である。徹底抗戦案を廃棄して、宣言する。

「まさかあんたが来るとはね、カグッチ……。ふ、まあスッサーは顔出しにくいか」

　代表とばかり、雨あめ野のが進み出る。見えない境界を挟んでにらみ合う。

「探索委員の仕事ってんなら運んでくるのが仕事っしょ。ズルしてエロ本読みたいっつうのバレバレすぎ。さっさと持ってきやがれい」

　正論であった。しかし、加か来くも負けてはいない。

「どこにそんな証拠があります？　ふん、案外雨あめ野の先輩も視野が狭い。予想外に蔵書があるもので、実本の捜索に時間がかかっているだけです。大人しく待ってください」

　ビキィ、と音が聞こえた。明らかに幻聴なのだが、その場にいる誰もが聞いた。
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「はあー？　カグッチ何年図書委員やってんの？　ざーっと見なよざーっと」

「そういう雑なやり方は漏らしを生みます。二度手間になってもいいなら構いませんがね」

「どんだけフシアナだーおい？　あーそーねカグッチサボりまくりだもんね図書当番！」

「それは今関係ないでしょうが。迷宮書庫の本を見つける目は、選えり好ごのみするそちらよりも確かだと思ってますが？」

「バトキチ隊長が言ってくれんじゃねーの！」

　売り言葉に、買い言葉。

　ヒートアップするふたりが、境界線寸前まで近付いて言い合いを続ける。雨あめ野のの足裏が床を叩たたいた。

「ぐちゃぐちゃ言い訳しよって！　エロ本でシコりたいなら自分で買ってやれ男子！」

　キレ気味で放たれつつも、しかして再びのド正論であった。そうだそうだー！　と背後の久く恵えとエスキュナが口を揃そろえた。女性陣の剣幕に一歩たじろいだ加か来くは、苦々しく認める。

（……平行線か。譲歩を引き出すことは難しそうだな）

　しかし、優位は手出しできない位置にある男子側にある、と彼は判断する。

「ふん、話にならんな。こうなったら籠ろう城じようだ。我々は立てこもる！」

「おいおい……」

　立場的に板挟みとなっている谷たにがげんなりとした顔をする。このままであれば複数隊が機能不全となる。大変に面倒なことになりかねない。その、時だ。

　ずん！　と地が震えた。

「「「「「！」」」」」」

　その場の誰もが、振動の発生源に顔を向ける。白目を剝むいていた皆みな戸とですら跳ね起きた。

　しゅうう、と床の一点から煙が上がっている。鞘さやを突き下ろした音だった。つまり、

「み、ミカッチ……ちょ、ま？」

　味方のはずの雨あめ野のですら、やや引き気味に声をかける。俯うつむいていた顔が、上げられた。

　髪の間から現れる眼光が、反射ではなく自ら光っていた、と思えた。

「ぴぇっ……」

　慣れていないエスキュナが涙目で鳴いた。




「本を持って出てくるか、守す砂さ隊長に死体担かつがせて図書館出るか、今すぐ選びなさい」




　宣告だった。

　どうやってやるか、などということは抜かした結論だ。

　どうやってでもするのだろう、という気迫に満ちている。

　ギアが一段違う。





◇






「だ、そうだ」

　一度持ち帰って検討、と言いつつ逃げ戻った加か来くが告げる。

「交渉が出来ない……！」

　尊たけるが頭を抱えた。加か来くの方は矢面に立たされた恨みで、割とざまあみろという顔で見ている。

「まあ天あま寺てら先輩いる時点でね」「天あま寺てら連れてくるの反則過ぎるだろ」「こいつ守砂生いけ贄にえに差し出すのはどうだ」

「加か来くうっさい！」尊たけるが振り向く。「一応聞くけど、オブザーバー谷たにの見解は」

「……諦めろ。お前らも天あま寺てら先輩見たらわかる」

　加か来くも頷うなずく。がっくり、と合同隊が床に崩れ落ちた。しょぼーん、とそれぞれにセレクトしていた一押し本を眺めている。

　尊たけるは息を吐いた。彼としても古今東西のエロ本は惜しい……が、地図は完成したという満足感は得ている。またしても彼は、永く閉ざされた扉を開き、征したことは確かなのだ。

　両手を挙げた。

「降伏しまーす……」

　勝利であり、敗北であった。





○






　顚てん末まつとして。

　合同隊に参加した男子の評判はたいそう女子探索委員の間で落ちたのだが、とはいえ大量の未発見資料があったことは確かである。

　今回の資料は性娯楽的な要素が強いものが多く、その扱いは紛糾したものの、図書館の資料であることは動かない。結局のところ、利用は成人以上の館内閲覧のみに留とどめ、また資料請求があった際は隠しフロアでいたずらに時間を潰すことなく、迅速かつ確実に資料を持ち帰ることのできる隊にレファレンスが行くこととなった。

　発見報酬自体はちゃんと参加者の隊に振り分けられ、参加者は各おの々おの所属隊女子の機嫌を最大限に取ることでほどなく対応は軟化された。

　加か来くと小お山やま津づは大層苦労したそうな。




「なんだかんだ言って即物的だよな、みんな」

　悟った顔でそう言ったのは皆みな戸とである。彼は最初の検分にも加わっていなかったので不満たらたらであった。天あま寺てらにボコられたこともあり、哀れに思った他の合同隊員により、各おの々おののこれぞという逸品の提供を受けて機嫌を直した。




　検分に加われなかったもう一方、大おお国ぐにはと言えば、

「や、俺は守す砂さセンパイに付いてっただけっすから」べしべし

「世話になったな、大おお国ぐにには。また今度昼飯奢おごるからさ」べしべし

「やーいいっすよここも払ってもらったんで」べしべし

「しかしハンバーガーくらいじゃなあ」べしべし

　そんなわけで、彼は帰宅途中のワックにてにこやかにハンバーガー五個を平らげている。のであるが。べしべし。

「…………おいエス公、お前いい加減周りウロウロしながらローキックやめろや！　大体チクったのおめーだろ！」

「バーカバーカ、エーロ。バカエロヤチと守す砂さエロせんぱい」

「その呼び方もやめろ！　子供かテメーは！」

「ンフフ。仲間外れにされてさみしかったのよね、エスチャンは」

「うえ～津つ久く澄づみせんぱ～い」

　津つ久く澄づみに泣きついて空色の髪を撫なでられているエスキュナを見て、尊たけるは苦笑する。

「ま、猫がいじけたと思ってしばらく我慢するしかないね」

「ったく」赤頭をくしゃくしゃかき回す大おお国ぐに。ふと、気付いたように言った。「そういや、いじけると言えば大丈夫だったんスか、天あま寺てら先輩」

「ああ、それは……」





○






　合同隊が降伏して、エントランスまで本を持って戻った直後のことだ。

（ミカ姉が視線を合わせてくれない……）

　雨あめ野のは「やーいエロエロ」と言ってべしべし尊たけるの背中を叩たたいていたが、三み火かは無言を貫き通して、持ち帰ったエロ本の数々をフブルへと渡している。焚たきつけた本人であるフブルは非常に渋面だ。

「あー、よし。任しといて尊たける。さっきいいこと聞いたしさ」

　仕方ないなとばかりに笑って、彼女へと駆け寄ったのは八や十そ間まだった。彼に対してもそっけなくなっている三み火かへ向けて、何事か囁ささやいた。

「っ」

　びくん、と三み火かの肩が震える。振り向いた。

「……………………………………」

　尊たけるを見る、耳まで真っ赤にした顔。

「ミカね」

　だんっ、しゅばっだだだだ。飛んで跳ねて、疾走。図書館では御ご法はつ度とだ。呼び終わる前に、脱だつ兎とのようにエントランスを出て行った。

「あーらら、まだ本があるのに」

　仕方なさげに言って、雨あめ野のが引き継いで仕事を続ける。

「あれ明日から俺大丈夫なやつ？」

　戻ってきた八や十そ間まへ疑問顔で聞くと、彼はおかしげに笑った。

「大丈夫大丈夫。明日は前より機嫌良いいかもよ」

　実際良かった。





○






　なお、実本資料の登録作業であるが。

「ちょほほ、ガキ共のエロ心につけ込めば楽出来ると思うたのに……多い～！」

　未成年参加を女子が禁止したために、フブル司書により一人で行われたのでありましたとさ。







[image: 四章　図書委員は踏んで破る]

「間に色々あったけど、そろそろ六層の地図を完全にしよう」

　尊たけるがホワイトボードの前で宣言する。

「そーですね。間に色々ありましたもんね。色々」

「いい加減機嫌直せよオメーは」

　口を３の形にしてぶうたれるエスキュナを大おお国ぐにが𠮟る。わちゃわちゃケンカを始めたふたりを置いて、津つ久く澄づみが話を継いだ。

「そうね。紙かむ珠たま教授が閲覧してた本も、余裕ある内に返しにいかなきゃだしね」

　迷宮書庫の資料閲覧依頼は、探索隊が本を持ち帰った後、継続して閲覧の希望がある場合は地下エントランスに最大で一ヶ月置かれる。それを過ぎると、本の暴走を防ぐために依頼を受けた隊が元の位置に戻すのである。今回は、一ヶ月を待たず紙かむ珠たま教授の使用が終わったため、もう返却してもＯＫという流れになった。

　探索委員が扱う魔書については、登録の際に委員が使えるように『特別な製本処置』をフブル司書が行っている。何をしているかは学生である尊たける達には知りようもないが、

「結構労力とコストがかかるンですって。他の実本には施されないわ」

　そんなわけで、一ヶ月を越えてまた見たい場合は、希望者に新たに依頼してもらう、という仕組みになっている。

「前からやってたことっすけど、地下レファレンス受けた奴やつが元の場所に戻すんすよね」

　もうエスキュナにつつかれるのを放置して言ってくる大おお国ぐにに、尊たけるは頷うなずく。

「そういうこと。フブル司書曰いわく、図書館の仕事ってのは本を集めて、求める人に渡して、返す。それが全てなんだと」

　そのために整備も収集も配架もあるのだと。そしてそれは求める人がいなければ意味がない。

「色んな事情で無理な場合は、隊が出す地下レファレンスの形で、ほかの隊に頼むこともできるけどね。でもそれは最後の手段。図書館の本分のひとつなンだから、サボっちゃダメってコトよ。今度は本が変なとこ落ちないようにしなきゃネ」

「そういや、紙かむ珠たま教授はもうアメリカに帰ったんですか？」

「まだいるわよ。もう帰ってもいいらしいンだけど、守す砂さ隊が本を返すって聞いたら、じゃあそれが終わったらお疲れ会しましょう！　って」

「おお、マジっすか」「たのしみ～」

　無邪気に喜ぶ大おお国ぐにとエスキュナだが、尊たけるは微妙な心持ちで頰をかく。

（あの先生どっかで見た気はするんだよ。でも思い出せないんだよな……）

　これである。教授の態度は非常に友好的だが、向こうが尊たけるを知っているかは確信がない。

「モテる男はツラいわね」

「いや、そんなんじゃないでしょ」

　津つ久く澄づみが突いてくる肘を、唇を尖とがらせて避けて、尊たけるは切り替えるように手を叩たたいた。

「んじゃ今日は六層コンプリートと、本の返却！　行くぞ」




　まずは近場から、ということで地図の残りを潰す。

「各自、ラカンズ警戒しつつ、前進」

　既に守す砂さ隊は六層の魔書生物、ラカンズを撃破するのに苦労はなくなっていた。それは慣れもあるが、

「ヒャッハー！　なんだこの本武器も出んのかよ！　天あま寺てらセンパイみてーでこいつはいいぜ！」

「大おお国ぐに、振り回す時は連携考えてな！」

　彼の持つ魔書『英雄乃書』二六頁ページ、母も里り友とも信のぶ。

　先刻読めるようになったばかりの二つ目の記述だ。槍やりの名手と記述されており、愛あい槍そうもまた魔書から現れ、彼の槍やり捌さばきをもって扱うことが可能になる。

　この記述からは、俱く利り[image: か]か羅らの龍が彫られた三ｍ超の美しく長大な槍やりが現れる。書架の間で振り回すのは明らかに不都合だが、四つ辻つじなどであれば取り回しが可能な上、通路内でも突きに動作を限定すれば狭さが逆に有利に働く。

「……！、……！」

　ラカンズが圧倒的なリーチ差により体に穴を穿うがたれていく。反撃をしようにも、

「六五頁ページ、蟠ばん龍りゆう山ざん……いいわよ！　隙間作っといたから思う存分突きなさい！」

　敵の攻撃は津つ久く澄づみが創り出す複数のブロックめいた壁に阻はばまれ、その壁の隙間から槍やりが伸びてくるのである。

「むー。これはわたしやることないのでは？」

「温存出来るならその方がいいさ。接近戦で倒すパターンはどうしても事故があるからな」

　後ろで見ているだけなのはエスキュナと尊たけるだ。ラカンズが一体ならば、この手で完全にハメられる。

「おラァッ！」

　幾度目かの突きが、ラカンズの首を貫いた。動力が切れたように四肢の動きが止まり、紙片へと変わる。

「うしっ」

　大おお国ぐにが成長の実感を味わうように拳を握る。

「お見事。さて……この行き止まりで最後だな」

　尊たけるが木造（のように見えるが、実際は定さだかではない）の壁に触れる。彼の脳内地図から、空白部位が消えた。

「これで六層制覇だ。そんじゃ後は返却して、帰って紙かむ珠たま教授と合流しようか」

「七層をちょびっとだけ見てくるのはだめですかね？」

　手を挙げたのはエスキュナだ。尊たけるが思考する。これが全くの未知の階層ならば一旦出ることを選ぶが、

「七層の魔書生物は何度か戦ってるしな」

「そうね。他にも出会ってないのがチョイいるけど、強さ的にはほら、あの『影』が一番」

　影は今の守す砂さ隊であれば安定して戦うことが可能だ。

　さらに尊たけるも七層は、なんだかんだと数度出入りしている。

「俺とエスキュナの余裕はある。深入りは危険だが、入口近辺ならいいか……？」

「アタシたちも疲ひ労ろう困こん憊ぱいってほどではないわよ」「まだ何回かは余裕っす！」

　隊員の答えを受けて、尊たけるは頷うなずく。守す砂さ隊として入るのは初めてなので、念を入れる。

「よし、そんなら念のため、七層で戦闘一回起きたら帰る。それでいいな」

　我ながら用心深いと感じるが、探索とはそれくらいで丁度いいと尊たけるは認識している。

「っと、それより先に本を返さなきゃな。この通路戻ったとこだから……」

「ん？　ありゃ、ラカンズ一匹復活してやがら」

　通路真まっ直すぐに、七層への階段をとらえた時だ。大おお国ぐにが階段の前に立つ人影を指さした。

「アラ、ほンとね」

　遠目からも見た目は確かに、ラカンズのようだった。二ｍほどの身長の人型。しかし、

「今回のは目、というか顔の造形が無いな……そんで、服着てる？」

「あ、ほんとだ。彫刻で表現してるんじゃなくて、布を巻いてるみたいですねえ」

　打倒のために歩み寄りながら、見た目の差異に少し首を捻ひねる。これまでも、ラカンズには外見は数種類あったが、どれとも異なるものだ。

「一応さっきのパターン通りにやるとして、念のため俺とエスキュナも戦闘準備を──」

　ラカンズが反応する手前の距離を保って、尊たけるが指示を出し、脳内地図で周囲を警戒した時だ。

　進行方向に、ヌシの反応があった。

（え？）

　津つ久く澄づみの発言が脳裏に甦よみがえる。

『六層は珍しくヌシがいないのが特徴でね──』

　ぶわ、と冷や汗。理解よりも速く、幾多の危険を乗り越えてきた尊たけるの体が反応を示した。

「一旦止ま──」

　号令しようとしたその時だ。無貌の人型ヌシ魔書生物が、眼前にいた。

（速いっ！）

　ぞわりとした悪お寒かんは止まらない。魔書生物がとった武術めいた構え。そこからコンマ数秒後に繰り出されるであろう拳は、確実に自身の命を奪うと感じた。

「なッ……！　守す砂さチャン!?」

　ヌシに横を抜かれた津つ久く澄づみの驚きよう愕がくの声。彼にすら未知の事態なのだ。

　拳が突き出される。尊たけるの心臓目がけて。

「オノマストスッ!!」

　叫び。尊たけるとヌシの間に割り込む姿がある。

　破砕音。次いで衝撃。尊たけるの視界が大おお国ぐにの背中でいっぱいになる。

「ごぶはぁっ！」

　血の籠もった大おお国ぐにの苦く悶もん。共に床に倒れて、尊たけるは初めて彼に庇かばわれたと理解した。

「わ、わああああっ！　センパイ！　バカヤチ！」

　尊たけると並んでいたはずのエスキュナの悲鳴が、随分離れた位置からした。

「このドサンピンがァッ！　どこのモンよ！」

　ドスのきいた声。大おお国ぐにの肩越しに、津つ久く澄づみがヌシへと向かうのが見えた。

　前に回り込む。予あらかじめ発生させていた壁を突き出す。ヌシはあっさりとかわし、カウンターの左拳。腕に発生させた壁で受ける津つ久く澄づみ。直後。

「っ！」

　前蹴りだ。これも、津つ久く澄づみが壁で受ける。しかし、その体は尊たける達の方へ大きく吹き飛んだ。

「こンの……！」

　苛いら立だったような津つ久く澄づみの声。格闘は専門ではないとは言え、最高ランクの探索委員である彼を押しのけるほどの相手。

「エス、キュナ！　津つ久く澄づみ先輩の援護！　弾蹴りまくれ！」

「は、は、はいぃ！」

　こちらに寄ってきていた彼女へと指示を出す。

　先頭でも無いのに狙われた尊たける。倒された大おお国ぐに。いないはずのヌシ。混乱は未いまだある。だが目先の対処が優先だ。

「おい大丈夫か大おお国ぐに──、く！」

　尊たけるは自分にもたれかかっていた大おお国ぐにを抱きかかえ、ヌシに殴られた体の前面を見、そして戦慄する。大おお国ぐには古代ボクシング英雄の記述を使い、ブロックして攻撃を受けていた。しかし。

「ぐ……はぁはぁ、づぅっあ」

　息荒く呻うめく彼の右腕がへし折れている。尊たける諸もろ共とも吹き飛ばされた衝撃からすれば、破壊力は彼の胸にも貫通したはずだ。尊たけるは即断した。

「退くぞ！　退却戦!!」

「はいよ！　二五頁ページ、トングリ砂漠！」

「うわあああああ！　蹴け鞠まりとフットボールぅぅぅぅ!!」

　津つ久く澄づみが横へ細長い壁をヌシの眼前に設置してバックステップ。前進を阻はばまれたヌシへと次々エスキュナのドクロシュートが蹴り込まれた。

「────────────」

　ヌシは迫るドクロに向かい、壁を乗り越えて飛んだ。

「「「!?」」」

　宙には迫る幾つものドクロがある。飛んでしまえば確実に当たる──そう、守す砂さ隊の面々が思った時だ。

　ぐね、とヌシが体をうねらせる。珍妙な、しかしギリギリ人体の範はん疇ちゆうでうねった体が、奇跡的といってもいいタイミングでドクロボールの群をすり抜けた。

　尊たけるは理解する。ヌシの行動は、一片の戸惑いもなかった。

（狙ってやりやがった！）

　ざしゃ、と服をはためかせてヌシが着地する。再び津つ久く澄づみがその前に立つ。

「う、う、うぞおぉぉぉ」

「はン──面白いことになってきたじゃない」

　半泣きのエスキュナに対して津つ久く澄づみは不敵に笑っているが、さしもの彼もその声には緊張がある。津つ久く澄づみだけであればしのいで退却できる可能性はあるが、優先的に狙われているとおぼしき尊たける、そして戦闘不能となった大おお国ぐに。わたわたしているエスキュナ。

　この大騒ぎに、他のラカンズが動いている様子は無い。

（動いているのはあのヌシラカンズ一体。それにしたってこいつはしんどいな。迷ってる暇は無い。俺と大おお国ぐにを残して撤退──）

　後で死体を回収してもらう……という手を口に出そうとした、その時。

「『百獣母蛇』八頁ページ、ケルベロス！」

　涼やかな声は、七層側の階段からした。

　獰どう猛もうな唸うなり声を発して、以前見た時よりも大きな三つ首の犬がヌシへと背後から躍りかかる。

「ゴァルルルゥゥウ！」

　音も無く。ヌシは背後からの爪をかわし、直後ケルベロスと入れ替わるかのように背後へと飛んだ。

「チッ！」

　機に乗じた津つ久く澄づみの『老龍頭』、棒状に伸ばした壁すらも避けた形だ。

「────」

　ふい、とヌシが七層への下り階段方面へと顔を向けた。そこには、

「尊たける！　大丈夫!?」

「雅みやび！」

　ケルベロスを魔書から呼び出した主、八や十そ間ま雅みやびだ。見れば、その後ろには加か来くに谷たに──加か来く隊の面々がいる。

（偶然雅みやび達と探索スケジュールがかち合ったのか……！　加か来くなら……！）

　尊たけるの脳裏に希望が浮かぶ。

　その時だ。ヌシの頭がもう一度、守す砂さ隊の方へ向いた。

「っ」

　尊たけるは息を吞のんだ。ヌシに目は無いが、わかる。

（俺を……見ている）

　そのまま。ヌシは身を翻ひるがえした。書架の間を走り去る。

「待ちなさいコラァっ！」

　津つ久く澄づみが駆け出してその行き先を見るが、ややあって。その肩から力が抜けた。

「──消えたわ。溶けるみたいに」

　未まだ警戒混じりで息を吐く。尊たけるも頷うなずいた。

「ヌシの印が消えた。逃げたみたいだ」

　同時、近場に残っていたラカンズが動き出す気配も湧いた。さっさと退却するべきだ。

「全く、八や十そ間ま。勝手に動くんじゃない──おい守す砂さ！　何事だこれは！」

　加か来くの迷惑そうな声（多人数ペナルティを避けるために、距離を取った大声だ）を聞きながら、尊たけるの記憶からにじみ出す光景がある。

　先だって七層の隠しフロアで、サキュバスを倒した際のことだ。




　──オマエヲミテイルゾ
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「そんなわけで、あんまり慌てたから本返すのも忘れちゃって」

「間違いなく初出のヌシね」

　中華料理店の個室で、青椒肉絲チンジヤオロースーを取り分けつつ津つ久く澄づみが言った。

　街の中華料理屋ではなく、市内にある振興団地の高台に位置する、そこそこにオシャレな感じのちょい高中華店だ。事前の予定通り、紙かむ珠たま教授の厚意によりお疲れ会と言うことでご飯をごちそうになっている。

「六層にはこれまでヌシがいないって話だった……が」

「にもかかわらず出たワケですね。はーヤキソバ、すき～」

「しかもつええ。受けた感じ、あのエキドナの手下のヌシ以上っスよ。クソッ、次は負けねえ！」

　今は完治した腕で肉まんを二個持ちつつ、大おお国ぐに。その発言を迷宮書庫の魔書生物ランクに直せば、十層以下の階層、そこのヌシレベル、ということになる。

「六層は多数の隊が通過してる階層よ。だのに、これまであのヌシの遭遇報告はなかった」

　つまり、それが意味することは。

「守す砂さ隊のなにかに反応して出現したと言うことですね？」

　紙かむ珠たま教授が割り込んだ。探索委員でもないというのに、流石さすがに頭の回転が速い。

「そう……なりますか。……なる、な」

　尊たけるが幾つかの可能性を注意深く検討して、そして結局、認めた。原因は自分達にある。

　かっかっかっ、と上品な味付けの炒飯チヤーハンをかき込む。尊たける的にはもっと濃いのが好きだ。

　咀そ嚼しやくしながら考える。何にしろまずやるべきことは。

（問題は、僕達の邪魔になるかどうか確かめる、だな）

　ごくり。皆に聞かせるよう、言う。

「まともにやると今日の通りだ。まずは検証だね」

「この際ですから、残りのお休み使ってお手伝いしますね」

「いいんですか、忙しい教授さんにそんなのしてもらって」

　紙かむ珠たまはこくりと頷うなずく。

「私の欲しい本、これからも守す砂さ君達に取ってきてもらいたいですから」

　隣に座る津つ久く澄づみの肘突っつきは華麗に無視する尊たけるであった。





○






「検証をしなけりゃならない」

　囁ささやき戦術のノリで守す砂さ尊たける捕手が告げる。

「それで、何で俺に言うんだ」

　バッターボックスに立つ加か来くが、うんざりした様子で返した。

　翌日の宇う伊い豆ず学がく園えん、二年体育の授業中である。

　２クラス合同で行われている本日の内容は野球。尊たけるは地上で全力疾走が出来ない足であるため特別にキャッチャー専門でやっている。

　ピッチャーに低めを要求。飛んできたのは高めだった。どうにか捕る。審判の先生はギリギリストライクにしてくれた。

「前回のこと、聞きたそうにしてたでしょ。単純な話、これまでに見られなかった強いのが湧いたんだよ。加か来く隊的にはどう？」

「ふん、前回のように上う手まく乗せに来たというワケか」

　ピッチャーへ球を投げ返す尊たけるを、加か来くは鼻で笑う。

　加か来く隊は、主に迷宮書庫の強敵と戦い、倒すことを主目的とする隊だ。前回の戦闘では、彼かれ等らの横入りにより守す砂さ隊は命拾いした形になっている。

「六層に現れた新ヌシ。格闘家みたいな奴やつだった」

「今更六層ではな、と言いたいところだが。やられていたな」

　次の球は見送る加か来くだ。ストライク。

「割とこてんぱんにね。津つ久く澄づみ先輩が手こずってるのは初めて見たかも」

「お前らが不ふ甲が斐いないせいじゃないのか。せいぜい津つ久く澄づみ先輩の無駄遣いと言われんようにするんだな」

　そこを言われると尊たけるは辛つらい。ちぇ、と球をピッチャーへ返球する。

「そっちの目的は何だ」

「出現と撤退条件の絞り込み。何か理由があって出てきて、そんで逃げたんだろうし。避けられるならそれに越したことはないしね」

「ちっ、弱腰め」

　次の要求はチェンジアップ。しょせん野球部員でもない生徒にしてみれば、ゆっくり投げる以外の代物にはならないが、

「むっ」加か来くのスイングは球の到達やや手前で振られた。

「やーい、引っかかった」

「ふん……どの道、立ち塞がるなら潰すまでだ」

　嘆息と共に言い捨てて、加か来くは尊たけるの傍かたわらから立ち去っていく。

　格好良い感じではあるが、三振であった。
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「出なかったぞ」

「はあ？　マジで？」

　放課後。カウンターに座っていた尊たけるが探索から上がってきた加か来くに振り向いた。

「出なかったって、どんな感じだったの？」

「細かく説明する義理はない。無駄足だった」

　言い捨てて、加か来くはすたすたと図書館を去って行く。

　次いで現れたのは、

「加か来くは相変わらず愛あい想そ無いなあ」

「あ、雅みやび」

　八や十そ間まは端麗な笑顔を見せて隣に座り、椅子をくるくると回した。

「まあ僕も言えることは変わらないんだけど。この前のラカンズに似た変なヌシね、出なかったんだよ。素通りして七層行けちゃった。帰りも同じ」

「そっか。ありがとな」

「いやどうせ通り道だからねえ。でもまあ、出てくる条件が分かったら教えてよ。アレでちょっとだけ残念がってるんだよ、加か来く」

　意外に思う尊たけるに、八や十そ間まは小冊子を差し出した。

「これのコンプ狙ってるからね、彼は」

「『撃破レコード』？　これは……」ぱらぱらとめくる。「魔書生物の名前か」

　見覚えのある名前、無い名前。かなりの数にチェックが入っている。

「フブル先生にね。わざわざ作って貰もらってんだよ？　それ。こないだのエキドナは合同隊ってことで撃破にしてもらえたみたい。ちょっと不満げだったけどね」

　尊たけるは少しだけ疑問に思った。

「前から思ってたが──加か来くはなんでそこまで強敵の撃破優先で？」

　疑問に返されたのは八や十そ間まの苦笑であった。やれやれ、と言わんばかりの声音。

「それ、尊たけるが言う？」

　ぱちくりと。問い返されて尊たけるは自身に問い返す。

　なんでそこまで？

　苦笑して、首を振る他ない。

「なるほど。確かに野暮だねこりゃ……と、そういえば谷たにどうしてる？　この前の隠しフロア以来見てないけど」

「かなり久か恵のさじんよに絞られたらしくてね。今日も探索終わったらすぐ会いに行ってるよ」

「気の毒なんだかうらやましいんだか」

　尊たけるは立ち上がる。以前フブル司書から頼まれた督促の代わりと言うことで、今日の当番は時間が短くなっている。





○






　十数分後。迷宮書庫第五層、下り階段前。

「どうだった？」

「出たっス。向かってきたからとりあえず戻ってきましたけど」

「それに、他のラカンズはヌシが出てる間動きを止めてるみたいね」

　六層から階段を上がってくるのは、尊たけるを除いた守す砂さ隊だ。尊たけるのみを抜いた状態で六層に入っても、ヌシが現れるのかを確認したかったのだ。魔書生物を掃討した階段前で、車座になる。

「どーも、アタシたちでロックオンされてるようね」

「じゃあ前逃げたの、アレ加か来く隊の人が来ちゃったからなんですかね？」

　エスキュナが発見！　と言わんばかりに手を叩たたく。尊たけるも頷うなずいた。

「加か来く隊が行っても出なかった。俺を抜いても守す砂さ隊なら出る。加か来く隊が来たら逃げた。多分そうだな」

　単純に加か来く隊の戦力が高いから逃げた、という可能性は残るが、それではこれまで他の隊の前にも出現していなかった理由にはならない。

「おそらくあのヌシは、俺達だけが六層に入ると出現する。ここまでは確定と見ていい。……今日の分の地下レファは終わってるし、一旦戻って検討を進めよう」

「センパイ。ちょっといいスか」

　大おお国ぐにが手を挙げていた。尊たけるは視線で促す。

「アイツがどんな戦い方すんのか、もっかい見といた方が良いいと思うんスよ。この前はいきなりやられちまったし」

「んー。それは一理あるが、攻略法も白紙の現状じゃ危険だろ」

　隊長の忠告に、彼は首を振った。不敵な笑いと共に、自分を親指でさす。

「俺にタイマン張らせてください。それを津つ久く澄づみセンパイ辺りが見届けてもらえれば」

「「「！」」」

　戦慄が一同に走る。エスキュナが食ってかかった。

「アンタバカなの!?　あのヌシに一人って、絶対やられるでしょ！」

「言い方悪いけど、その通りよ大おお国ぐにチャン。それをアタシに見させる気？」

「わっかんねえでしょ。少なくとも勝つつもりでやるっスよ俺は」

　ままま、と大おお国ぐにが掌てのひらを前に出す。その様子に、尊たけるは眉をひそめながら聞いた。

「──算段があるのか、なんか」

「さっすが守す砂さセンパイ。話が分からぁ」にこりと大おお国ぐにが笑う。「アイツ、さっき見たんです。七層の階段前に『湧く』んスよ。普段はいねえんだ」

　尊たけるが無言で続きを促す。

「だから、もし俺がやられてもこの階段の近くなら、一旦津つ久く澄づみセンパイが戻って、また降りればヌシが近付く前に俺を回収出来る」

　説明にエスキュナが「うわー、バカだ」という感じで顔をしかめた。

「──案外、筋は通ってるじゃないの」

　津つ久く澄づみも、発言ほどには表情は柔らかくはない。尊たけるも、それは同感だった。

「お前を生いけ贄にえにしろって？」

「んーな重く考えねえでくださいよ。そもそも、あの野郎に前回の借りを返してえってのもあるんスから」

「「……………………」」

　無茶を言い出す一年坊に、上級生ふたりががしかめっ顔を見合わせた。エスキュナが「やめさせましょーよー」と隊長の裾を引っ張ってくる。

　尊たけるは重く嘆息した。

「……一回だけだぞ」

「ッス！」

「えー！」





◇






「『英雄乃書』二六頁ページ、母も里り友とも信のぶ」

　宣言と共に、大おお国ぐにの手に長槍やりが握られる。六層の入口近辺にはラカンズの姿はない。しかし、守す砂さ隊を感知したヌシが現れ、こちらに向かっているのは先刻の検証で分かっている。

「──さあ、来いや」

「……………………」

　数ｍ後ろで見守るのは津つ久く澄づみだ。彼ならば、一人でも安全に離脱出来る。

　しばし。書架の向こう側から現れる影がある。ヌシだ。歩みを止めず、大おお国ぐにへと歩いてくる。

（槍やりなんぞ気にしねえってか。野郎～）

　間合いが詰まる。射程の中に入る。

　瞬間、突いた。戦国武者の技能を乗せて、ヌシの胴目掛けて音を貫き穂先が伸びる。

（っしゃ会心！　どうだオラ！）

　ヌシは。足を止めすらしなかった。だん、と前に出る。突き出た刃先に対してほんの少しだけ半身にし、槍やりとまるで入れ替わるように突っ込んでくる。

「ッ……！」

　ぎり、と歯を軋きしらせて、大おお国ぐには槍やりから左手を離して拳を握る。突きにより通路は中央で割られており、その右側にヌシは入り込んでいる。隙間はもうほぼ存在しない。

「これでどーだ！」

　左フック。突っ込んでくるヌシへとカウンターで合わせる。

　対して、ずるりと。ヌシは槍やりに覆おおい被かぶさるように上体を倒した。その頭上を虚むなしく大おお国ぐにの拳が通り抜けていく。

　ずだん！　と凄すさまじい音が床から響いた。直後。

　ばぎぃ！　と鈍い音が炸さく裂れつする。

「…………、ぐぬっ！」

　ヌシによる踏み込みと、中段突きの音。

「大おお国ぐにチャン！」

「まだっ……ス！」

　津つ久く澄づみの呼びかけに応える。がらん、と槍やりが床に転がった。

　打撃の瞬間、槍やりを放して後ろに飛びつつ右腕で受けた。前回のようにへし折れはしなかったが、痺しびれがひどい。

　ヌシは止まらない。仕留め損ねたと見るや、さらに踏み込む。

「オノマストスッ！」

　転がった槍やりが消える。記述をチェンジした大おお国ぐにの左拳が再び振るわれる。しかし跳ね上がるのは大おお国ぐにの顎だ。

（な、殴り合い用に記述変えたってのに、即カウンター、だぁ……？）

　意識が飛びかける。ぎりぎり踏み留まろうとした足に、ローキックが炸さく裂れつする。

「ぐぅああぁ！」

　必死に拳を打った時には、既にヌシは反対にいた。脇への打撃。

（こ、こいつ、はっ！）大おお国ぐには痛みの中で悟る。（力はクソ強いし、速いが！　全然見えねえってほどじゃねえ……で、でも！）

　打撃が続く。迎撃も防御も、全てをすり抜けてくる。

（何しても、すぐに返されちま……）

　よろめいて膝を突いた際の、側頭部への衝撃。それで、大おお国ぐにの意識は途切れた。
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「アラアラまあまあ。随分と頑張ったわね、大おお国ぐにチャン……」

　ぐらり、と力を失い倒れ伏す大おお国ぐにを見て、津つ久く澄づみは己の頭が冷える感覚を覚えていた。

　自身は、割と血が上りやすい方だと自覚している。時折言葉遣いが荒くなることを、ちょっと良くないななどと思っているのだ。

　ただ、今、彼の頭は冷えていた。

「やってくれンじゃないのよ」

　ブチ切れて、一周していた。

　理性は、プラン通りにさっさと階段を上がり、ヌシを消してから後輩の死体を回収しに戻るべきだと告げている。

　だが、足は前に向いた。大おお国ぐにと、ヌシの方へ。ヌシが踏み出してくる、その刹那。

「ウチの後輩跨またいでンじゃあ、ないわよッ!!」

　怒号。『長城記録』が光り輝き、開いた。同時に、倒れた大おお国ぐにのわずか前──ヌシが踏み込もうとした場所へと、光の線が引かれる。

「一〇五・一〇六頁ページ。長城遠景」

「────」

　慌てたように、ヌシが飛とび退のいた。その直後、未いまだヌシが宙にある時だ。

　ごお、と。すさまじい勢いで壁がせり上がった。通常時に出すような壁とは比較にならない。

　仮にヌシが前に踏み込んでいたならばその体を縦に両断していた。それほどの勢い。

　そして、ずうん、と。壁が天井へ達した。

　完全に。現れた壁は通路どころか、書架を越えて遥はるか壁、階層端の壁から反対側まで。階層全体を両断し遮る壁であった。

「……フン」

　息を吐き、津つ久く澄づみは倒れた大おお国ぐにを担かつぐ。ご、ごん、と。反対側から音がする。ヌシが壁を殴っているのだ。しかし長城は小揺るぎもしない。

　──かつて、異民族の侵攻を防ぐために作られた、大陸を横に塞ぐ長大な壁。その詳細な記録を記した魔書。

　絶対の隔絶。それが、津つ久く澄づみ旭あさひの操る『長城記録』、その『見開き』の力だ。

　階層にある数多あまたの書架は、当然ながらその多くを途中で壁に貫かれている。だが、同じ迷宮書庫由来の力ゆえか、それはすり抜けるように一切の破壊も伴ってはいない。

　壁越しに、津つ久く澄づみは告げる。

「覚えておきなさいよ、アンタ。落とし前は付けさせてもらうから」

　結局。津つ久く澄づみが六層を去るまで、この壁は全くの不動で在り続けた。

　それはまさに、長城であった。





◇






「ぬあぁっ！」

　傷が癒えた大おお国ぐには跳ねるように起き上がった。

「大おお国ぐに！」「無理しちゃって、もう」「このばか～！」

「お、お、おおう」

　周囲から声（と肩ビシ）をかけられて。彼はしばらく周囲を見回していた。数秒後、エントランスと気付く。

「クッソ、ボロ負けかよ！」

　床を叩たたいて悔しがる。

「負けて当然なのよ。格上のヌシと一対一なんて」

「ほんと身の程知らず！　バカヤチ」

「とりあえず、今日は上がって対策会議だな。……お疲れ。何か、見えたか？」

　背中をぽんと叩たたかれて、大おお国ぐには俯うつむいて頭をかく。

「何か……何か摑つかめた気は。すんません、ちょっと考えさせてくれるっスか」




「何してもかわされて反撃されたんスよ」

　場所を移してファミレス『十三Night』だ。大おお国ぐにの考えを落ち着かせて、彼が言ったのはそのようなことだ。

「確かに、最初の遭遇でもそういう面はあったな」

　空間を埋めるように高速で蹴り飛ばされたエスキュナのドクロシュート群を、異様な動きで避けてみせた。しかも一瞬の思考時間もなく。

「『何も攻撃が当たらない』みたいな。自動回避のような記述がある怪物、とか。いそうな気もするわね」

「徒手空拳で相手するのはしんどいね。範囲攻撃なら……加か来くみたいな」

　餃ぎよ子うざが来たので、尊たけるはちゃー、と皿をタレで埋める。

　加か来くが使う空間を埋めるほどの炎。ああいった攻撃ならばかわすも何もない。のだが。

「そーゆー記述使えるひと、ウチにいないですよねえ」

「助すけっ人とを頼ンでも消えちゃうしね」

「助すけっ人とならエサもいるでしょーしね」

　ひょいひょいひょいと箸が行き交い、あっという間に餃ぎよ子うざが消える。

　もぐもぐううーむ、と一同で唸うなる。会話の内容的に、ゲームの話としか思われないので、特に声を潜める必要もないのが探索委員のいいところだ。

「……とにかく、探索を止める手はないよ。魔書の経験も積んで行けば光明が出てくるかもしれないし。攻略法を考えつつ、五層までの地下レファもする」

　尊たけるの方針に一同頷うなずきつつも、津つ久く澄づみが机を指で叩たたく。

「六層から下を探索出来ないってのは、かなり響くわ。六層は哲学や神話、占いも少しはあったかしら。そして七層は芸術、八層は文学。全部人気の分類。地下レファレンスでもかなりここの割合は多いから」

　つまり。

「なんとしても、あのヌシは倒さなきゃならない。僕達の手で」




　各自攻略法を考えることを宿題として解散ののち、尊たけるはそのまま店で方眼紙に向かっていた。完成した六層地図と、七層隠しフロアの書き写しだ。あれやこれやで遅れていた。

「やる気出してんジャン？」

　降ってきた声は聞き覚えのあるものだった。席の横に立つのは、金髪に少し焼いた肌の、

「雨あめ野の先輩────と」

「や」

「思おも兼かね先輩」

　ドリンクバーのコップを持った、エスキュナよりもさらに小柄なおかっぱ眼鏡の上級生だ。

「何か失礼な思考を感じた」

「いやそんなことは決して。……にしても、珍しい組み合わせですね？」

　探索委員の三年女子コンビを尊たけるは見上げる。思おも兼かねは三み火かとは親しい友人で一緒にいる様子を良く見るが、雨あめ野のと思おも兼かねの組み合わせはあまり見たことがない。

「いやあたしら、同中だから。は～い失礼しま～す♡」

「お邪魔じゃない？」

　するっと向かいの席に既に座ってしまった雨あめ野のを仕方ないというように見てから、思おも兼かねが聞いてくる。

「問題ないですよ」

　許可してしまうと、ずずいと雨あめ野のがテーブル越しに上体を寄せてくる。

「ほらさ、今日ミカッチ探索でいねーから。同中のよしみでヤーコにスッサーの情報貰もらおうかな～って思ったら本物いんジャン。ウケる」

　太陽のように笑ってくる。近い。笑顔が。

「限定パンケーキに釣られて親友を裏切る私」

　ちうー、とジンジャエールを吸う思おも兼かね八や呼こ先輩である。

「んで何よ？　まーた面倒事やってんの？　トラブルメーカーだなー守す砂さ隊。……それとも、スッサーがかな？　この前のエロ本騒動も、ねえ」

　店員に注文を通しながら、雨あめ野のが楽しげな視線とイジリを向けてくる。情報が速い。

「聞かせてみ～？　お姉さん達が案外名案ヒラメくかもよ」

　とはいえ、今回は話しても別段不利に働くようなことでもない。

「まあその、かくかくしかじかで」

「ふんふんほーほー」

「六層にヌシ。初耳」

　興味を持ったようで、ふたり共に頷うなずいている。尊たけるは新しい方眼紙を出し、守す砂さ隊の状況を書き連ねる。

「守す砂さ隊の前にしか現れない、ね」

「そんなヤツ初めて聞くな～。まああたしはスッサーを疑う事なんてしないからね。……てことは、さ」ずずい、とまたも雨あめ野のが豊かな胸と共に身を乗り出してくる。「守す砂さ隊だけが何かやらかしてるってことだーね」

　てん、と雨あめ野のは方眼紙に守す砂さ隊、と書いてマルを付ける。

「やっぱ、そうなりますかね」

　これまでの話にも出ていたことだ。仰のけ反ぞりつつ、尊たける。思おも兼かねが頷うなずいた。

「雨あめ野のの言い方は悪いけど、理屈で考えたらそうなる。守す砂さ隊だけが条件を満たしてる何らかのスイッチがあるわけ」

　出現条件。これをさらに詳細に解き明かせれば、何らかの光明が見えるかもしれなかった。

（極論、出現させないことも可能になるかもしれないからだ）

「スッサー達だけがしてること、ねえ。……救助？」

「同じ隊の委員を助けることは大体の隊がしてること。他の隊を助ける、なんて行動を迷宮書庫がいちいち区別してるかというと」

「まーそーね。しないか。『母蛇の巣』の合同隊みたいなこともあったしね」

　あの時は皆みな戸とが死亡していたため、元気なメンバーを選抜して救出している。

「それ以外、だとすれば……」

　必然。三者の視線は尊たけるの手元にある書き写し中の地図へと注がれる。

「地図作り？　でもこれ、スッサーが迷宮書庫の外でやってるワケじゃん？」

「そうね。だから多分、スイッチは地図を作ることそのものじゃない」

　分かる？　とばかりに思おも兼かねが眼鏡の奥の目を向けてくる。

「地図作りの、過程……その中で、僕達だけがしていること」

　店員がやって来ていることもほとんど気にならず、尊たけるは思考に没入する。やがて、閃ひらめく。

「六層までの全てを、踏破していること……！」

　地図で把握するだけではなく、自身の足で。足跡で埋める。六層まで、そして隠しフロアの三層から五層まで。

「そっか。それゼンブを実際に隅から隅まで歩き切ったのは」

　ぽん、と雨あめ野のも納得顔で手を叩たたく。仮にこれが御み高たか隊などのトップ層だとしても、用事のない場所にわざわざ足を運んだりはしない。

「そうか……確かに。こればっかりは僕達の隊だけだ。これじゃないですか、思おも兼かね先輩？」

　顔を上げて、示唆をくれた上級生を見る。と、

　もっもっもっ、と思おも兼かね先輩はパンケーキと夢中で格闘していた。

「うん、うん、うん……ふわふわ。ん～♡」
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　何度も頷うなずき、目を閉じて口の中に集中するように。幸せそうな顔。

「…………………………」

「好きなんだって。パンケーキ」

「然さ様ようで」

　尊たけるも雨あめ野のも、到着した軽いスイーツを囓かじりながら、しばしふたりで見守った。




「さてそうなると、問題がある」

　結局、思おも兼かねが会話に復帰したのは最後の一片まで食べ終わってからであった。

（すげえ、何事もなかったかのように）

「問題って何～？」

「戦いが避けられないということ」

　言われて。尊たけると雨あめ野の、ふたりで「「あ」」と呟つぶやく。

　そう。条件が守す砂さ隊のこれまでの行動そのものであるならば。

　守す砂さ隊が六層に行く限り、ヌシは必ず出現する。

（そこを踏んだ足を無かったことには出来ない）

　書いている地図を見る。噴き上がる焰ほのおを腹に感じる。たとえ出来るとしても、する気はない。

　その内心を知ってか知らずか、デコった睫まつ毛げが瞬まばたく。

「でもこりゃスッサー参ったね。聞いた感じ今はとてもかなわないんでしょ？」

「取れる手段としてはみっつ。ひとつは、地道に魔書を強化して正面突破。ただこれは、相性的に長くかかりそう」

　小さな先輩が小さな指を立てる。隣の先輩が頰ほお杖づえついて促す。

「にこめは？」

「守す砂さ隊に新メンバーを入れる」

　おお、と思おも兼かね以外のふたりが思わず声を上げた。

「そうか、僕達がスイッチになってるわけだから、そうじゃない人を入れれば」

「ヌシは出ない。確かに、それは手っ取り早いかもよ～。五人ならまだ迷宮書庫の人数制限的にもギリセーフだし。イケるっしょ」

　思おも兼かねは──しかし、思案するように立てた二本指をくるくる回す。

「ただこれは、先を保証するものじゃない。この先、守す砂さが方針を変えないのであれば」

　これに、尊たける自身も気付く。

「同じような障害が現れないとは限らない……ですか」

「あ～そっか～。オマケに、今空いてる立場の探索委員、いたっけなあ？」

　心当たりをネイルが盛られた指折り数える雨あめ野のの横で、思おも兼かねが追い打ちを放つ。

「しかも守す砂さ隊に入りたがる人は基本的にいない」

「ぐむっ」

　容赦無く言われた。尊たけるは結成までの苦労を思い出す。

　人員救助、地図制覇を掲げる守す砂さ隊は、他の図書探索委員からすれば『余計なことをしている物好き隊』という目で見られている。実際その通りで、尊たけるが地下レファレンスを儲もうけ優先で受けていた場合、もっと稼げていた可能性は高い。

　割と気楽にバイト感覚でやっている探索委員が多い中では、進んで守す砂さ隊に入ろうとする人は変わり者しかいない。

「ううむ……じゃ、じゃあ思おも兼かね先輩、三つ目は？」

　少々小さくなりながらの問いに、思おも兼かねは一旦嘆息してから言った。

「──守す砂さ隊を解散する」

「っ？」

　流石さすがの冒険馬鹿も目を剝むいた。雨あめ野のが指を鳴らす。

「お？　あ～なるほど。アリだわそれ」

「守す砂さ隊の四人は全て、六層ヌシの出現スイッチを満たしている状態。ならば、バラけてそれぞれどこかの隊に入り直せば、条件は満たさない」

「……………………」

　尊たけるは沈黙して、その案を吟味する。自分はいい。だが、隊員のことを考えれば、話はまた変わってくる。

（だけど──）

「それに。守す砂さ隊は隊としては不人気でも、個としては別」

　続ける思おも兼かねの言葉に、雨あめ野のが腕を組んで何度も頷うなずいた。

「あー、ねー。ツクズミンは盾役トップだし、下級生ふたりだって前衛タイプだしえり好みしなきゃ潰しは効く。──何より、スッサーの魔書能力なら欲しがる隊はいくらでもいるわ。てか、あたしの隊が欲しい」

　どお？　と蠱こ惑わく的に笑う彼女に尊たけるは苦笑する他無い。思おも兼かねが冷静にツッコんだ。

「三み火かと血を見ることになるから、おすすめしない」

　苦笑が深くなる。仲の良いい先輩同士に血を流させるわけにはいかない。

「それに、まだ諦めたわけじゃないんで」

「ほほー。オトコノコじゃん」

「からかわないでくださいよ、雨あめ野の先輩。それに、あのヌシが現れた理由もあります」

　聡さとい先輩二人は、すぐに意味を察したようだった。

「条件って意味じゃないよね」「何な故ぜそんな仕組みがあるのか、ということ？」

　頷うなずく。地上でありながら、尊たけるの犬歯が僅かに覗のぞく。

「迷宮書庫が、僕達に何かを言おうとしてる、そう思います」

　興味深げに雨あめ野のが目を細める。

「魔書生物を放って迷宮化してる書庫が、隠し通路暴いて、くまなく歩き回る、スッサーに？」

　静かな目で思おも兼かねが見据えてくる。

「それはつまり『これ以上荒らすな』と──」

　尊たけるは首を振る。

「分かりません。分かりませんけど──」先ほどの自分の中に湧いた考えを、言葉に変える。「僕はあの迷宮書庫を隅から隅まで踏破すると決めたし、迷ってる人も助ける。そして、守す砂さ隊の三人はそれに付き合ってくれると言ってくれました。──出来うる限りは。彼らと一緒に歩きたいんです」

　ふたりの先輩は。黙って聞いていた。数秒後。

「エモい……！」

　どしゃあ、と雨あめ野のがテーブルに突っ伏した。

「え、えも？」

「キたわぁ～。尊とうとみ成分補充されちゃう」

　よく分からないことを言って悶もだえている。それをやれやれという風に思おも兼かねが見やって、

「悪くないかも。やってみればいい」くすりと笑う。「今の貴方あなたが障害をどう越えていくか、少し楽しみ」





○






　翌日の昼休み。尊たける達は図書館の四階会議室にいた。

「傾向と対策のために……相手を推察してみましょうか」

　長机に座る守す砂さ隊の四人、そしてホワイトボードの前には紙かむ珠たま教授だ。話を聞いた彼女が、作戦会議と称して一同を集めたのだ。

「いいんスかね、外のセンセイにこんな講座してもらって」

「まあ、話聞いちゃったみたいだし。お休み、大丈夫ですか？」

「明日には流石さすがに帰らなければならないんですけど。乗りかかった船です。今日は協力させて下さい」

　守す砂さ隊が顔を見合わせる。まあいいか、と言う感じ。

「えと、話を戻すと、スイサツ……敵がなんなのか、ってことです？」

　前回エキドナの正体を暴あばく時にもやったことだ。相手の特徴や伝承を知ることで、攻略の一助とする。

「重要なのは現実の伝承よりも、実際に魔書生物を出現させている魔書にどう書いてあるか、なンだけど。エキドナの時は上う手まく活用できたものね」

　尊たけるがホワイトボードに貼った六層の地図をにらむ。その横には、問題の六層ヌシの簡略な絵と特徴も書き出されている。

「六層は哲学と宗教……どの分野から出てるんだろうな、あれは」

「私の専門──哲学関係から現れているなら、協力出来るかもしれません」

　首を捻ひねるのはエスキュナだ。

「哲学からあんな格闘家みたいなのが出ますかね？　周りが仏像やら神像のラカンズですし、宗教──神話の方じゃないんです？」

　彼女の言う通り、神話の存在はヌシでもメジャーな正体だ。

（前みたいに雨あめ野の先輩にも聞いてみるべきだったか？　しかし──）

「顔が存在しない、っていうのは、魔書生物全体から見ても結構異質なのよね」

　呟つぶやいたのは津つ久く澄づみだ。この図書委員会副委員長は、尊たけるよりも遙はるかに深層で、多くの魔書生物を見てきている。

「そうなんですか？」

「服飾系フロアにはマネキンの化物みたいなのもいるから、いないわけじゃないけどね？　でも、総数としては相当少ないわね。あンなに格好とか戦闘スタイルが主張強いのに顔がないっていうのは」

「顔のない神、というものがいないわけではないんですけどね」そう言ってから、紙かむ珠たまは続けた。「哲学にその……魔書生物？　みたいな存在が出ない、とは限らないと思います。時に概念的な超存在を仮定したりもしますから」

「超存在、ですか。それもなんか神様みたいだ」

「そうですね。宗教と哲学は一部において重なる、というのは以前言いましたね。……そして、今の皆さんが直面している問題は、哲学の細かな分類とか、高度な研究で考えるべきではないと思います」

「同感。あのヌシが哲学分野の魔書から出ているというなら、単純な『こんな概念存在を考えた』的な記述だと思うわ」

　時代が上がれば上がるほど哲学と各学問の境目は曖昧になる。ヌシが迷宮書庫の地下深くの魔書から来ているならば、その可能性も高い。

「思考実験的な存在、今の図書分類だと他の分野に足がかかった存在かもしれないってこと、ですか」

「センパイたちすげーな」「ねー」

　既に思考を放棄した後輩達は聞き入るモードになっている。

（僕もついていくのに必死なんだけどな）

　彼らに苦笑しつつ、尊たけるは続けた。

「概念的な存在ってのは良いいとこ突いてると思います。顔がないってのもそれなら分かる」

　紙かむ珠たまが目を閉じて、思考に没入するように呟つぶやきだした。

「概念上存在……大きさから人間として……超人……ニーチェの言うそれではなく……六層に現れるという魔書生物、その線からも伸ばすのならば」

　顔を上げた彼女は、ひとつの名前を口にした。

「シッダ──インド哲学に、そういう超人の概念があります。『完成した者』『成し遂げた人』という意味です。肉体的、そして精神的にそうなり、神じん通つう力りきも備わると言われる理想の人間。ラカンズという魔書生物の名前の元になった阿あ羅ら漢かんにも近い概念ですね」

「おお。確かにあのヌシの格好、インドの修行者っぽい感じありますね」

　尊たけるが記憶を思い出しながら手をぽむと打つ。糞ふん掃ぞう衣えという、襤ぼ褸ろ布で作る衣服だ。ちなみに彼の脳裏に浮かんでいるのは、図書館にも置いてある手て塚づか治おさ虫むの漫画であるのだが。

「シッダ……ねえ。お釈しや迦か様さまの本名がそンなだったかしら？」

「ゴータマ・シッダルタ、ですね。語源は同じかと」

　紙かむ珠たまの補足にうえ、と声をあげたのは大おお国ぐにだ。

「俺お釈しや迦かさんに殴られたんスか!?　勝てねえよそんなの！　婆ばあちゃん毎日拝んでっし」

　素朴な発言に大学教授が笑顔を見せる。

「うふふ、そうですね。流石さすがに仏ぶつ陀だにケンカで勝った人は知りません。でも、シッダは超人全体を指す言葉です。仏ぶつ陀だそのものではないかと」

「そうだな。あくまであのヌシの攻撃手段は格闘だった。仮にあのヌシをシッダと仮定するなら、神じん通つう力りきの方は──」

「何してもかわされて反撃される、っスね」

「昨日話してたことね。自動回避か何か──って話してたっけ」

　津つ久く澄づみと大おお国ぐにが補足する。エスキュナがんー？　と首をひねった。

「なんか地味じゃないです？　神じん通つう力りきってこう、ビームでどかーん、みたいな」

　腕を揃そろえて前に突き出す少女。紙かむ珠たまは楽しげに「バリアー」などとおどけつつ、

「いえいえ。人よりも多くを知り、感じ取る存在を、人々は古くから仮定してきましたから。全知全能とまではいかなくても、神じん通つう力りきというならばそちらもアリです。予言者は多くの宗教、神話で存在しますし、近代になっても、数学者により『全てを計算し尽くす存在』が仮定されたりもしました」

　場に検討の雰囲気が広がった。尊たけるは単独交戦の経験者へと問う。

「これまでの話で、どう思う？　大おお国ぐに」

「うう～ん……殴り合った感じとしてはっスね」

「殴り合ってないじゃん。殴られまくったんじゃん」

　ビシビシと突っ込みを入れる小動物。

「止めろコラ」

　大おお国ぐにがその突っ込みをしっしっ、と手で防御し──それが途中で止まった。彼は自身の手をじっと見る。

「──バカヤチ？」

　そして、机をばんと叩たたいた。

「これっス！」

「うひゃ！」

　慌ててのけぞるエスキュナを置いて、大おお国ぐには言う。

「そうだ。センセイに予言って言われて分かった。そうじゃねえんだ」

「というと？」

　尊たけるの問いに、彼は少し言葉を頭でまとめるように唸うなって、

「う～。あ～。うん。あらかじめ全部知ってる、じゃなくて。こっちの攻撃にすっげービンカンにすぐ反撃してくるって感じだったんスよ！」

　ぱちん、と指を鳴らしたのはその戦いを見ていた津つ久く澄づみだ。

「──それだわ。同感。あくまであのヌシの特殊な力は『反応』にある。何かをされてから、即座に切り返す。そう見えた」

　尊たけるは、全員で襲われた際のことを今一度思い出す。異様な動きで一見隙間がなさげな攻撃をも避けて見せたヌシ。その動きもまた、ほぼノータイムとはいえ、あくまで津つ久く澄づみとエスキュナの行動の後だ。

「なるほど。全知──予知能力じゃあないと」

　大おお国ぐにの魔書『英雄乃書』は、単純な身体能力の強化であれば守す砂さ隊では津つ久く澄づみに次ぐ。その二人が実際に見た上での言葉ならば、尊たけるに疑う余地はない。

　殴ってくるなら全能ではない。反応であれば全知でもない。

「確かに、少なくともお釈しや迦か様さま相手するよりは楽そうだ」

　気付けば、昼休みは終わろうとしている。尊たけるは講義後のように頭を下げた。

「ありがとうございました、紙かむ珠たま教授」

「ううん。こんなことで力になれているかは分かりませんけど。結局それらしい存在を示すだけに留まってしまったし」

「いえ。ヌシの手口をある程度絞れただけでも収穫よ」

「そうそう。流石さすが大学のセンセイっスね」

「まあ攻略法、まださっぱりわかんないですけどね！」

「「「「……………………」」」」

　四人分の『それ今言うなよ』的な視線を受けて、エスキュナは自分で口を塞ぐ。

「とりあえず、まとめよう」

　尊たけるが紙かむ珠たまの横に立ち、ホワイトボードに書き込んだ。

『六層のヌシ…仮称シッダ。能力…高い身体能力と拳法。超反応』

　ばん、とホワイトボードを叩たたいて示す。

「こいつが、僕達の道を塞ぐ邪魔者だ」

　ざわ、と尊たけるの髪がなびく。現れた瞳は野獣のそれだ。犬歯が剝むかれる。

　自分がたどりつくことを邪魔する存在。

　ちり、と胸に火が灯ともる。

　ふざけるな。

　ふざけるなよ。

　ふざけるんじゃあない。

　打ち倒さねばならない。

　隊員が『始まった』とばかりに苦笑し、紙かむ珠たまがはっ、と口元を押さえた。

「なにがなんでもはっ倒すぞ」





○






　ＢＧＭ。効果音。景品が落ちる音。店内放送、人の声。音が渦を巻き、どこか独特の香りが漂っている。

　駅前にあるゲームセンター『ガロット』店内である。

　ひとつの筐きよう体たいに並んで座るのは尊たけると八や十そ間まだ。探索帰りがかちあったので、久し振りに連れ立って来店であった。

「なるほどねえ。超反応か。そんな相手なんだ」

「隊の皆には大見得切ったけどね。参ったよほんと。今日あの後お試しで行ってみたけど、津つ久く澄づみ先輩以外はもっかいボッコボコにされたし」

「あはは、カッコ悪」

「うっさいなあ。相手能力の仮説が確かめられたからいいんだよ……あ、乱入きたぞほら」

　尊たけるは八や十そ間まが遊ぶ前世紀から稼か働どうする格闘ゲーム（この世代のが好きらしい）を横から見ている側である。反対側にある対戦台から挑戦を受けた形だ。

　八や十そ間まの操る帽子と革ジャンのキャラクターに対するのは、胴着姿のキャラクターだ。

「お、因縁の対決だ」

　尊たけるには分からないゲーム設定の話をしつつ、対戦開始。

「うわ、強いな相手。投げられた」「当て身のタイミングいやらしすぎでしょ」「うわー、アレ取るか」「うひゃ、目押しも完璧だ」

　数分後。３─０で敗北し、お手上げとばかりに万歳する八や十そ間まの姿があった。

「あーやられた。っと、小銭無くなっちゃったか。ちょっと両替行ってくるね」

　歩き去る友人の姿を目で追って、尊たけるは他プレイヤーの邪魔になるといけないので席を立つ。

（見るのは嫌いじゃないんだよな）

　反対側プレイヤーにより進行を再開したゲームを眺めている内、なんとなく反対側の対戦相手を覗のぞいた。目を見開く。

「御み高たか委員長？」

　本日は私服だが、夏を前にしても涼しげな見た目はそのままだ。

（普通にゲーマーなんだろうかこの人）

「おや守す砂さ君、また会いましたね。お連れは？」

「雅みやび──ええと、八や十そ間まですよ。今席を外してますけど」

　納得したように頷うなずいて、御み高たかはたたたん、とボタンを叩たたく。

「………………フブル司書。ふう。仕様のない」

　少々考え込んだ後、御み高たかは嘆息と共に語り出した。

「なんとなく耳に入ってしまいましたが、超反応ですか。馴な染じみの深い言葉です」

（地獄耳か）

　思いつつ、尊たけるは会話に乗ることにした。トップ隊のリーダーである御み高たかと探索の話など、中々機会のないことだ。

「馴な染じみ深いって、どういう？」

　委員長が指し示したのは目の前のゲーム画面だ。

「格闘ゲームというのはですね。対人戦以外だとこのようにＣＰＵと対戦するわけですが。このように少し昔のゲームになると、難易度調整が少々極端なものがありましてね」

　言葉につられて画面を見れば、いつの間にかゲーム画面にはボスキャラが現れていた。

　御み高たかの操る日本被かぶれ外国人のようなキャラクターの立ちキック──ボタンひとつで出る基本技──がボスの無敵技で返された。人間が出そうとすればコマンド入力を必要とする技だ。

「おわあ、体力四割くらい減った！」

「このような、ＣＰＵ特有の超反応というわけですね」

　御み高たかは焦あせらず操作キャラに受け身を取らせ、間合いを離す。そして、中ちゆう途と半はん端ぱな距離で御み高たかのキャラクターが技を空振りした。それに反応して、ボスが再び先ほどの無敵技を発動させた。

「ただ、この場合は技の暴発を誘うことが可能です」

　しかし間合いが遠い。ボスの技もまた空振りし、隙を晒さらしたボスへ御み高たかがコンボを叩たたき込こむ。

「後はまあ、繰り返しですね」

　パターンに入った、とでも言えばいいのか。同じ事を繰り返され、ボスキャラがＫＯされた。

「お見事」

「いやはや、面白みのない倒し方をお見せしてしまい」

　御み高たかは背筋を伸ばし、尊たけるを見上げてくる。

「ただ、格闘ゲームのＣＰＵ、というのはやろうと思えばいくらでも人間を完封する動かし方が可能です」

「そうなんですか？　……いや、まあそうか」

　尊たけるは格闘ゲームへの造ぞう詣けいは深くはないが、それでも、ゲームであればプレイヤーが取れる行動に限りがあることは分かる。

「多くの格闘ゲームは１フレーム……最小の動作単位ですね。それが１／60秒という時間で決まっています。それ以上速く操作は出来ないし、ＣＰＵはそのフレーム単位で反応出来ます。素の人間だと０・１秒……６フレーム前後が反応の限界です。しかもコマンド入力のハンデ付きですので」

　素直にそれは勝ち目がない。

「極論を言えば『近付いて無敵技の判定内でプレイヤーが防御と無敵技以外の行動をしたら出す』を徹底されるとどうしようもありませんね」

　流石さすがに尊たけるも、御み高たかが何を言おうとしているのかは分かる。

「僕達が相対しているヌシも同じだと？」

「少なくとも、人間──魔書を使った人間の反応すら上回る情報処理速度を持っていることは間違いないでしょう。こんな機械以上の領域でしょうね」

　とんとん、と長い指が筐きよう体たいを叩たたいた。続ける。

「我々の感覚で言えば、戦闘の最中に一旦停止した状態で対応を考えられるようなものです」

　尊たけるは想像する。それでパワーもスピードもこちらより上、確かに手も足も出ない。

「ただ我々はゲームのフレームにも、一対一のゲームシステムにも、キャラクターの攻撃手段にも縛られない、現実世界の存在です。そういう相手に勝つには、物理的にかわす隙間のない範囲攻撃を仕掛けるか」

　尊たけるも想定したことだ。もうひとつの手段を答える。

「相手を圧倒的に上回る力と速度で、反応されても関係なく押し潰すか、ですか？」

「その通り。聞いた範囲の能力であれば、そうですね。天あま寺てらさんなら近接戦闘であろうとも正面から倒せるでしょうか」

　ミカ姉とんでもねえ、と尊たけるは一瞬苦笑しつつ、

「でも、今回は彼女の力を借りることは出来ない──ですよね？」

　にこりと御み高たかは笑った。

「そうですね。今回、困っているのは守す砂さ隊だけですので。与えられる旨うま味みも特には無い」

　前回のような多数の隊を巻き込む手は使えない。つまり、

「守す砂さ隊が、天あま寺てらさん並の攻撃密度を作れるか。それにかかっていると言うことです」




　後には、オープニングムービーを流すだけの格闘ゲーム筐きよう体たいが残された。

「お待たせー。いやごめん、トイレ混んでて……どうしたの？」

　立ったまま物思いに沈む友人へ、疑問顔の八や十そ間まが戻ってくる。尊たけるは顔を上げた。

「いや──少し、インチキの手段がないかなと思って」

　その目は薄く、研がれるよう。かつて南米の遺跡を征するため、大学の研究者に目を付けた時の如ごとく。

　尊たけるの中学時代からの友人である八や十そ間まは、そんな彼の顔を知っている。

「……らしくなってきたね」
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　地下閉架迷宮書庫、六層。

　そこに今、一人で降りる姿がある。

「よいしょ……ッと」

　長身、眼鏡をかけた端正な面立ち。軽快な身のこなしで歩き行くのは図書委員会副委員長、津つ久く澄づみ旭あさひだ。

　探索委員の中でもトップクラスの実力を持つ彼にとっては、六層までの道のりは一人でもさほど危険は無い。

　多少通路が広くなっているその場所で、彼は待ち受ける。相手はもちろん。

「遅いわね。あまり相手を待たせるものじゃないわよ」

　書架の陰から、体に布を巻き付けた無貌の人影が現れる。

　シッダだ。目守砂標隊員を見つけ、近付いてくる。

　──津つ久く澄づみは確かに、探索委員の中でも指折りの実力者だ。しかし扱う魔書『長城記録』の能力は防御特化。攻撃手段はほぼ無い。魔書による身体能力の強化は高いとはいえ、彼のみでは強力なヌシを倒すことは不可能に近いのだ。

　だが、彼はここに再び立つ。しかも今度は、逃げるためではない。

「さあて──こないだの借りを返す前に、少し。下準備に付き合ってもらうわよ」
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　翌日の放課後。守す砂さ隊は迷宮書庫の五層にいた。

「あだだだ、すまん、助かったわ。あいつらひでえよな～置いてくんだもん」

「その代わり俺らに頼んでんだから許してやれよ。それに、今回はついでだったしな」

　救助した田た近ぢかという探索委員の男子（足が折れていた）に応急処置をした尊たけるは、魔書生物を掃討した大木の書架に彼をもたれさせて手を合わせた。

「悪いが、ちょいと訓練する間待っててくれるか？」

「訓練？　なんの？」

「見ての通りだよ」

　そう言ってふたりで顔を向ける先には、守す砂さ隊の三人がいる。

「はいそこ！　ちゃンと壁の隙間を狙うのよ！」「あいったあぁぁ壁でスネ打ちました！」「おま、馬鹿、近ぇっつの！」「近くないと無理でしょ大おお国ぐにチャン、慣れなさいな」

　通路で入れ替わり立ち替わり、手を出し足を突っ込みもつれて転び、彼らはうごうごやっている。

　眺める尊たけると田た近ぢか、ふたりの間に、少しだけ気まずい空気がある。

「ええと……組体操？　なんで迷宮書庫で？」

「盆踊りかも」

　苦笑しつつ答えるも、仕方ないところはある。魔書の影響下にある状態と地上では、どうしても身体能力がズレる。個人訓練ならまだしも、連携の練習は迷宮書庫でやるしかないのだ。

「今これ新しいパターンだから。その内嚙かみ合あうさ」

「また何か変なことやってんのか？　お前ら儲もうけにならない遊び多いよなあ」

　からかわれるが、返す言葉がない。道楽と言われるのも仕方がない。代わりに尊たけるは肩をすくめて彼らの中に入っていく。

「エスキュナ。出来ればもうちょい蹴りはコンパクトに。槍やりから逃げる相手のどこにでも当てられるように頼む」

「さあパターン５！　もう一回やるわよ！」

「は～い！」「うっス」

　迷宮書庫戦闘の熟練者である津つ久く澄づみが作成した複数の『壁』のパターン。それを尊たけると協議し、エスキュナと大おお国ぐにの攻撃を加えて密とする。各自バラバラに戦っていてはとても捉えきれないシッダ対策。

（ただ、これを使えるのは一度だけだ）

　そう尊たけるは推測している。魔書生物は成長しない、という迷宮書庫のルールは『倒した後に新しく生み出された個体には、経験は引き継がれない』ということだ。同一の個体に対しては、その限りではないだろう、と考えられた。

（初見の攻撃にもシッダは超反応こそしてくるだろうが、それはその先の連携を考慮していない反応だ。だが、一度見た連携なら最初からそれ含みでの反応をしてくるはず）

　つまり、連携で倒すならばチャンスは一度。しくじれば新しい連携を再度作らねばならない。

「あとは────」

　連携の訓練は隊員全員の仕事。加えて、隊長としての務めを尊たけるは果たさねばならない。
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　一礼をして、板張りの床へと足を乗せた。

「久し振りだね、尊たけるが道場来るの」

　迎えたのは道着と袴はかま姿の天あま寺てら三み火かだ。彼女の実家、天あま寺てら流道場である。

「よろしくお願いします。……そうだね、思えば怪け我がして以来か。でも、走ることは出来なくても足を止めての組み手くらいは出来るから」

「そう……でもどうしたの？　急に稽古付けて欲しいなんて」

「ちょっと次、僕も肉弾戦しなきゃならないかもなんで」

「────────────────」

　す、と三み火かの目が据わった。

「私が再び守す砂さ隊として「いやそれ無理だから」

　予想していた答えにさくっと割り込む。不満顔になる彼女に被かぶせるように、

「だから、ミカ姉に助けてもらいに来たんだよ。僕を鍛えるって形で」

「…………………………………………」

　渋々、といった感じで。三み火かは立ち上がる。徒手だ。天あま寺てら流は素手の教えもある。




　──天あま寺てら三み火かという探索委員を語る場合、そこにはふたつの超抜的な能力がある、とフブル司書は語る。

　彼女は片掌てのひらを挙げる。

「ひとつはの、言わずと知れた魔書『妖刀図録』じゃ。様々な能力を持った刀剣を引き出すこの魔書は、単純な戦闘力であれば宇う伊い豆ず図書館が保持している魔書の中でも五指に入るじゃろ」

　フブルはそこで笑い、もう一方の掌てのひらを挙げる。

「そしてもうひとつが、天あま寺てら自身の武よ。天あま寺てら流なる武術を修めたあの娘は、真剣の練達に加え、人以外への対処法、鍛え抜かれた肉体と身体操作を持っておる」

　ぱしん、と両掌てのひらを合わせる。

「そんなあの娘が魔書による強化、そして古今の利剣を得た時、そこに生まれるものは一種の、まあ魔人じゃな。攻撃面に限れば、委員全体でも頂点であろうな」

　そして、司書は軽く肩をすくめた。

「ま、後はあの執着が少しでも緩和されればのう。何も言うことないんじゃが、の」




　だだん！　と板を叩たたく音が連打する。

　床に押し倒された尊たけるが、首元に三み火かの手刀を押し当てられているところだった。

「ま、まいりました。けほっ」

「受け身はちゃんとする。打突は寸止めするけれど、つまらない怪け我がをしたくないでしょ？」

「はぁ、はぁ……うん……ふぅ」

　助け起こされながら、尊たけるは息を整える。

（武術、っていうのは）幼少時、三み火かの父親にも教えられたことを思い出す。（いわば『効率の良いい動き』の体系化だ。それはつまり、シッダの動きにも通じる）

　事実、尊たけるの繰り出す攻め手──彼自身は寸止めなど出来ない──に、三み火かはその度一瞬の戸惑いもなくさばき、同時に反撃を行う。シッダのごとく。生身でだ。

（慣れているんだ。型を修めて、その応用にミカ姉は至ってる）

「次、行くわよ」

　再び、構える。

（粘れ。一対一ならば先のない粘りに意味は無いが、隊であれば別だ）

　再び、手と手が行き交う。尊たけるの仕掛け手はことごとく打ち落とされ、いなされ、反撃の掌打や拳が飛んでくる。

（思考を介さない反射の攻撃。それに俺が慣れることの方に意味がある）

　必死にかわし続ける。

（俺が主戦力になることはない──というか、まず出番は無い方がいい）

　息が続かない。それでも体を無理くり動かす。しのぐ。耐える。

（それでも。どうしようも無くなった時に。ただ一発──）

　限界が来る。ぎしり、と指先に力がこもる。親指と人差し指と、中指。それを一点に集める。

「む」

　ほんの僅か、三み火かがそれに眼光を光らせる。

「ひゅ────！」

　撃ち出した。

　ずだんっ！　と踏み込む音。尊たけるの視界がぐるりと回る。指先に微かすか、何かに触れた感触はあるが。背中に衝撃と、暗転。




「んう」

「ああ、良かった……！」

　目を覚ました尊たけるの視界いっぱいに、瞳を潤ませた三み火かの顔が映る。

「あー、そうか。僕」

　酸欠症状だ。限界まで体を連続運動させ、最後にぶん投げられ、背中から落ちてさらに酸素を吐き出してしまった。結果、嬉し恥ずかし膝枕である。

「頭は打ってないはずだけれど。全く、そんなになるまで我慢しないの」

　はぁぁぁ、と。安あん堵どした三み火かの特大のため息が尊たけるの顔にかかる。

「でも、最後のは良かった」

「当たらなかったけどね……ミカ姉に怪け我がさせる方が問題だから、良かったっちゃ良かったか」

「弟弟子が姉弟子に要らない気を回さないの」

「弟って……僕、入門してる扱いなの？」

「もちろん。冒険家時代に体力作り手伝ってあげたでしょ」

「あれは罠わなだったのか……」

　ふっ、とどちらからともなく笑い合う。

「さて、と──む？」

　しばし体を休めた尊たけるが起き上がろうとして、上がらない上体に気付く。

　すわ負傷か、と思って視線を自分の胴体に向ければ、胸元の辺りに置かれた三み火かの腕が目に入った。

「あの」

　ビクともしない。呼びかける。

「ミカ姉？」

「も、もうちょっと。もしどこか痛めてたら心配だし……」

　僅かに顔を赤くしている幼おさな馴な染じみの顔を見て、尊たけるは体から力を抜いた。

「汗とか拭かないとだから、もうちょっとだけね」

「あっ、あ！　お姉ちゃんが背中とか、ふ、拭いてあげようか？」

「そこまでしなくていいよ流石さすがに!?」

　悲鳴を上げる。残念そうにする姉のような存在から逃げるように目を閉じた。

（こりゃ、もう少し頑張らないと弟扱いは抜けそうにないな）

　こっそり嘆息する尊たけるだ。

「えへ、えへへ」

　反面、三み火かは喜色満面である。「そういうとこだよ」と、この場面を思おも兼かねが見れば言ったに違いない。

　ふと。視覚を閉じた尊たけるが、鼻先に触れる何かを感じた。

「む？」

　薄目を開ければ、見えるのは道着の破れた前襟──それが鼻をくすぐったのだ──から、はだけた三み火かの胸元が覗のぞいている。汗でシャツが貼り付いて、肌と下着が透けている。

　最後の一撃。尊たけるが微かすかに感じた手応えは、道着に触れたものだったのだ。

「おぅわ！」

　慌てた膝上の声に、三み火かもまた自身の前襟に気付いた。

「う、うわあわわわあわ!?　ご、ごごっごめん、変なの見せちゃって……！」

「三み火か～、そろそろご飯の時間だけど。尊たけるクンどうす……」

　からら、と母おも屋や側の戸が引かれて。同時に響いた声が止まった。

「あ」

　天あま寺てら藤とう美み。天あま寺てら三み火かの母親だ。隣家の守す砂さ家の子供である尊たけるの面倒も、幼い頃から良く見ていた。尊たけるにとっても親戚レベルで付き合いの長い女性だ。三み火かの長い黒髪とここ一番の度胸は、彼女の遺伝と影響にあるところが大きい。

「あら？」

　彼女は。道場で胸をはだけさせて幼おさな馴な染じみの少年（藤とう美み評価・元気な良い子）を膝に抱く、我が娘を見た母は。かつての武家の嫁として。

　か、と目を見開いた。

「ごゆるりと……」

「？　え？」

「いや待って下さいね藤とう美みおばさん。誤解もあるので」

　座って戸を閉めて退出しようとした天あま寺てら母を、慌てて止める尊たけるであった。
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　週末。七月十一日土曜日。

「いきましょっか」「っス」「やるぞー！」

　隊員の声を受けて、守す砂さ尊たけるがスマホの時計を見る。十四時。頷うなずく。

「時間、よし。やるぞ。今日で六層を踏破する」

　守す砂さ隊が迷宮書庫の門を潜った。

「打ち合わせ通りに行くぞ。連携パターンは１から、当てた場合は７か８に。避けられた場合は２。以降当たった時点で７か８に移行、避けられたら３、４、５の順だ。俺の指示を待たず、状況で即移行。撤退の時は６で、特殊な状況に入ったら９。これは俺が指示する」

　ここ数日訓練した連携を全員が脳裏に浮かべつつ、守す砂さ隊が迷宮書庫を降りていく。

「こういう時敵避けていけるから守す砂さセンパイ便利ですよねえ」

「他の隊はどうしてんだろな」

「アタシ達も三層だともうあんまり戦闘にならないでしょ？　ある程度隊としての戦力が高まっていくと、比較して弱い魔書生物は避けるようになっていくのよ。迷宮書庫は、魔書の力を感じ取ってるンじゃないかって言われてるわ」

　背後の声を聞きながら、それは楽だなと思う尊たける。『亡失迷宮』は、可読範囲は徐々に広がっているが新能力を発揮する記述はまだ出てこない。

（記述ひとつで、戦略レベルで変わることもある……次はいつになるかな）

　思いながら、守す砂さ隊は戦闘ひとつ行わずに六層へ続く下り階段に到達した。

「ふぅっ……」

　働かせた脳を休めがてら、尊たけるは隊員へと告げる。

「ひとつ、言っておく」

　隊員の目が向けられる。少し後ろめたく思いつつも、尊たけるは言った。

「今回はシッダに挑める人間だけで六層に挑戦出来るようになってる。そう頼んだ。そんでこういうことが、何度も出来るわけじゃない」

「まあそうですよね。他の隊の邪魔ですもん」「それが？」

　後輩が聞き返し、津つ久く澄づみは察したか静かに聞いている。

「シッダの撃破が失敗したら……最悪、みんなは他の隊に移ってもいい」

　数日前、雨あめ野のに言われたことを、あえて自分から言った。尊たけるの想おもいはどうあれ、隊員の都合は考えるべきだ。

　一瞬の間。そして、

「何言ってんですか嫌ですよわたし他のトコなんか怖いって言ったじゃないですかやですやですやーでーすー。守す砂さ隊で面倒見てくんなきゃやですからねわたし！」

「前も言ったっしょ。俺ぁセンパイに付いてくために図書委員なったんスよ絶対他とか御免っスからねつか何度でもやりゃあいいじゃないっスかタイミング見て」

　怒ど濤とうの勢いで下級生組が食ってかかった。尊たけるは思わず耳をふさぐ。五層は植物の階層で、魔書生物も音に反応するタイプではないがそれにしたって騒ぎすぎである。

「あーあーあーあー。だから、もし無理だったらだって。お前らだって五層までしか探索出来ないとかつまんないだろ」

「「嫌（っス）！」」

　取り付く島も無い。尊たけるは助けを求めるように津つ久く澄づみを見た。彼は移籍組だ。そういう状況も理解はあるはずだった。

　津つ久く澄づみは肩をすくめて後輩達に優しく言った。

「ここでキッチリぶっ倒せば問題ないってことヨ」

「「なるほど！」」

　煽あおり始めた。

「ありがたいなあもう！　わかったよ！　俺がアホなこと言いました！」

「わかればいいんです」「気合っスよ気合！」

　二人してべしべしと背中を叩たたいてくる後輩達。

　尊たけるはやれやれと嘆息して、心の中だけで笑う。

（──いい隊員だよ、ほんと）

　脳内でもう一度連携と、状況における分岐を確認する。指示出しは彼の役目だ。ミスをすればシッダは確実に隙間を突いてくる。

「よし。……そんじゃ、いらん心配しなくていいように。やろうか」

「「「了解（っス）」」」

　声に出して、階段を降りる。

　静まりかえった六層。和洋の神殿が点在する空間内で、離れた距離に生まれる存在がある。

「戦闘地点まで移動！」

　開けた場所はシッダに選択肢を増やしてしまう。戦うならば通路だ。

　ラカンズはシッダの出現と共に動きを止める。考慮せず全員で走る。

「！」

　角を曲がった尊たけるの目が、同じく十ｍほど先の書架の隙間から現れたシッダを捉えた。
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「やりましょうか」

　津つ久く澄づみが最前列に出た。全ての連携の起点は、津つ久く澄づみの魔書による壁だ。

「『長城記録』六五頁ページ、蟠ばん龍りゆう山ざん」

　ぱしん、と合わせた手を開く。

　見る間に、彼の眼前へ宙に浮く六つのブロック状の壁が浮かんだ。それらが動き、通路を塞ぐように配置される。

　無論、この記述の壁には隙間がある。代わりに、使用者の意図で組み替えることが可能だ。

「さあ、来るわよ」

　進み来るシッダは相変わらず、動きを止めることはない。

　このヌシは目の前の記述を知っている。

（アタシはこいつと相対した）

　それは数日前、津つ久く澄づみが一人で六層まで降りて行った時のことだ。蟠龍山を展開し、そこに侵攻させて攻撃させる。津つ久く澄づみは敢あえてダメージを受けながら止め、下がり、また別の蟠龍山のパターンを破らせる……。

　それは、今回仕掛けている連携パターンのそれぞれ初手だ。つまり、

（蟠龍山の壁を『破った成功経験』を積んだシッダ……！）

　壁群へとシッダが迫る。壁に反応し、学習した以前と同じように抜けて攻撃せんと動く。体勢は身を僅かに低くして前進する。

「行きなさい！」

「母も里り友とも信のぶ！」「スタディオン！」

　答えるのは前衛ふたり。記述を発動して、シッダへと襲いかかる。

　同じように壁群を抜けてくるということは、初手が分かると言うことだ。あらかじめ教えられた侵入経路へと、左右斜めからふたりの槍やりと足が撃ち込まれる。シッダがそこに突っ込む。

　尊たけるが拳を握る。

「ドンピシャ！」

（一撃でも入れば体勢が崩れて畳み掛けられるわ。上う手まく行けば、これで）

　炸さく裂れつ音が交差した。

「げげっ！」「どうだ……っておい!?」

　エスキュナが感触で一瞬速く察した。斜めに突き込まれた槍やりが摑つかまれて軌道をズラされ、その柄部分でエスキュナの蹴りを受け止めている。

　踏み込まれる。壁の内へと。

　だが。伊だ達てに練習をしていたわけではない。即座に後輩達も動く。

「ふん……ぬぅッ！」

　大おお国ぐにが万力を込めて踏み留まり、シッダの足を止めた。斜めから突き込んだ槍やりを摑つかんだということは、壁の群をすり抜ける前屈移動体勢のまま、前方を槍やりに遮られているということだ。

「もういっちょー！」

　即座に動いたエスキュナの蹴りがシッダの側頭部へと飛ぶ。

　シッダの表情無き頭が後輩達の視界から消えた。

「えっ「下だッ！」

　一人後ろにいた尊たけるが叫ぶ。シッダは前屈状態で摑つかんでいた槍やりを支点に、さらに下へと足から潜り込んだのだ。

　大おお国ぐにとエスキュナ、二人の股ぐら目掛け跳ね上がるようにシッダの足裏が打ち出される。

「げぇっ！」「ひっ！」

「二五頁ページ、トングリ砂漠！」

　蟠龍山を解除した津つ久く澄づみの横長の壁が、シッダと後輩二人を別つ。下方からのロケットの如ごとき勢いの蹴り上げを受け止めた。さらに。

「ふンぬぅ！」

　気合の声。押し潰すために。『トングリ砂漠』の長壁が落ちる。超重物が周囲を揺らす。

「─────────！」

　ずざぁっ！　と。シッダが数ｍ離れた位置に構えている。避けられた。しかし。

（下がらせたわよ！）

　津つ久く澄づみが心中、快かい哉さいをあげそうになる自分を律する。『見開き』を使わずとも、下がらせた。

　そう。超反応をもって動くシッダに対し、受けに回るのは悪手だ。相手は必ずこちらのミスや、空けてしまった防御の隙間を突いて来る。

（こいつは、無理をすれば攻撃を入れられる場面でも、被弾するなら回避を優先する……耐久力は、他のヌシほどじゃない可能性があるわね）

　シッダに相対する手段はただひとつ。誘い以外は攻め続けることだ。相手が攻撃に出る隙を作れないほど、対応をさせ続ける。

　決断した。防御にしか使えない『見開き』の余裕は残さない。自分のリソース全て、守す砂さ隊の連携に叩たたき込こむ。

「六五頁ページ、蟠龍山！」

　再び。津つ久く澄づみの掌てのひらが閉じられ開き、複数の壁が浮かぶ。守す砂さ隊には確認するまでもないパターン２だ。

（ケド、有効打は与えられなかった……用意したパターンが切れる前に、どうにか）

　シッダが動く。壁の隙間目掛けて。
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　地下閉架迷宮書庫エントランス。雨あめ野の朱あけ見み率いる雨あめ野の隊四人が今日も無言な受付嬢から魔書を受け取った時、その声は響いた。

「今の時間は守す砂さ隊の貸かし切きりですよ、六層。十五時まで」

　あら、と言う顔で振り向いたのは雨あめ野のだ。確かに、受付嬢の頭上にある魔書の書架は守す砂さ隊のものが綺き麗れいに無い。

　迷宮書庫の階層貸かし切きりというものは、学校が休みの日で、特別な事情であると司書に認められた場合にのみ可能な申請だ。

　今回は未知のヌシであるという出来事の希少性、またこれをどうにかせねば守す砂さ隊が六層以下の探索を続けられないという事情が鑑かんがみられて、この一時間のみ許可が下りていた。

「そうなんだ。んで、カグッチは何してんの？」

　声の主に返事すれば、彼はエントランスの片隅の椅子でふんぞり返っていた。加か来く槌つち彦ひこだ。

　以エ前ロの本騒事動件を思い出し、ふたりの間に一瞬の対抗意識が沸き上がる。が、原因が原因だけに、大変不毛だ。加か来くが嘆息した。

「前から思ってたんですが、その呼び方は止めてくれませんか雨あめ野の先輩……俺もそちらと同じです。守す砂さ隊待ちですよ」

「その割にはタニクックとかいないけど？」

　一瞬誰のことかと思って、谷たに九く郎ろうの事だと加か来くは思い至る。

「今日は新入り──八や十そ間まの訓練です。だから後の隊員は俺だけ」

「スッサーか……は～！　助けてあげたいんだけどなー！」

「雨あめ野のセンパイ好きっすねえ守す砂さ」「私アイツ何考えてるかわかんなくて無理～」「私は天あま寺てら先輩が怖いわ……」

「こ・れ・ダ・ゼ！」

　加か来くは黄色い声に閉口する。雨あめ野の隊は全員女子という珍しい編成の隊だ。

（きゃぴきゃぴしてて、ちと苦手なんだよな）

「おうおうおーう、そいや加か来くよう」

　考えを見透かされた、というわけでもないだろうが。雨あめ野の隊の一人、一ひと際きわ『ギャル！』という感じの見た目である二年生女子、玉たま親おや乃の亜あが、彼にずずいと詰め寄った。

「おめーメーコこないだフッたっしょ。どーゆー了見だよ」

　試験の後くらいに告白してきた一般女生徒を思い出して、加か来くは渋面を作る。

「メーコ……水みず本もとか？　いや、それはお前に関係な」

「ねーわけねーでしょメーコあーしのダチなんだから！」

　ええー、という顔をする加か来く。恋愛と友情って別ではないの？

「お前に答える義理は……」

「んだとこのー！」

「ちょっと雨あめ野の先輩、そっちの隊員でしょう。なんとかしてください」

　辟へき易えきとして上級生へ助けを求める。他の隊員は我関せずとばかり隅でストレッチだの爪デコだのをしていたからだ。ふっ、と鼻で笑って告げる。

「これから選り好みした探索する身としては隊員のテンション下げたくないんだよねー」

（根に持ってるなこの人！　俺のテンションも気にしろ！）

　では、受付嬢は。

「…………………」ぷいっ。

　安定のスルーである。

（早く帰ってこい守す砂さと八や十そ間ま……！）

　よもやこんな形であの同級生の帰りを心待ちにすることになるとは、思っても見なかった加か来くである。
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　上階でそんな寸劇が行われていることなど、無論知る由よしも無い第六層。

「っがぁ！」

　尊たけるが危機一髪、眼球を狙ったシッダの指突を、こめかみの裂傷と引き替えに避ける。尊たけるの突きは虚むなしく宙を貫いていた。

　大おお国ぐにとエスキュナの間を一瞬抜けたシッダと、一合のみやりあった。それでこれだ。

（ミカ姉と特訓してなかったら柳やぎ生ゆう十じゆう兵べ衛えだったな！）

「っこのクソ野郎！」「あっちいけって言ってんでしょ！」

　小回りの効く『オノマストス』に切り替えた大おお国ぐにと、エスキュナの拳と脚が尊たけるへのトドメを遮った。手数優先の攻撃を、シッダは下がりつつも難なく打ち落とす。

「一人で仕掛けると確実にカウンター食くらうぞ！　絶対二人がかりでフォローしあえ！」

　血で片目を染めながら尊たけるが指示を飛ばす。しかしこれもまた、あと数手で突破される気配がある。渋々ながら即座に手札を切る。

「津つ久く澄づみ先輩！　前面防護！　シッダを遮断してくれ！」

「こっちだってまだイケるわよオラァ！　八達嶺！」

　二人を守りながらそう叫ぶ津つ久く澄づみが、その実もっとも消耗という点では大きい。何な故ぜなら、本来『蟠龍山』の維持とパターン構築、制御のみに集中するはずの彼は、シッダに連携を突破され攻撃が隊員に届く度に、防御のため追加の記述を使っている。

（パターン３もダメかクソ！　今回は未踏地強化が効いてないのが辛つらい。最後まで津つ久く澄づみ先輩が保つか……!?）

　三度目の仕切り直し。

「蟠龍山……！」

　パターン４の『隙間』は上方。上から飛びかかるシッダへの対応となる。

　シッダは迷わず、様子を見るという行動もない。即座に踏み込みから宙を舞う。津つ久く澄づみ目掛けて蹴りを放つ。

「母も里り友とも信のぶ！」「蹴け鞠まりとフットボール！」

　迎え撃つのは槍やりの連突きと複数のドクロシュートだ。前回避けられたようなドクロシュートの隙間は、大おお国ぐにの槍やりが埋めている。

（相手が空中にいるこのパターンがある意味本命だ。これなら！）

　ぎゅる、とシッダの身がうねる。旋風の如ごとく廻まわる脚が、自分に当たる軌道のドクロシュートを二つ跳ね飛ばす。

「貰もらったぜぇ！」

　大おお国ぐにの槍やりは止まっていない。シッダ目掛けて穂先が襲う。

　さらにシッダが勢いのまま、身を縦に回した。回ってきた後ろ手が穂先を摑つかむ。

「んなっ」

　突いた側が驚く。槍やりはシッダの手を傷付けながらも進むが、ついに本体には届かない。

　ぎしり、と止まる。

（やっと傷を付けた……が、やばい！）

　尊たけるが舌を打つ。空中、突き上げられた槍やりを支柱として、シッダが空中で足場──摑つかんでいるのは手だが──を得た。腕力でヌシは自らを持ち上げる。逆立ちのような姿勢を取る。

「う……おっ」

　大おお国ぐにが唸うなる。そのまま力の限り槍やりを維持し、シッダによる空中の機動を許すのか。それとも下ろして地上戦へ移行するか。

「投げろ！」

　迷いを断ち切る指示に、大おお国ぐには即座に動いた。

「オラァァァッ！」

　腕力を総動員。そのまま──槍やりを投げる！　通路の奥、壁へと目掛けて。

「そんで上！」

　尊たけるがさらに言う。飛んでいく槍やりの先端にシッダはいない。

「もうテメーの曲芸には慣れたぜ！　オノマストス！」

　大おお国ぐには確認もせず、記述を切り替えて頭上目掛けてアッパーカットを放つ。そこには投げられる瞬間に槍やりから飛び離れたシッダが、敵の首を摑つかみ折るために腕を伸ばしている。

　拳は傾けたシッダの顔をかすめて空を切る。超反応するシッダに対し、如い何かに空中であろうが一撃のパンチでは捉えようはない。腕が大おお国ぐにの顔にかかる。

「無視すんなこらー！」

　エスキュナが振り抜いた。再びのドクロシュートがシッダ目掛けて飛ぶ。シッダの足が動く。

（足裏で受ける!?　この状況ですら反応すんのかこいつ！）

　だが。その足は。移動した『蟠龍山』の壁のひとつに当たり止まっていた。

　津つ久く澄づみがにまりと笑んでいる。

「ざぁンねン♪」

「────────！」

　初めて。シッダの無貌に焦燥とでも言うべき気配が湧いた。

　直後、ドクロがシッダの胴体へと炸さく裂れつした。空中で真横にズレる。

（来、た……！）

　尊たけるが拳を握った。とうとう、シッダが超反応しようがどうしようもない状態が来た。格闘ゲームで言うところの『ダメージ硬直』だ。

「拾え大おお国ぐにー！　パターン８！」

「ッス！」

　同方向へステップを踏んでいた大おお国ぐにが、迎え撃つように拳を振った。

　衝突。顔を跳ね上げられたシッダがさらに浮く。

「い……イケますってこれ！　うおりゃー！」

　脇腹を蹴り上げるのはエスキュナだ。ラカンズの首をへし折るほどの蹴撃がクリーンヒットする。

「はいよ！」

　津つ久く澄づみの壁群が移動して密集し、吹き飛んだシッダをさらに大おお国ぐにの元へと跳ね返させる。

「…………………………！」

　声のない叫びが上げられていると尊たけるは感じる。効いている。

「くた、ばれ、や！」

　思い切り体を捻ひねった末のスマッシュがシッダの背にめり込み、今一度エスキュナの元へと吹き飛ばした。

「これで、トドメでしょっ！」

　エスキュナが斜め背面で跳び、足先にドクロボールを形作る。セパタクローじみたボレーキックで、蹴りと同時に脇腹へと叩たたき込こむ。大技だ。インパクト。




　その瞬間。表情のない顔が、エスキュナを見ていた。




　当たる。めぎり、と。破砕の証あかしとでも言うべき音。だが。

「んぎゅっ!?」

　打撃音と同時、エスキュナが引っ張り込まれるように、吹き飛ぶシッダと共に床へと叩たたき込こまれた。

「何だぁ!?」「蹴り足を摑つかまれたのよ！」

　揉もみ合あって転がる最中、びゅぎゅ、と。鈍い音が一ひと際きわ不吉に響く。何が起きたのかは、尊たけるだけが分かってしまっていた。

「エスキュナっ！」

　ゆらり、と僅かにふらつきながら上体を起こすのは、血ち塗まみれの拳を脱力したエスキュナの腹から抜くシッダだ。ぴくぴくと、エスキュナの体が痙けい攣れんしている。

　びぎ、と。残る三人全員がこめかみに青筋を浮かせた。

「てっめ……「蟠龍山──」

　怒りのままに殴りかかろうとする大おお国ぐにの前に割り込んだのは津つ久く澄づみの壁群だ。

　仕切り直し。壁を挟んで四者が睨にらみ合あう。

「大おお国ぐにチャン。テッペン来てもね。冷静に、やるのよ」

「でも！　……っ」

　抗議か懇願か、横の三年を見た大おお国ぐにがびくりと震える。

　端正な面を夜や叉しやの如ごとき形相にした津つ久く澄づみがそこにいた。

「アタシの見込み違いだったわねえ。随分タフじゃない。──やってくれンじゃないのよ。今度こそ確実に叩たたきのめす」

「パターン５だ。大おお国ぐに。エスキュナの穴は俺が埋める」

　その横に出て宣言する尊たけるもまた、その表情は野獣の如ごとくだ。

（今ので倒せなかったのはまずい……シッダは俺達のパターンを見た。撤退すれば次がクソ面倒だ）

　つまり、対処はひとつ。

（──ここで、必ず、倒す）

　ぶわ、と尊たけるの周囲に認識が広がる。

「大おお国ぐに、俺が合図したら躊ちゆう躇ちよせず行け。『亡失迷宮』一五頁ページ、自己拡大」

　探索記述の発動に大おお国ぐにが疑問の気配を向けるが、尊たけるは受け取った情報を取り入れる。五ｍ内の全存在、動き、鼓動に息遣いまでが尊たけるに伝わってくる。

「反応が得意なんだよな、お前」

　シッダが立ち上がり、動き始める。さしものヌシも、その動きが僅かではあるが鈍い。

　その分尊たけるへの敵意が強くなっている。『自己拡大』を使った彼にはそれが分かる。

　能力を継続する。脳が焼けるような感覚が尊たけるにある。

　だからなんだ、この邪魔者が。

「じゃあそれで勝負してみるか、おい────！」

　最後の交錯だ。

　双方、走り出す。パターン５の前衛はエスキュナだった。

「センパイ……！　クッソ！」

　それを知っていても肝が冷える思いで、大おお国ぐにが続く。

　パターン５の『隙間』は津つ久く澄づみから向かって右下。シッダは低姿勢から侵入してくる。

　尊たけるが津つ久く澄づみの前へ割り込む。尊たけるには、エスキュナと同様のことは出来ない。やったとしても速度も威力も劣る。

　シッダも尊たけるを見た。表情はないが、感じた。

　ヌシが『蟠龍山』の壁を抜ける。見る。低い姿勢のまま滑るように来る。見る。『自己拡大』を続ける尊たけるの視界が赤くなる。負荷が眼球の血管に来ている。

　シッダは相手の動きに対して反応し、回避と攻撃を行う。

　故に手は出さず、見る。

　両者の距離が詰まる。

「センパイ危ねえッ！」

　大おお国ぐにの注意が聞こえるが、まだ見る。見る。

　先に動いたのはシッダ。『微動だにしない』尊たけるへの反応として取った行動は、最短距離、右手刀により尊たけるの左足を薙なぐ。

　だがそれも、尊たけるは感じ取っている。僅かに左足を上げて手刀をかわし、そのまま落として踏み込みとする。

「──ッ！」

　固めた指先をシッダの頭へ振り下ろす。当然シッダは反応する。首を逸そらしてかわしつつ体を持ち上げ、左拳で尊たけるを襲う。それも感知していた尊たけるが限界まで上体を捻ひねってやりすごし、

「それはダメよっ！　『長城記録』二八頁ページ、老龍頭！」

　打ち込まれるシッダの膝を、伸ばされた津つ久く澄づみの壁が止めた。生まれた空くう隙げき目掛けて、

（俺が出来るのは全精力ブチ込んでこの程度だ！）

　尊たけるがシッダへ抱き付いた。即座にシッダの拳が脇腹へと叩たたき込こまれようとしている。『自己拡大』により分かる。

　だから、叫んだ。

「大おお国ぐにッ！　俺ごと貫けェ!!」
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　直後、尊たけるの脇腹へ拳が刺さる。生命に届くほどに、それがめり込む。

「ご、っぶ！」

「──うおおおおおッ二六頁ページ、母も里り友とも信のぶッ！」

　隊長の言葉に、大おお国ぐには叫びで従う。力の限りを消費して、彼の手に再び槍やりが現れる。

　即座に突進する。あまりに速い大おお国ぐにの決断に、シッダが尊たけるを引き剝がすことを諦める。彼を引っ付けたまま跳ねて避けようとし、

「────」

　がくり、と。その動きが阻はばまれた。軸足を払われたのだ。

　血を口から零こぼしながら尊たけるが笑う。『自己拡大』で周囲を全て感知した彼には分かっていた。

　シッダの反応対象からも外れていた、彼女の鼓動を。

「良いい根性だ、流石さすが俺の隊員！」

「やだもん……」血が籠もった喉から、震えるような声が響く。「守す砂さ隊解散するの、やだもん……！」

　血を引ひき摺ずって、エスキュナの足払いが決まっていた。直後、今度こそ彼女は崩れ落ちる。

「うおおおああああああああああッ！」

　大おお国ぐにの突進。シッダは反応している。しているが、何も出来ない。

　ブチ当たる。尊たけるの脇腹を貫通し、シッダの中心へと俱く利り伽か羅らの槍やりが突き刺さる。

「くたばりやがれぇぇぇええ！」

「────────────────────────！」

「痛てえぇぇぇぇぇぇぇええええええええ！」

　大おお国ぐにの気勢と、シッダの声にならぬ叫びと、尊たけるの悲鳴。全て引き連れて、槍やりは十数ｍを走り抜けて壁へと突き刺さる。

　ずん、とフロアに響く音がする。

「ぐ、ぬ、ぐがぁぁぁぁあああ！」

　絶叫しつつ、尊たけるが脇腹を破って槍やりから抜ける。その凄惨な様に大おお国ぐにが顔を歪ゆがめる。

「せ、センパイ……！　すんません、俺！」

「謝る暇なんざ無えぞ！」「ぶン殴るのよ大おお国ぐにチャン！」

　尊たけるが跪ひざまずきつつも槍やりを摑つかんで保持する。後ろから駆け込んできたのは津つ久く澄づみだ。そのまま、

「もーアタシもこれで記述ラストなンだから！　蟠龍山！」

　壁の群が。迷宮書庫の壁に貼り付けられたシッダの体を外側になぞるように配置される。

「こいつは……な～るほど！」

　この状態であれば、シッダは首を傾けて攻撃を避けることすら不可能。大おお国ぐにの拳が納得と共に握られた。『母も里り友とも信のぶ』は槍やりを保持するため解除出来ない（というかもう記述の力が無い）が、

「やるわよ！　ここでぶっ飛ばすの！」

「うっス！」

　拳が乱れ飛ぶ。もはや回避は出来ず、貼り付けにされた身ではあるが、シッダの手足はまだ前には動く。カウンターはまだ飛んでくる。それ故に密度と速度を高めるため、拳だ。

「だっ、ぐっ、だらァ！　踏み込み、が、無えからよお！」

　大おお国ぐにが殴られる。殴る。殴られる。殴る。殴る。

「軽、い、っつうのよクラァ!!」

　津つ久く澄づみが蹴られる。殴る。殴る。殴る。

　両者共に最も早はや記述を使い切り、大おお国ぐには殴る英雄の記述ではなく、津つ久く澄づみは元々攻撃タイプの魔書ですらない。しかし。

「ぬおおおおあああああ!!」

　殴る。殴る、殴られる。殴る。殴る。殴られる。蹴られる。殴る、殴る。殴る。殴る。殴られる。殴る。殴られる。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴られる。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る。殴る、殴る。殴る。殴る……！

　一方的になる。今やシッダは連続する打撃に晒さらされ、身動きもままならない。腕も反撃ではなく、防御に用いていた。

（これ、なら。いけるか……だが）

　シッダの手足の間合いの外で座り込みながら、敵を縫い止める大おお国ぐにの槍やりを保持している尊たけるは、その手応えに警戒を解けないでいた。

　既に脳の限界に達していた『自己拡大』の発動は解いている。しかしそれでも、槍やりを通してヌシと繫つながる尊たけるには、

（まだ、消えない……命の手応え、とでも言うべきものが）

　そう感じている。尊たけるの方は腹が破れ、押さえる指の間からその命と言うべきものが血と共にどんどん流れ出しているが。それ故、尊たけるは槍やりから手を離して楽になる選択が取れないのだ。

「クソッ、いい加減にくたば──」

　大おお国ぐにと津つ久く澄づみが、皮が破れ血を流す拳をさらに撃ち込んだ時だ。シッダが顔の前で組んでいた腕を、拳の到来に合わせ弾くように振り開いた。

「「ぐぉッ！」」

　これも一種の対応、カウンターだ。のめり込んだところに思い切り弾はじかれて、大おお国ぐにと津つ久く澄づみが吹き飛ばされた。書架に当たる。

「シッダの顔が……！」

　気付いたのは尊たけるだ。腕に隠されていたその顔が、深紅に染まっている。まるで憤ふん怒ぬを表すかのごとく。

「ちっ！　こいつ発狂持ちなの!?」

「なんですそれ!?」

「ゲーム用語だけどね！　死にかけると力を増して暴れるタイプの敵！」

「分っ……かりやすいなクソ！」

　津つ久く澄づみと大おお国ぐにが復帰しようと立ち上がるが、彼らもいい加減限界だ。しかも記述を使い切った状態で一撃をもらっている。よろめいた。

　踏み出す。蟠龍山の戒めから脱して、シッダが前進する。

「んな……！」

　尊たけるが驚きよう愕がくする。当然ながら槍やりは刺さったままだ。つまり、槍やりに貫かれながら進んできている。尊たけるを殺すために。

（この執念……！　少し、分かった気がする。俺達が利用違反者に督促をするように）

　尊たけるは引けない。手を離せば、シッダは即座に槍やりを壁と自分から引き抜いて自在に動き、襲いかかる。

（魔こ書い生つ物らは。ヌシこいつは。探索隊おれたちという、図書館から本を持っていく者に対しての）

　膂りよ力りよくの面でシッダは尊たけるに勝る。迫る。前へと。迷宮書庫を荒らす、違反者へと。

（菅田さんの家の変貌もそうだ。反応、対応、か……！）

　その手が、槍やりを持つ尊たけるの左手を握り潰した。

「ぐああぁぁ……………！」

　槍やりを保持する力が消える。即座にシッダが槍やりを壁から抜いた。そのまま、自分からも抜こうとする。

（くそ、この、もう少し、だっつうのに！　……！）

　刹那。後方から獣臭が香った。それは速度を上げ、跪ひざまずく尊たけるの肩上を跳んで襲いかかる。

「「「ゴファァァァアッ！」」」

　シッダは。この期に及んでなお正確に反応した。右拳が跳びかかる獣へ撃ち込まれる。

「「「ゴブルァッァア！」」」

　叫びが重なる。拳は確かに獣の顔を捉えていた。だが。ひとつだけだ。

「ケルベロス……！」

　残る二つの首が、牙をシッダの腕と肩へ食い込ませていた。

「えっ！」「なンで!?」

　仲間達の驚きよう愕がくを聞きながら。尊たけるは即座に動いた。隊長の仕事。呼び込んだ。

　跳ねたと思った自身の体は、思った以上に情けなく地面へとへたばった。脇腹が派手に破れているのだ。運動能力は底辺に近い。

（だけど、目的地には達した……！）

　それは。シッダの右後方。ケルベロスに対応している側だ。

　即座に反応した右踵かかとが後方の邪魔者を蹴り飛ばそうと振るわれる。

「！」

　衝突音。しかし尊たけるに衝撃は無い。

「ホンット、無理させてくれるわね……！」

　蟠龍山、未まだ消えていなかった壁群。脂汗を流しながら笑む津つ久く澄づみがそのひとつだけをギリギリ動かし、シッダの後ろ蹴りを止めていた。

（立、て！）

　脇腹が爆発するように弾はじけた。

（構うか）命が弾はじける音がする。（エスキュナを見習え！　先、輩、だろうが！）

　固められた指先が突き込まれる。肩に大型犬が食らいつき、片足のバランスを崩した状態。いかなシッダでも避けられぬ一撃だった。

　がぎっ……！　布を裂き、撃ち込まれる。ヌシの体内へと。

　通常ならば、如い何かに鍛えられた尊たけるの指先であろうがシッダを貫くことは不可能だ。

　しかし。

「分かってんだよ、お前の──」布の下を、尊たけるは先刻の『自己拡大』により感知している。「脇腹、ヒビ入ってんだろうが！」エスキュナに蹴り込まれた時に。

　突き込まれた指先で破砕した傷口。さらに万力の力を込める。通常時ですら百kgを越える重量を持ち上げる、鍛え抜かれた尊たけるの指先。ぎぢい、と。シッダの動きが止まる。破砕箇所を摑つかみ止める。

　血を盛大に吐き出しながら、尊たけるは叫ぶ。

「トドメ行け大おお国ぐにぃ！」

「ぬおおおおぁぁっ！」

　大おお国ぐにがついに起き上がり、駆けてきていた。刺さったままの槍やりを今一度、摑つかむ。

「いい……加減に、なあ！」

　空中で殴り、蹴られた損傷。槍やりによる腹の貫通。二人がかりで幾度も叩たたき付つけられた拳。ケルベロスの咬こう傷しよう。脇腹を抉えぐった指先。

　シッダの体の頑健が、綻んでいた。一筋の亀裂が縦に走り、そこからは一瞬だ。

　ごばあ、と。全力で振り上げられた槍やりが、ヌシを腹から左肩にかけて引き裂いた。

「くたばり、やがれぇぇぇぇええ！」

　次いで。通常時ならばシッダには千発放っても当たらぬであろう、フォームも何も無い大振りのテレフォンパンチ。無貌の顔面に叩たたき込こまれた。

　裂かれた上体から真っ二つに砕けて、シッダが吹き飛ぶ。下半身が黒い塵ちりへと消える。

　撃破だ。幾度も守す砂さ隊を打ちのめした難敵が、砕けた。

「っしゃオラァ！」「ッス！」

　津つ久く澄づみと大おお国ぐにが荒い息をつきながらガッツポーズを取る。その傍かたわらにケルベロスが着地し、大おお国ぐにはやや身を引いた。

「お、おう。お前もなんかありがとよ。助かったぜ……っと、ちょお、守す砂さセンパイ！　ちょ、何してんスか!?」

　尊たけるは。足を引きずり、胸から黒く塵ちりとなり消えていくシッダの元へ歩いていた。

（俺達が……迷宮書庫にとっての、違反者だろうが）

　苦労してたどりつく。消えゆくシッダの元へ。

（構うか。何度だって、借りて。返す。探す。たどりつく）

　見下ろす。

「いいか……お前が迷宮書庫ここの意志なのかなんなのか、知らないが」宣言を下す。「俺は……俺達は。必ず、この場所を解き明かす。全てだ」

　シッダは死んだように動かない。しかし、その無貌は尊たけるの顔に向いていた。荒れた髪の間から瞳ひとみ爛らん々らん輝かせ、犬歯を剝むき出だし挑みかかる、その獣面。

「下っ手くそな督促しやがって。邪魔するなら、何度でも踏み砕く」

　言葉の終わりが合図だったかのように。シッダの体が闇に溶け、紙片へと変わっていく。ことり、と紙ではない音がした。

　それを見届けて──

（これで、やっと本、返せるな──）

　尊たけるも、意識を手放した。





◇






「やあ」

　五層。シッダの消滅と共にラカンズ達の気配を感じ、急ぎ六層から退散した守す砂さ隊を迎えたのは、軽く手を挙げた八や十そ間まだった。

「やっぱこの子、アナタのだったのね」

　津つ久く澄づみが並んで歩くケルベロス──前よりもさらに少し大きくなった背に、尊たけるとエスキュナの死体を乗せている──を撫なでて苦笑した。

「説明は後で。とりあえず脱出が先でしょう」

「そ、そうスね」

　八や十そ間まは守す砂さ隊を先導しながら、ちらとケルベロスの上の尊たけるを見る。その瞳には、憧憬とも意外とも取れる色がある。

「尊たけるは──後を託したんだね、君達に」

「耳が痛いわ。盾役が隊長守れなかったンじゃ商売上がったりよ」

　津つ久く澄づみの自嘲を聞きながら、八や十そ間まは中学時代の尊たけるを思う。

　傲岸不遜。眼中無人。横行闊かつ歩ぽ。

　全てを食い散らかしながら、征し続ける。それでも彼は他人を惹ひき付つけてやまなかった。

（根は変わってないけれど。それでも、前の尊たけるのままでもないんだね）

　先頭を歩く彼の顔は、守す砂さ隊には見えない。

　ともあれ。守す砂さ隊は、六層までを完全制覇したのである。
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「──じゃあ雨あめ野の隊はもう潜ったと？」

「守す砂さチャンが寝てる間にね。後でお祝いしてあげるってよ」

「後で雨あめ野の先輩にもお礼言わなきゃなあ」

　迷宮書庫エントランス。会話する尊たけるの膝の上で、エスキュナが薄らと瞳を開いた。

「……んう」

「ん、起きたか」

　ぼんやりした彼女の視界に映るのは見下ろす尊たける、大おお国ぐに、津つ久く澄づみの顔だ。

　彼女は首を僅かに回し、自分の位置を認識する。驚き、羞恥。

　しかし眠気が勝った。その瞳が、再びうつらうつらと。閉じられる。

「も～ちょっと……」

　守す砂さの鍛え抜かれた指先のデコピンが、後輩の額を打った。

「あいだぁぁぁ!?」

　涙目で起き上がってぶんぶんと首を振る。そして、気付いた。

「勝ちました!?」

　大おお国ぐに、そして津つ久く澄づみが。一様に笑って親指を立てる。

　ふるふると、彼女の口元と瞳が波打った。

「やった、やっだぁぁぁあ～～～～～～！　まだ守す砂さ隊でいっじょ～～～!!」

「ちょお、抱き付くんじゃねえって！」「あらあら。よしよし」「鼻水ついた……」

　三者三様の反応を返しつつも。まさに死に物狂いの奮闘を見せたエスキュナに対する男連中の視線は優しい。

「どうやら勝ったか。ウチの隊員まで使って、無駄な苦労をしたものだな」

　一通り騒ぎが治まったことを見計らい、声をかけてきたのは加か来くだ。傍かたわらには守す砂さ隊と一緒に戻った八や十そ間まもいる。

「思ってもないことを。雅みやびが協力してくれたから、シッダの撃破実績は加か来く隊も込みだぜ？」

　加か来くは八や十そ間まをにらむが、密告者はどこ吹く風といったところだ。──要は、利益だ。加か来く隊が迷宮書庫に求めるもの。元加か来く隊の津つ久く澄づみもまた、納得した表情をする。

「あ！　そういやあれ！　ケルベロス！　どういうカラクリだったんスか!?」

「なんかあったの～？」

　その時には死んでいたエスキュナが眉をひん曲げている。

「……あのワンちゃンに踏破させた。そうよね？」

　津つ久く澄づみの静かな補足に、尊たけると八や十そ間まは苦笑を交わす。ズルの中身だ。

「三層から六層、隠しフロアも含めて。改めて隊で全て回るのは時間と手間が過ぎる」

　加か来くは苦り顔でそれだけ言って、説明は終わりだとばかり鼻を鳴らした。下級生組の視線は八や十そ間まへと向いた。

「ええと。あのヌシの出現条件だね。六層までの踏破。僕だけなら、新しい魔書の慣らし訓練ってことで低層歩くのも無駄じゃないからね。……まあ、インチキはしたけどさ」

　そこまで言って、大おお国ぐにが大口を開けた。

「あ！　犬だけ出して、全部走り回らせたってのか！　あ、アリなんスかそれ!?」

「シッダが消えなかったから、アリだったんだろ」

「時間は合わせてもらってたんだけど。ちょっと時間かかっちゃったねえ。ごめんごめん」

　下級生組が、納得したような釈然としないような顔をする中、加か来くが踵きびすを返かえす。

「次は無い。せいぜい隊単独で倒せるように頑張るんだな」

「今回の流れを思い出しながらならいけるよ。もうちょっとだったんだし」

　笑って八や十そ間まもついていこうとした時だ。

「あ、そういや！　コレ！」

　まさに、思い出したように声と手を上げたのは大おお国ぐにだ。その指が掲げるものがある。

　振り向いた加か来くが怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「鍵……？」

「ああそうそ。この鍵ね。シッダの紙片と一緒に出てきたのよ」

　がたん、と音がした。本来限りなく静せい謐ひつなはずのその一角。

　受付嬢がいるカウンターを、一同見る。

「え、うそ、受付嬢さんが……」「カウンターから、出た」

　初めて見たとばかり、エスキュナと大おお国ぐにが目を見開く。

　彼女はそのまま、無言で大おお国ぐにの元まで歩み寄り、掌てのひらをさしだした。

「え、その、くれってか？」

　困ってしまった後輩の視線を向けられた尊たけるが頷うなずく。大おお国ぐには鍵を渡した。

　ぱちぱちぱちぱちぱち！

　鍵を持った受付嬢は突然、手を叩たたく。

「「「「「「うわあ!?」」」」」」

　常に無い行動の連続に加か来くも含めて全員が驚くが、受付嬢は一片の躊躇ためらいも無く、方向転換して部屋の端へ歩いて行く。エントランスの壁は、全面カーテンで隠されている。そのひとつを、しゃっと開く。

「扉……!?」

　尊たけるが驚きを胸に抱く。彼は探索委員となった最初の頃、エントランスも隅々まで歩いている。

（あそこは、壁だったはず……）

　がちゃり、と音がする。鍵を回す音だ。

「はああぁ？」

　エスキュナが素っ頓狂な声を上げたが、内心は皆同じだった。ヌシが落とした鍵が何な故ぜエントランスで使えるのか。

「………………」す、と受付嬢が守す砂さを指さす。

「お、俺？」

　問えば、来いとばかり、彼女は掌てのひらをちょいちょいと動かす。

　疑念混じりだが、これに尊たけるが逆らえるはずもない。警戒半分好奇心半分──本当は七割──、扉へと向かう。

　エントランスの大扉をそのまま小さくしたようなそれを、尊たけるは押し開く。その先は暗闇だ。

「なんだ、これ？」全く見通せない。

　一分の隙も無い暗闇。黒い壁といってもいい。だが、触れようとした手は闇の中へ沈んだ。消えた指も動く感覚がある。

（空間がある）

　ならば尊たけるは行くのみだ。踏み込む。

　一瞬の目め眩まいの後、視界が開ける。

「これ、は」

　色違いの床。パズルの如ごとき書架。

「七層……!?」

　脳内地図を確認すれば、自分達がかつて通った道から少し外れた地点にぽつんと、自分を意味するマークがある。間違いない。

　後ろを振り向く。そこは、以前七層の隠しフロアに行く際に使ったような、騙だまし絵書架の壁だ。触れれば確かに、入ってきた扉がある。再び、開く。

「センパイ！」「何があったんだ」

　戻れば、再びエントランスだ。守す砂さ隊と加か来くと八や十そ間ま、そして扉の傍かたわらには受付嬢。彼女は鍵を尊たけるへと渡し、さっさとカウンターへと戻ってしまった。

　隊員達のところへ歩く間、尊たけるはどう説明したものか迷う。行き着いた答えは──

（ショートカット、か……？）







[image: エピローグ　図書委員は過去を想う]

　すとん、と『無銘祭さい祀し書』を書架に収める。

「ようやく、返せたわね」

　感慨深く津つ久く澄づみが言ってくる。守す砂さ隊は一同苦笑しながら頷うなずいた。思えば随分な遠回りをしたものだ。

　翌日の六層だ。シッダも通常のヌシと同じく、撃退後はしばらく姿を表さないようであった。

「返すまでが図書委員の仕事、だったな。これで紙かむ珠たま教授の地下レファレンスも完了か」

「そーいえば、帰っちまったんですっけ、紙かむ珠たまセンセイ」

「けっこ～お世話になっちゃったよね。お礼とかしたかったかも」

「昨日報告したらまたちょいちょい来るって言ってたし、機会あるだろ」

「「「………………」」」

　尊たけるの答えに、隊員達は黙っている。

　しばらく帰路を歩いて。彼は隊員達が無言の理由に思い当たる。

「あ」

「えっなんで一人で連絡してるんですか」「いつ交換したんスか連絡先」「アラヤダ守す砂さチャンたら。アラヤダ！」

　階段に辿たどり着ついた途端囃はやし立たてる隊員に、尊たけるは失策を呪いつつ叫び返す。

「名刺もらっただろ！　普通になんとかなりましたって挨拶したんだよ！」




　実際はそれも噓うそだ。

　初めての既視感は名刺を見た時で、次は紙かむ珠たま教授を迷宮書庫で救助した時。

　シッダを打倒した日、尊たけるはかつての冒険家時代に使っていたメールアカウントから、アドレスを探してみた。果たして、紙かむ珠たま櫛くし子この名前はそこに存在した。

　かつての自分が、目的にたどりつくために利用した人々。そのひとり。

（シッダに邪魔されていたとはいえ、本の返却自体は、別隊に頼むって手もあった）

　代理返却の報酬にしても、紙かむ珠たまからの地下レファレンス報酬で釣りが来る。

　ただ、彼女の依頼は。出来うる限り自分で最後までやりたいと思ったのだった。

「……まことにあいすいません、すぐ思い出せなくて」

『いいんですよ～、私だってちょっとしてからでしたもの』

　詫わびる尊たけるに、画面の向こうの紙かむ珠たまはぱたぱたと手を振って笑う。尊たけるは恐縮しきりだ。

「いやほんと……昔の自分はこう、配慮が足りないというか、他人への尊重というものがなかったというか」

　画面の向こうにいる年上の女性は優しい目になった。

『続けて、いたんですね。冒険を』

「──はい。最近。周りの人にお世話になって」言ってから、尊たけるは首を振った。「いや、そりゃ昔も同じでしたね。それにやっと気付けたってだけです」

『少なくとも私にとってはお互い様ですよ。あの時も、今回も。守す砂ささんは私をたどりつかせてくれたんですから』

　は、と画面の紙かむ珠たまを改めて見る。彼女ははにかむように笑った。黒い前髪が揺れる。

『あの図書館の気になる蔵書はまだまだありますし。……また、私の依頼を受けてくれますか？』

「──もちろん」

　尊たけるは笑って受けた。薄くではなく、口角を釣り上げ、犬歯を剝むいて。
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　そういった会話がなされていた、同じ頃。宇う伊い豆ず学がく園えん剣道場。

　防具を外し、流れる汗を拭くのは天あま寺てら三み火かだ。更衣室でメッセージ着信の光に気付き、確認した彼女は小さく笑った。

「そっか、勝ったんだ」しかしその笑顔は、続く文字によって少しだけ曇る。「八や十そ間ま君……か」

　三み火かも八や十そ間ま雅みやびのことは前から知っている。尊たけるの数少ない、中学時代から続く友人だ。

　つまり八や十そ間ま雅みやびは、昔の尊たけるの友人だ。

　冒険家時代も、引退してからも。そして今も。それ自体は好ましいことではある。あるが。

　彼は尊たけるの探索委員参加を知るやいなや自身も探索委員となった。

「ああ、天あま寺てら先輩。お疲れさまです」

　そんなことを考えていたからか。下校時に図書館前でその美しい少年と行き逢あった三み火かは、多少の緊張を覚えた。

　八や十そ間まの方はそんなことは露知らぬような、涼やかな笑いで昔からの先輩に挨拶する。

「────ええ。八や十そ間ま君も」返答してから、それでもと三み火かは続けた。「尊たけるを迷宮書庫で助けてくれたんですって？　その、ありがとうね」

　胸に小さな痛みを覚えながら、三み火かは言う。今回、自分は助けてあげられなかった。でも、この少年は。尊たけるの冒険家時代も。

「いやいや。尊たけるを手助けするのは、僕の役目みたいなもんですから」

「……っ」

　三み火かはわずかに強こわ張ばる自身を感じた。未熟だ、と思う。

　八や十そ間ま雅みやび。彼はかつて、少年冒険家・守す砂さ尊たけるをサポートしていた。彼の活動は多岐に及び、守す砂さ尊たけるが冒険に専念出来るように様々な手回しを行っていた。冒険に同行することすらあった。

（私には、出来なかったこと……）

　しかし、八や十そ間まは嘆息した。

「あの時は、僕だって同行出来ませんでしたから」

　顔を俯うつむけて、自嘲するように八や十そ間まは笑う。尊たけるが冒険家を引退することになった、あの事件。

「でも今は違う。僕も貴女あなたも、彼と同じ場所に行ける。そうでしょう？」

「八や十そ間ま君……」

　一瞬、三み火かは彼に共感しかけた。──だが、顔を上げた八や十そ間まの表情に、それは失われる。

「あの場所──」

　その目には、過去が映っていた。三み火かには、そう思えた。

「迷宮書庫なら、尊たけるはあの頃の自分を取り戻せる。かつての彼を。かつての心の焰ほのおを。好こう悪お問わず周囲全てを惹ひき付つけた、かつての姿を。尊たけるはまた君臨できるんです。あの場所で」

　涼やかではある。しかし、その瞳に映っている尊たけるが、三み火かとは異なっていた。

「やそま、くん。貴方あなた」

「──ふふ。なんて、ね」

[image: ]

　ぱ、と。肩をすくめた彼には、一瞬前の狂奔は欠片かけらもなかった。

「一緒に頑張りましょう、天あま寺てら先輩。あいつ、危なっかしいですからね。隊は違ってしまってますけど、だからこそ出来ることもあると思うんです」

　軽く手を振って、今はどこまでも涼やかに、少年は去って行った。
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　時は少し流れ、七月末。隊長会議の日。

　隊長達の心中は、エントランスに生まれた扉に向けられていた。施せ錠じようされ、七層に続くと言われる扉。

「守す砂さ隊が出したんだろ、あの扉」「六層まで全部歩くことが条件とか聞いた」「うへえ」「めんどすぎる……」「アレがありゃ低中層探索めちゃくちゃ楽になるよな」「ウラヤマ」

　各隊長の報告の合間にこそこそと、そんな言葉が漏れ聞こえてくる。

「では──守す砂さ隊。報告を」

「はい」

　御み高たかの声に立ち上がって、尊たけるは六層までの詳細地図と鍵を机に置いた。

　ざわ、と場がどよめく。

「それが、例の？」

　御み高たかの確認に頷うなずく。どよめきが強くなる。雨あめ野のなどはそろりそろりと尊たけるの机に寄ってきて眺めている。

　隊長の中で、加か来くだけが複雑そうに嘆息した。鍵は、加か来く隊にも権利があるからだ。だが今回ばかりは、彼も口を出すことは控えた。

「この鍵は七層へ続いている扉の鍵です。守す砂さ隊はその扉を、常時開放します」

　宣言する。一瞬の思考を伴う沈黙の後「マジか」「やっぱあいつおかしいわ」などの呟つぶやきが漏れ出した。

「お静かに」

　御み高たか委員長の声に、ざわめきが静まる。彼は改めて尊たけるを見て問う。

「いいのですか？　これがあれば、低層の地下レファレンスをこれまでより遙はるかに楽に消化出来る。中層への出入りも楽になるでしょう」

　それは、かなりの報酬の獲得を生む。その優位性を捨てると尊たけるは言った。

「守す砂さ隊の目的は、一に遭難者の救助、二に迷宮書庫の踏破」

　隊長達の『それは知ってる』という視線が集まる中、尊たけるはさらに言った。

「そして三に利用者へ本を届けることです。彼らが求める本を、僕は可能な限り届けたい。そのためなら──」

　尊たけるは居並ぶ隊長を見渡した。小さく、ほんの少しだけ犬歯を出して笑う。

「みんなも利用させてもらいます」

　返ってくる表情は、憮ぶ然ぜん、苦笑、軽いムカつき、呆あきれ、そしてごく少数の、理解だ。

　御み高たかが頷うなずいて、鍵を受け取り、フブルへと渡す。彼女は口を開いた。

「迷宮は意志を持つ。それに立ち向かうも、避けるも自由じゃ。励めよ、若人」







　これは、奇妙な図書館と、それに挑む図書委員達の物語。

　宇う伊い豆ず学がく園えん付属図書館は、改築を繰り返されてはいるものの学園創立よりはるか以前、一説によれば平安の昔から存在するとも言われる歴史ある図書館である。学園創立当時の所有者が校舎を図書館の横に建てるなら、と提供を申し出たと言われるが真偽は定さだかではない。

　そのような経緯のため、開架書庫として地上四階・地下三階、高校の学校図書館としては破格の規模を誇る。授業利用は勿もち論ろんのこと限定的な学外開放も行っており、一般利用者のみならず、時には許可を得た大学や研究機関の研究者が利用することすらある。しかし、地上部に比べても遥はるかに広大かつ深遠な地下『迷宮』閉架書庫の全容を知る者は皆無である。

　学園図書委員会探索委員に所属する有志面々は、今日も未知の蔵書を解き明かすため、地下へと挑む──。
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『グリモアレファレンス２　貸出延滞はほどほどに』いかがでしたでしょうか。

　一巻より五ヶ月のご無沙汰をいたしました。佐さ伯えき庸よう介すけでございます。え？　間に別のところで見た？　わーい色々やってるんですよご愛顧ありがとうございます。

　今回は前回と少し趣を変えて、連作短編の形で構成しております。全体の背後に一本背骨は通しておりますが、事件ごとのドタバタをお楽しみください。普段はこんな風にアホやってることもあるんですよ、みたいな感じを出したかったのです。

　それと、外部利用者とのお付き合いですね。一巻ではその辺り、主人公と舞台の描写に紙幅を割いたため、意図的ではあるにしろ薄めだったので、今回あれこれ書いてみました。

　督促作業のあれこれはフィクションです。フィクションですとも。ええ。直接回収係マジ欲しいなとか思ってませんよ。思ってませんって。なんで自分でも把握できないくらい借りてしまうんです？　なんで（以下削除）

　さて、探検パートとしては今回、業務話あり馬鹿話あり強敵話ありとあれこれやった分、迷宮の方まで複雑にするととっちらかるのでオーソドックスにしております。迷宮書庫のヘンテコぶりのネタはまだまだあるので、どんどん珍妙ダンジョン化させていきたいですね。

　今月はボーンデジタル『昔勇者で今は骨ＥＸ　小骨集』が控えておりますので、電子書籍に抵抗のない方は是非ともよろしくお願いします。初出のエピソードもありますよ！　何せ今書いているところですからね！（三月現在）

　他には、また少し先のお仕事をあれこれやっており、今はまだお知らせ出来ないのがざんねんなところ。発表をお楽しみに！　休まず働いております！

　世間は相変わらずコロナで大変ですが、最近は近場の日帰り温泉施設に行って仕事するのにハマっております。温泉！　まったり！　仕事！　ごはん！　仕事！　温泉！　帰宅！

　都市部にお住いになっている読者さんは、地方住みの自分よりもっと窮屈な思いをされていると思います。皆さんが退屈することの無いように、待機時間のお供になるような作品をこれからも作り続けていこうと思っております。

　担当Ｆさん、イラストの花はなヶが田た先生には今回もタイトなスケジュールの中お仕事していただいてありがたみの極みでごさいます。見てくださいよこの表紙のミカ姉ねえ。これは正統派ヒロインですよ。本編の活躍の仕方については……まあ……ミカ姉ねえだし……。

　Ｆさんに原稿返しで『怖い……』とか書かれたし……。

　それでは（万能転換枕言葉）、同月配信の勇骨電子版もよろしく！　皆様お元気で！
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